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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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あとがき










　クリック？

　クラック！




　僕たち人間とこの世界は、〈神の悪夢〉によって常に脅おびやかされている。

　神は実在する。全すべての人間の意識の遙はるか奥、集合無意識の海の深みに、神は確かに存在している。

　この概がい念ねん上じよう『神』と呼ばれるものに最も近い絶対存在は、僕ら人間の意識の遙か奥底で有史以来ずっと眠ねむり続けている。眠っているから僕たち人間には全くの無関心で、それゆえ無慈悲で公平だ。

　ある時、神は悪夢を見た。

　神は全知なので、この世に存在するありとあらゆる恐怖を一度に夢に見てしまった。

　そして神は全能なので、眠りの邪じや魔まになる、この人間の小さな意識では見ることすらできないほどの巨大な悪夢を、切り離して捨ててしまった。捨てられた悪夢は集合無意識の海の底から泡あわとなって、いくつもの小さな泡に分かれながら、上へ上へと浮かび上がっていった。

　上へ────僕たちの、意識へ向かって。

　僕らの意識へと浮かび上がった〈悪夢の泡〉は、その『全知』と称される普ふ遍へん性ゆえに僕らの意識に溶とけ出して、個人の抱かかえる固有の恐怖と混じりあう。

　そしてその〈悪夢の泡あわ〉が僕らの意識よりも大きかった時、悪夢は器をあふれて現実へと漏もれ出すのだ。

　かくして神の悪夢と混じりあった僕らの悪夢は、現実のモノとなる。




　神の悪夢の泡による異常現象、それを曰いわく〈泡禍バブル・ペリル〉と呼ぶ。

　全すべての怪奇現象は神の悪夢の欠片かけらであり、この恐怖に満ちた現象はたやすく人の命と正気を喰らうが、ごくまれに存在する〈泡ほう禍か〉より生せい還かんした人間には、巨大なトラウマと共に〈悪夢の泡〉の欠片が心の底に残ることがある。

　彼ら自身によって〈断章フラグメント〉と呼ばれるその悪夢の断片は、心の中から紐ひも解とく事で自らの経験した悪夢的現象の片へん鱗りんを現実世界に喚よび出すことができる。世界にはそんな〈悪夢の泡〉からの生還者が多数存在し、そしてその中でも恐るべきトラウマと共に悪夢の欠片を精神に宿してしまった者たちが集まって、生きるために助け合い、新たな被害者を救おうと活動している。

　英国で発はつ祥しようした、〈ロッジ〉と呼ばれる小さな活動拠きよ点てんを各地に散らす、〈悪夢〉の被害者同士の互ご助じよ会かい結社。

　彼らは世界の裏で被害者同士助け合いながら、同時にこの世界に浮かび上がる悪夢の中から人々を助け出し、そして神の悪夢の存在と、神の悪夢の〈断だん章しよう〉を持つ自分たちの存在を人々の目から隠かくし続けている。

　名を〈断オーダー章・オブ・騎ザ・フラ士団グメンツ〉という。




　かくして────







　　　序章　　イソップどうわ







　陽ひ射ざしが、日に日に強くなっていた。

　気がつけば空からの陽光は肌はだを炙あぶるほどに強く、地面に落ちる影も短くなって、街を行く生徒たちの制服の袖そでも、一様に短くなっていた。

　景色は時に光によって霞かすんで、街の空気にも何となく太陽熱の匂においを感じるほど。

　植物はいつの間にか生き生きとした緑に姿を変え、公園や庭のある家のそばを歩くと、青い草木の匂においが漂ただよってきて、季節がこんなにも深く変わっていたのだと、不意に実感として気付かされる。

　高校一年の、七月下旬。

　白しら野の蒼あお衣いの日々は、ここしばらく平へい穏おんだった。

　六月半ばの大きな〈泡ほう禍か〉の後、散発的な小さい事件にいくつか当たってからは、もう一ヶ月ばかり事件らしい事件が起こっていない。蒼衣の参加している〈騎士団オーダー〉という結社の活動は怠たい惰だが即座に人命の危機に繫つながりかねないものだが、何もないことにまで危機感を持つ必要はなかった。むしろ歓迎すべきことだ。

「しばらく大変だったしなあ……」

　蒼衣は放課後のすっかり日が伸びて明るい夕方の街を歩きながら、自分の身に染み渡る平穏を感じて、ふと空を仰あおいでそう呟つぶやいた。

　約二ヶ月間、激動だった。三ヶ月ほど前に、蒼衣は今まで何の疑問もなく信じていた日常の裏にある異常な世界を知る羽は目めになり、それからしばらくの間、〈泡禍〉と〈騎士団〉との奇怪で悲ひ惨さんな戦いに立て続けに巻き込まれ続けたのだ。

　それが急にぱったりと途と切ぎれてから、しばらく。

　何も起こっていない。蒼衣たちの世話役である神か狩がり屋やは、「ちょっとこれまでは異常だったね」と苦笑い気味に言ったこともある。

　蒼衣にとっての幸福はどこまでも『普通』の中にあるので、今の状態は心地よかった。

　自分の身を包んでいるのは、学校の制服である校章の刺し繡しゆう入の半袖シャツと、モスグリーンのズボン。実に普通だ。

　提げているバッグの中には、普通の高校生生活の証あかしと言ってもいい教科書類の重み。

　そして下校したばかりの自分が歩いているのは学校最寄り駅の駅前通りを外れたところにある、少し古い家が集まっている、落ち着いた雰ふん囲い気きの普通の住宅地。

　向かっている『神狩屋』は異常な世界への入口と言ってもよかったが、それでも〈騎士団〉の皆と話をするのは普通な楽しみだった。

　日課として行っている〈泡ほう禍か〉の出現を探るパトロールも、事件さえ起こらなければデートのようなものだ。実態や相あい方かたの認識はともかく。

　蒼あお衣いは遅い帰宅について家族に「サークル活動」だと説明していたが、それは実際、蒼衣自身はあまり噓うそだとは認識していなかった。所属仲間と毎日集まって話をして、外に出て活動するのは、サークル活動そのものと言えた。

　この期ごに及んで、ほんの一部を除いて、蒼衣の普通な日常は壊こわれていないのだ。

　蒼衣は思う。たぶん学校にいる普通の友達や、近所にいる普通の人たち、その辺りを歩いている普通の人たちにも、皆には隠かくしているほんの少しの非日常を持っていたりする人がいるはずだ。

　皆には秘密の趣味であったり、事情であったり、あるいは過去にやってしまった小さな犯罪であったり。

　蒼衣もそれと同じだ。

　蒼衣はまだ、『普通』なのだ。

「……ずっとこのまま何もなければいいんだけどなあ」

　オレンジ色がかった夕日の光が強く射す道で、蒼衣は目的地の『神か狩がり屋や』の前に立って、そうぽつりと口にした。

　古い写真館の建物を改装した古こ物ぶつ屋やには、『神狩屋──古物・骨こつ董とう・西洋アンティーク』と、厳いかめしい字で書かれた看かん板ばんがいつものようにかかっている。

　そして中にいるはずの少女が、もしも蒼衣がいま言った呟つぶやきを聞いたらどんな顔をするだろうかと考えて、ふと小さく笑みを浮かべた。まず間違いなく嫌いやな顔をするだろうが、人の不幸を望むわけにもいかないので、きっと渋しぶい顔のまま黙り込むだろう。それを想像すると可笑おかしかった。




「こんにちは……」




　蒼衣は、店に足を踏み入れる。

　古道具特有の埃ほこりっぽい匂においがする棚たながいきなり立ち並ぶ、薄うす暗ぐらい店内。

　その棚の間を奥へと進むと年代物のレジスターが置かれたカウンターと、その周辺に空間が空けられて、アンティーク調の丸テーブルが据すえられている。

　そこにはすでに、紅茶の匂いが漂ただよい始めていた。

　そして丸テーブルに着いている若わか白髪しらが混まじりの髪かみをした男性と、ポットから紅茶を入れていた小中学生くらいの年頃の少女が、入って来た蒼衣を見て、それぞれの笑顔を浮かべた。

「やあ、白しら野の君」

「あ、白しら野のさん。待ってましたよー」

　この『神か狩がり屋や』の主人である神狩屋こと鹿か狩がり雅まさ孝たかと、それを手伝っている田たの上うえ颯さつ姫き。

　神狩屋はベストもシャツもよれよれで、いつ見ても寝起きに見える。元気なキュロットスカート姿でくるくる働く颯姫と対比すると、それがさらに、無む闇やみに際立つ。

　そして、

「………………」

　同じく席についているセーラー服姿の時とき槻つき雪ゆき乃のは、その硝子ガラスの人形のように硬質な美び貌ぼうを軽く蒼あお衣いに向け、不ふ機き嫌げん顔で一いち瞥べつしただけだった。

　それもまた颯姫との対比が強い。黒いレースの豪ごう奢しやなリボンと、ポニーテール気味に束ねられた黒くろ髪かみが、ひとつ小さく、しかし流れるように美しく、不機嫌に揺れた。

　雪乃の通う一高のセーラー服も夏は半はん袖そでのはずだが、雪乃は長袖の合あい服ふくのまま。

　理由は明白だ。前髪をかき上げる雪乃の左手の袖口から、長袖に辛かろうじて隠かくれている、手首に撒まかれた白い包ほう帯たいが覗のぞいていた。

　蒼衣は皆への挨あい拶さつに、いつものように一言付け加える。

「雪ゆき乃のさんも」

「うるさいわね」

　とりあえず声が返って来たので、蒼衣は満足して隣となりの椅い子すに座る。

　椅子の足元の床ゆかにバッグを降ろして、軽くなった肩かたに、一息。途と端たんに目の前にカップが置かれて、颯姫がティーポットを傾けて、湯ゆ気げの立つ紅茶を注ぎ入れた。

　蒼衣の前に、紅茶の香りが立ち昇る。

「今日はですねー、おいしい紅茶をもらったので、おいしいですよ」

　颯姫は言う。言いたいことは分かるが、少し言い回しがおかしい。

　だが満面の笑顔で言っているのを見ると、可愛かわいらしいばかりで指摘する気も起こらない。蒼衣は代わりに小さく笑うと、「ありがとう」と笑って見せ、カップを持ち上げて、熱い紅茶を香りと共にひとくち口にすすりこんだ。

　おいしい、と思う。

　だが残念ながら、蒼衣には紅茶の良し悪しはよくわからない。

「誰からもらったの？」

　なので感想は言わず、蒼衣は別のことを訊たずねた。

　訊ねられた颯姫は「はい！」と笑顔で答えようとして、笑顔のまましばらく沈黙して、大きくカラフルなヘアピンが幾本か挿さし込まれた髪に手をやって考えて、それから困った笑顔で神狩屋を振り返った。

「……誰でしたっけ？」

「四し野の田ださん。インド産の直売だそうだよ」

　紅茶を啜すすって、神か狩がり屋やは答える。

　颯さつ姫きが蒼あお衣いに向き直った。

「……です」

「ありがとう」

　くす、と蒼衣は笑う。

　四し野の田だ笑え美み。六月半ばに蒼衣が関わった〈アプルトン・ロッジ〉の世話役。

　そして喫きつ茶さ店てん『アプルトン』の女主人。なるほど、と蒼衣は紅茶の出所に納得しつつ、同時にあの時の事件も思い出して、ふと表情を曇らせた。

　……後味の悪い、事件。

　少女たちが死に、〈ロッジ〉の〈騎き士し〉までもが犠ぎ牲せいになって、あまりに手遅れだったため蒼衣は手が出せず、山間のベッドタウンの一角を焼いて終結させた〈泡ほう禍か〉。

　結局その後に姿をくらました〈保持者ホルダー〉の少年、馳はせ尾お勇ゆう路じはまだ見つかっていない。

　保護者の祖そ母ぼから捜そう索さく願いが出ていて、もう蒼衣たちには探しようもないが、そもそも勇路に同情的だった蒼衣としては、何とか生きていて欲しいと思うと同時に、警官に見つかったりした時などに、無茶をしないことを願うばかりだった。

　蒼衣は人の弱さや追い詰められた人間の行動には、理解を示す方だ。

　それに勇路のような人間も嫌きらいではない。勇路は雪ゆき乃のに重傷を負わせたが、勇路への怒りはあまりなく、その件についてはどちらかと言えば、雪乃の無茶を止められなかった蒼衣自身の方に責任を感じていた。

　あとそれからもう一つ、蒼衣が勇路へ同情的な理由がある。

　勇路は同じ〈ロッジ〉の織おり作さく健けん太た郎ろうを殴なぐって出しゆつ奔ぽんしたが、どうやらその理由が、血みどろの現場で健太郎と勇路が二人きりで残された時に、健太郎がこの事件の被害について────笑美さんを困らせるためにわざと〈潜せん有ゆう者しや〉を匿かくまって犠牲者を増やし、田たの上うえ瑞みず姫きを見殺しにしたんだろうと────詰なじったらしいのだ。勇路を。

「……」

　紅茶が、苦くなった。

　幸いなことにあれ以来、あまり大きな事件はなく、さらにはしばらくの間、何もない日々が続いている。

　蒼衣は、猫ねこ舌じたで飲めないので紅茶の表面を見つめている雪乃の横顔を見た。

　そしてここ最近にあった、雪乃と二人で解決した、本来ほとんどがそういうものらしい普通の〈泡禍〉の一つを、ぼんやりと、思い出した。
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　　　第一話　　よくばりな犬







　　　　１




　────深夜十二時にカミソリを口にくわえて水を張った洗面器を覗のぞき込むと、そこに将来の結婚相手の顔が映る。しかし、もしその時にカミソリを水の中に落としてしまったら、水は真まっ赤かに染まり、相手の顔に一生消えない大きな傷がついてしまう────




　昨日きのう中学校で、友達と読んだ雑誌に書いてあった占うらない。

　つまらない占い。しかし衣きぬ川がわ遊ゆう美みは、それなりに真剣だった。

　夜中、台所の流し台にこっそりと降りて、洗い桶おけ代がわりの洗面器に水を張った。そして母親の化け粧しようケースの中からくすねてきた小さな柄えつきの剃刀かみそりを、いつでも口にくわえられるように、両りよう端はしを持って胸の前まで持ち上げた。

　十二時まで、あと三分。

　台所は真っ暗で、ただ遊美が立っている流し台を照らす、棚たな下した灯とうだけがぼんやりと白く輝いていた。

　夏休みを目前に控えた時期の、窓を閉め切った夜の台所。

　そこには台所の臭においの混じった、特有のねっとりとした空気が汗ばむほどに満ちていた。




　ちっ、ちっ、ちっ、




　息苦しささえ感じる台所の暗くら闇やみに、壁掛け時計が時を刻む音が、無機質に規則正しく響いている。

「……」

　あと二分。壁掛け時計の、蛍けい光こう塗と料りようで緑に光る文字盤ばんを遊美は見つめる。

　一歩先の流し台に置いた、水を張った洗面器を見る。最初は波打っていた水はもう静かになり、棚下灯の光を直接受けて、煌こう々こうと輝いている。

「……」

　あと一分。緊張が高まる。

　パジャマに包まれた体に汗が浮き、緊張に絞しぼり上げられた呼吸によって、パジャマの胸が上下する。

　微かすかに、薄うすい鉄製の剃刀かみそりを持った指先が震える。

　その震える手を口元にやって、口を切らないように、そっと剃刀を唇くちびるで、くわえた。




　ちっ、ちっ、ちっ、




　あと十秒。




　ちっ、ちっ、ちっ、




　あと五秒。




　ちっ、ちっ、ちっ、




　あと二秒。そして……一秒。遊ゆう美みはそこで大きく息を吸い込んで、頭の中で「零ゼロ」を数えた瞬しゆん間かん、意を決して流し台へと踏み出して、照らされた洗面器の水面を覗のぞき込んだ。

「………………！」

　暗くら闇やみに囲まれた棚たな下した灯とうの光の中、ひどく大きく聞こえる時計の音と自分の鼓こ動どう。

　そんな中で見下ろす洗面器の水面には、ぼんやりと剃刀をくわえた、やや長めの髪かみを肩かたから垂らした遊美の素そ朴ぼくな顔が映っていた。

　それでも遊美はしばらくそれを見つめていたが、何も変化がないまま時間を過ごすと、徐じよ々じよに緊張は抜けて拍ひよう子し抜ぬけに置き換わっていった。そして真面目まじめな顔でこんなことをしていた自分が何だか情けなくなって、肩を落として、大きな溜ため息いきをついた。

　途と端たん、緊張に乾いた唇くちびるから、剃刀が落ちた。

「あっ……」

　何をする暇ひまもなく剃刀は、自分の顔が映っている洗面器の中に吸い込まれた。

　水面とそこに映っている顔が、ぽちゃん、という小さな水の音と共に乱れた。かつん、と剃刀が洗面器の底に落ちる音がして、遊美は慌あわてて、ほとんど反射的に、洗面器の水の中に手を入れて沈んでいる剃刀の柄えを摑つかんで拾い上げようとした。




　拾い上げた瞬しゆん間かん、握った剃刀の刃はの先が柔らかいモノに触ふれた。




「!!」

　剃刀の刃が柔やわらかい物を切り裂さいたおぞましい感かん触しよく。それを手に感じて怖おぞ気けと共に鳥とり肌はだが立った直後、洗面器に満たされた水にあっという間に赤い色が広がった。

「ひっ……！」

　息を吞のんで剃刀かみそりを取り落とし、自分の掌てのひらを見た。

　掌はただ透明な水に濡ぬれていた。そして再び目を向けた洗面器の水も剃刀を底に沈めた元の透明な色で────手にはつい先程の、生魚を切り開いたのによく似た感かん触しよくがいまだ生々しく残っていた。

　………………




　　　　†




　思わず、物思いにふけっていた。




「ゆーみ？」

「えっ……ご、ごめん、何？」




　突然友人から声をかけられて、プールサイドの遊ゆう美みは、はっと現実に立ち返った。

　今は学校のプールでの、体育の授業中。授業としての水泳は前半に終え、自由時間として解放された、後半の時間だった。

　自由時間になってから、遊美は他ほかの皆のように泳がずに、プールサイドに座って足を水に浸していた。物思いにふけっていた。そこに突然かけられた親友の梨り花かの声に、慌あわてて足元に落としていた視線を上げたのだ。

「ど、どうしたの？」

「いや、何でもないけど……あんたぼーっとしてたから」

　遊美の返事に、プールの中に立って遊美を見上げていた加か古こ下した梨花は、眼鏡めがねがないせいか険しく細めた目をして言った。梨花は名前こそ可か憐れんだが、その実は黒くろ縁ぶち眼鏡をかけて髪かみを伸ばした、もっさりとした印象の、いかにも文学少女然とした容姿の女の子だった。

「どしたの？　ゆーみ。体調でも悪い？」

「う……ううん？　そんなことないけど……」

　水の中を歩いて近づいてくる梨花に、遊美は歯切れの悪い答えを返す。

　梨花はそのままプールサイドに手をかけて、ざば、と水飛沫しぶきを立ててプールから上がり、遊美の隣となりに座った。

　すっかり夏の太陽に温められた遊美の体に、冷たい飛沫がかかった。塩素混じりのプールの水の匂においが立ち上り、照りつける光に質量を感じるほどの夏の日の光が、黒い水着と空気に晒さらされた肌はだに、燦さん々さんと降り注いでいた。

　プールは、クラスメイトたちの歓声と、力強い水音に満ちていた。

　そんな中で遊ゆう美みは一人、浮かない顔をして、足元の水面を見つめていた。

　体調を心配されるのも無理はない。しかし遊美の表情が冴さえないのは体調のせいではなく、昨さく晩ばんの出来事を、ずっと思い返していたせいだった。それは昨日きのうの夜中の、あの『占うらない』のことだった。

「……ねえ……梨り花か。昨日読んだ本の、占いのやつ憶おぼえてる？」

「は？」

　遊美がぽつりと言った言葉に、隣となりに座った梨花は虚きよを突かれたような表情をして、遊美へと顔を向けた。

「あの……洗面器に水を張って……ってやつ」

「そりゃもちろん憶えてるけど。私を誰だと思ってんの。ホラー大好き梨花さんは怪談にもそこそこ造ぞう詣けいがありますよ」

　梨花は答えた。ホラー映画鑑賞が趣味の梨花は、友達の間でホラー博士をあだ名されることもあるほどのホラー大好き人間なのだった。

「か……怪談？」

「そうよ。有名なやつよー」

「占いじゃなくて？」

「あの本はおまじないのコーナーだからそう書いてあっただけだと思う。私はだいぶ前に怪談として知ってたよ。『どっかの高校生があの占いをして、見知らぬ男の人が映った水に剃刀かみそりを落としてしまいました。そしてそんなことはすっかり忘れて数年後、できた優しい恋人はいつもマスクをしていて……』って話」

　梨花は一本指を立ててそう説明すると、急に口元に嫌いやな笑みを浮かべた。

「……でね、オチは……」

「す、ストップ！　わかった！　何となくわかった！」

　遊美は慌あわてて押し留とどめるように手をかざし、梨花の言葉の続きを遮さえぎった。

　梨花が遊美を脅おどかそうとしているのは明らかだった。案の定じよう、先を遮られた梨花は意地悪な笑顔を浮かべて残念がる。

「ちぇー」

「もー、梨花は油断するとすぐ脅かそうとするんだから……」

　溜ため息いきをつく遊美。

　梨花は目を細めて「にしし」とチェシャ猫ねこのように笑うと、軽く腕うで組ぐみをしてから、遊美に訊たずねた。

「……で、その占いが、どうしたわけ？」

「う……うん。あれって水に映った将来の結婚相手の顔に剃刀が落ちて、傷がついちゃうんだよね？」

　改めて問われて、遊ゆう美みはおずおずと相談を口に出した。

「でも、もし映ったのが自分の顔で…………その時に剃刀かみそりを落としちゃったら、どうなると思う？」

　その唐とう突とつな内容に、梨り花かは当然ながら、ぽかんとした表情になった。

「なにそれ？　なぞなぞ……じゃないよね」

「ち、違うって」

「ホラーは嫌きらいなあんたが、何でまた急にそんな話を？」

「昨日きのう夢に見ちゃって。鏡の中から手が出てきて、剃刀かみそりを持ってて、顔を切られて……」

「ふぅん」

　それを聞いた梨花は興味深そうに、考え深げに、口元へと手をやった。

　この話は、遊美の取ってつけた言い訳ではなかった。本当にそんな夢を見て、遊美は朝あさ方がたに汗びっしょりで目を覚ましたのだ。

　この夢さえなければ、遊美はこれほどまでに昨日の占うらないのことを、気にしたりはしなかったのだ。

　昨日のあの出来事は、錯さつ覚かくだったと思い込めたかも知れないのだ。

　だが見てしまった夢は、錯覚として忘れることができたはずの出来事に、続きと結末を遊美に想像させてしまった。洗面器に自分の顔が映った後の、その続きを、遊美に思い至らせてしまったのだ。

　遊美はその想像を、誰かに否定して欲しかった。

「……うーん……自分の顔が映ってそこに剃刀を落としたんなら、やっぱ自分の顔に傷がつくんじゃない？」

　だが梨花はしばしの沈思の後、遊美の想像した結末そのままを、あっさりと口にした。

「………………やっぱり……そうだよね……」

「え？　なに？　ゆーみ、もしかしてその占い、やりでもしたの？」

　無む駄だとは理解していたが想像を肯こう定ていされて、遊美は重い気分になった。そんな遊美の雰ふん囲い気きに気づいた梨花が、驚いたように遊美にそう訊たずねた。

　遊美は慌あわてて胸の前で手を振って、否定した。

「え、そ、そんなわけないって……」

「そ、そう？　ごめん」

「ただ、見ちゃった夢がすごくリアルで怖かったから、ついそんなこと考えちゃって……」

「あーなるほどね。まあ、ゆーみがあんな占いするわけないしねぇ。あんた血とか刃は物ものとか、全然駄だ目めだもんね」

　梨花は笑った。遊美も曖あい昧まいに笑う。とても本当のことは言えなかった。

「ま、ゆーみらしいけど、気にすることないんじゃない？」

　あっけらかんと笑って、梨り花かは遊ゆう美みの不安を笑い飛ばす。

「う、うん……」

「ホラー的には、エルム街の悪夢みたく正まさ夢ゆめになる可能性もあるけど」

「！　もう、梨花っ！」

「あはは、冗じよう談だん冗談」

　梨花は遊美の肩かたをポンと叩たたくと、そのままプールの中に飛び込んで、皆がいる方へと泳いで行ってしまった。

「もーっ」

　遊美はその姿をしばらく目で追っていたが、やがて溜ため息いきをついた。

　思い切って……本当に思い切ってこのことを梨花に相談した。それをあっさりと流されて、がっかりしたようなほっとしたような、何とも言えない感情が遊美の胸の中に黒い煙けむりのようにわだかまっていた。

　そう、もちろん、気にしすぎなのだ。多分。

　自分でも分かっている。だが嫌いやな予感が、ずっと消えないのだ。

　朝、家の洗面台の鏡から剃刀かみそりを持った手が出てきて、顔を切られた夢を見て、目を覚ました。その時の、目を覚ましてからも夢の中で切られた部分にしばらく残っていた、刃は物ものが触ふれたような突っ張った感覚は、消えた今も遊美の心に重く刻印のように残っていた。

「………………」

　いや、それも、気にしすぎなのだ。

　遊美はそう自分に言い聞かせながら、背を預けるようにプールサイドに手を突いて、空を仰あおいでもう一度溜息をついた。

　夏空は抜けるように青く、雲はどこまでも白かった。そんな空を見上げる視界に熱い太陽から光が差して、その白い眩まぶしさに、遊美は強く、目を細めた。

　プールで遊ぶクラスメイトたちの、嬌きよう声せいじみた声。

　自分の足元を浸ひたす、冷たい水の感かん触しよくと、波打つ水の音。

　プールに降り注ぐ光と、それを照り返す波。それらを五感に感じながら、胸の奥に澱よどむ空気を吐はき出すと、ようやく少しだけ、自分の考えていたことを馬鹿らしく思える精神状態になってきた。

「……ん」

　遊美は体を支えるようにプールサイドに突いた手に力を入れて、足から滑すべり落ちるようにして、プールの中に飛び込んだ。

　皮ひ膚ふを水の温度が撫なでて、体温と太陽光に暖められた温い水着に、冷たいプールの水が浸しみ通ってきた。

　それらを心地よく感じながら、遊ゆう美みはもう何もかも忘れて、水による圧迫感と浮遊感に身を任せるように、背中の方へと向けてプールの底から足を離した。後頭部を水に浸つけて空を見ながら、ただ流されるように、プールにたゆたった。

　耳元でちゃぷちゃぷと水が音を立て、クラスメイトの立てる大きな水の音と喧けん騒そうが、奇き妙みように遠く感じられた。

　視界には一面の青空と、降り注ぐ陽ひの光。

　そして視界の端はしをぐるりと囲む、地平線のような、きらめき揺らめくプールの水面。そんな光景の中でぼーっと意識が、水と共に、視界一杯の空の中でたゆたう。

　遠い、周囲の音。

　そんな長いような短いような時間がしばし過ぎた時、周りから聞こえる無数の音の中に、不意に、奇妙に印象的な水の音がひとつ耳に届いた。




　ちゃぷっ




　それは耳元に触さわる小さな水音ではなく、周りから遠く聞こえる激しい水音でもなかった。

　その音は水から出している自分の顔の近くで鳴った、例えるなら大きな魚が池から顔を出した音によく似た、短くて小さな、しかし妙みように耳に残る、そんな音だった。




「…………………………」




　耳が無意識に、その音へと焦しよう点てんを合わせた。

　周囲の音が遠く霞かすんだ。世界から、音が孤立した。

　その停滞の中で、音がした方向へと、僅わずかに視野が動いた。そうして横目を向けた先にはプールの水面が、まるで鏡をちりばめたように、太陽の光を反射していた。

　小さく波打つ、水面。

　それを見ている視界に、不意に〝何か〟が、入った。

　水面に浮かんでいるように見える〝それ〟は、クラスメイトたちの手から離れたビート板やボールではなかった。そしてこのプールに浮かんでいる可能性のあるもう一つのもの────クラスメイトたちそのものでも、やはり、なかった。




　腕が一本、突き出していた。




　プールから生えた人体の一部。そんな不条理な物体が目に入ったことに対する本能的な恐怖に、ぎょっ、と息を吞のんで、反射的にその〝手〟へと顔を向けた。

　手は、剃刀を握っていた。

　心臓が飛び上がるような驚きよう愕がくと共に目を向けた瞬しゆん間かん、視界の隅すみにあったはずの〝手〟が、まさに触ふれるほどの目の前にあった。




「ひ……!!」




　ぬ、と水から突き出された白い手は悲鳴を上げる間もなく、飛びかかるように顔へと近づいて、視界を覆おおい尽くした。

「！」

　反射的に目を閉じた。目を閉じた顔に、何かが当たった。

　ぴしっ、と肌はだが突っ張るような感覚が、反射的に俯うつむいた右頰ほおに走った。

　瞼まぶたの裏の暗くら闇やみ。プールの中に立つ、自分の体の感覚。喧けん騒そうと水の音が、急に周囲に戻ってくる。遊ゆう美みはしばらくそのまま目を閉じて、プールの中に立って身を硬くしていたが…………それ以上何かが起きる気配がないので、おそるおそる、閉じていた目を開いた。




　────〝手〟は、消えていた。




　目の前には何もなく、ただ太陽光を照り返す、プールの水面があるだけだった。

　それでも遊美はしばし、怯おびえの表情もあらわに水面を見つめていた。どっ、どっ、どっ、と動どう悸きは胸の中でつい数秒前の余よ韻いんをありありと残し、頰ほおには引っかくように触れられた後の、引き攣つるような冷たい感かん触しよくがくっきりと残っていた。

「…………………………」

　自分の呼吸と心臓の音だけを聞きながら、プールの中に立ち尽くす、しばしの間。

　秒針を刻むようなその時間を経て、もう何も起こらないことを確認してから、遊美はようやく緊張を解くと、胸の底から息を吐はき出した。

「……はあー…………」

　そして、その溜ため息いきと共に遊美が視線を落としたのと、梨り花かの声が聞こえたのが、ほとんど同時だった。

「ちょ、ちょっと遊美！　それどうしたの!?」

「え？」

　悲鳴のような梨花の声と共に遊美が見たのは、自分の周りのプールの水に、靄もやのように広がり始めた、赤とも黒ともつかない色だった。

「え……？」

　インクが広がるようなその色は、自分の顎あごの辺りから、滴したたり落ちていた。

　それに気づいた時、遊ゆう美みは自分の右頰ほおに残っていた、あの〝手〟に触ふれられた引き攣つるような感覚が、熱を持ったような鈍どん痛つうに変わったのを感じた。

　現実感のないまま冷たい頰に手をやると、ぴりっとした切り傷特有の痛みと共に、べったりと液体の感かん触しよくが広がった。

　そして目を落とした自分の、白くふやけた手のひら一面に、プールの水で希き釈しやくされた血がふやけた皺しわに入り込むようにして広がっているのを見た瞬しゆん間かん、遊美の頭から一気に血の気が引いて、目の前が、すうっと暗くなった。

　…………………………

　………………







　　　　２




　気づいた時、遊美は保健室のベッドの上だった。

「ん……あれ……？」

「や、目ぇ覚ましたね。お姫ひめ様さま。良かった良かった」

　目を覚ました遊美の視界に最初に入ったのは、白い衝つい立たてを背にベッド脇わきの椅い子すに座った、長い黒くろ髪かみに黒くろ縁ぶち眼鏡めがねをかけた梨り花かの、にっ、と歯を覗のぞかせたチェシャ猫ねこのような笑顔だった。

「あ……梨花…………あれ？　私、プール……？」

　遊美はぼんやりと混乱する記き憶おくをそのまま口に出して、そして右頰に突っ張ったような感覚と鈍どん痛つうがあることに気がついた。かけられた毛布の中から手を出してそっと頰に触れると、大きなガーゼが頰を覆おおうように、テープで貼はり付けられていた。

「そ。あんたはプールで怪け我がをして、血を見てお姫様のように気を失いました」

　梨花は何かを説明しようとする時の癖くせで、一本人差し指を立てて、言った。

「今は放課後です。体育が五時間目じゃなければもっといっぱいサボれたかもしれないのに、残念だったね」

　にしし、と梨花は悪戯いたずらっぽく笑った。遊美はベッドから体を起こし、微かすかに薬の匂においがする頰のガーゼに俯うつむくように手を当てた。

「私……」

「あんた昔から、血が苦手だったからねぇ」

　そう。遊美は血を見るのが昔から苦手だった。

　きっかけは小学校に入る前くらいに台所で遊んでいて、流し台に背伸びをして手を伸ばし、そこに置いてあった包ほう丁ちようが落ちてきたという、ありがちな、しかし遊美にとっては思い出すだに恐ろしい事故だった。

　そのとき包ほう丁ちようは遊ゆう美みの顔めがけて落ちて来て、その光景は今でも鮮明に憶おぼえている。

　遊美は咄とつ嗟さに手で顔を庇かばい、包丁は手のひらに突き刺ささるように当たって、台所の床ゆかが血の海になるほど出血して、それ以来遊美は血が駄だ目めなのだ。

　刃は物ものも少し駄目で、血に至っては見た瞬しゆん間かんに頭から血の気が引く。

　今回のプールでのことは、まさに典型的な〝それ〟だった。

　プールで見た、血の色に汚よごれた自分の手は、まさにその時の光景の再現だ。

　遊美は思わず自分の掌てのひらに目を落として、プールでの光景を少しだけ思い出し、そしてたったそれだけで、遊美は自分の頭から血の気が引いてゆくのを感じた。

「まあ顔の傷は皮一枚だったから、痕あとは残らないっぽいって話だから、安心して」

　そんな遊美に、梨花は言った。

「濡ぬれてたせいで出血が酷ひどかっただけだろうって。一応、先生から太たい鼓こ判ばんをもらいました。良かった良かった」

「う……うん……」

　遊美は頷うなずく。丁ちよう度どその時、保健室の戸が音を立てて開かれた。




「失礼します────ここに加か古こ下したはいますか？」




　思わず戸の方へ目を向けた遊美と梨花の耳に入ったのは、はっきりとした男子生徒の声。

　そんな言葉と共に保健室を覗のぞき込んだのは、整った顔立ちにスポーツマン的な雰ふん囲い気きを持った、少し背の低い男子生徒だった。

「わ……瀬せ川がわ君」

　遊美は慌あわててベッドの上で姿勢を正した。男子生徒は生徒会長の瀬川彰あき人とだった。

　保健室を覗き込んだ彰人は、ベッドにいる遊美の存在に気づくと、少しだけばつの悪そうな表情になった。

「……わ、っと。ごめん。ノックしなかった。平気だった？」

「あ、うん……大丈夫……」

　遊美は消え入りそうな声で答えた。彰人は女子生徒に人気がある。遊美も一年の頃に同じクラスになったことがあって、ご多分に漏もれずその頃から彰人に憧あこがれていた。

「で、何よ？　瀬川」

　そんな皆の憧れの的に、ぞんざいな口調で答えたのは梨花だ。

　梨花は生徒会の書記。しかし副会長よりも采さい配はいが上手うまく存在感があるので、話によると生徒会や教師の間では『書記長』とあだ名されているらしい、結構なやり手だった。

「ああ、加古下。こないだの行事表の件で、先生が話があるって」

「あっそ」

　彰あき人との言葉に、梨り花かは面倒臭くさそうに答えて、椅い子すの上で大きく伸びをした。

「……あー、めんどくさいけどしょうがない。行きますか。ごめんねー、ゆーみ。本当は家まで送ってってあげたいけど、そういうわけにもいかんのだ。一人で平気？」

「う……うん。大丈夫。平気」

　遊ゆう美みはほとんど下を向いた状態で、そう答えた。

　その脇わきで梨花は勢い良く椅子から立ち上がり、ぽん、と遊美の肩かたを叩たたいた。そして生徒会長の待っている入口へ、颯さつ爽そうと歩いて行った。

「じゃあねー。ゆーみ」

　梨花はひらひらと手を振って、にっ、と笑顔を遊美に向けた。

「……それじゃ。衣きぬ川がわさん」

　そして彰人がそう挨あい拶さつをして入口の戸を閉めると、二人の姿はもう、保健室から見えなくなってしまった。

「あ……」

　手を振る暇ひまもなかった遊美の手が、名残なごりを惜しむように戸の方へと向けられて、そのまま少しの後、毛布の上に落ちた。

　保健の先生が席を外していて誰もいない保健室で、遊美は毛布の上の自分の手を見つめながら、プールで見た亡ぼう霊れいのような〝手〟の姿を重い寒気と共に思い出していた。

「………………」

　梨花がいなくなって一人残された。心の中。

　急に孤独になった、心の中の空くう隙げき。

「！」

　不意に、寒気がした。

　隙すき間まの生まれた心の中に、それまでできるだけ考えないようにしていた白い〝手〟が、ゆっくりと、しかしはっきりと、重い影を伴って、その形をもたげ始めた。




　　　　†




　……それから、十数分の後。




　あれから逃げるように学校を出た遊美は、街の中で一人、帰宅の途とにあった。

　夏の夕刻の、黄がかった光がいまだに強く照らす空。そんな夕刻の空の下で、遊美は少しでも早く学校から離れようとでもしているかのように、まばらに人が行き交う街を、真まっ直すぐに早足で歩いていた。

「………………」

　何も考えないように、ただ前だけを見て、足を進める遊ゆう美み。

　意識が学校に引かれないように、考えないように、そしてその間にできるだけ学校から離れられるように、遊美は黙々と道を行く。

　学校周りの住宅地を抜け、大通りを渡り、さらに住宅地を抜けて小さな川に出る。

　住宅地の中を流れる、両側が石いし垣がきになった鯉こいの泳ぐ川。そこにかかる黒い欄らん干かんの小さな橋の上にさしかかると、遊美はようやく初めて足を止めて、がっくりと疲れたように、鞄かばんを提げた小さな肩かたを落とした。

「はあ……」

　遊美は大きく溜ため息いきをつくと鞄を置いて、その黒く塗ぬられた鉄製の欄干に肘ひじを置いて寄りかかり、物もの憂うげに川かわ面もを見つめた。

　ここから家までは五分ほど。この橋は子供の頃から、遊美の好きな橋だった。

　車はまれにしか通らない、車道と歩道も分かれていない小さな橋。欄干もやや装飾じみていて背が低く、橋から川に虫取り網あみが届くほどの高さしかないこの橋は、幼い頃からの遊美の、お気に入りの遊び場だった。

　今も悩みがあると、遊美はよくここから川を眺ながめる。

　家の次に安心できると言ってもいい、特別な場所。

　川に冷やされた川風が、涼しく吹き抜ける。

　そんな欄干に鞄を立てかけて、欄干の上に腕うでと頭を乗せると、遊美は追っ手を振り切ったかのように一息ついて、強しいて何も考えないようにしていた思考をようやく巡めぐらせた。

「………………」

　遊美は、学校から逃げて来たのだ。

　理由は二つある。そのうちの一つは保健室で梨り花かがいなくなった後、自分の中に湧わき上がった孤独感のせいで、次々と浮かび上がり始めた〝手〟に関わる嫌いやな想像に遊美が耐えられなくなったからだった。

　そもそも遊美が〝手〟を見て倒れたのは、学校のプールなのだ。ならば学校のどこかに手が潜ひそんでいるかも知れないという当然のように頭に浮かんだそんな連想と想像は、不意に一人になった孤独と、誰もいない保健室の静寂によって瞬またたく間に加速された。

　衝つい立たての陰から、ベッドの下から、窓から、今にもあの白い〝手〟が伸びて来そうで、遊美はすぐに一秒たりともその場にいられなくなった。

　一人ではもう学校にいられなかった。それまで辛かろうじて不安な想像を抑制してくれていた梨花は、しばらくは生徒会の仕事で手が離せないだろうことは、確実だったからだ。

　梨花は、生徒会長の彰あき人とと、保健室を出て行ったのだから。

　そして────それこそが遊美が学校から逃げ出した、もう一つの理由だった。

　何故なぜなら遊美は、彰人のことが好きだったからだ。一年生の時、遊美は彰人と同じクラスになってからというもの、その頃は生徒会長ではなかった彰あき人とに、ずっと密ひそかに憧あこがれを抱いだいていたからだった。

　気安い間あいだ柄がらを彷ほう彿ふつとさせる、二人の会話が羨うらやましくて、辛つらかった。

　二人は付き合っているのではないかとも噂うわさされていて、その噂を前提に二人を見るのが、苦しかった。

　保健室から並んで消えた、二人の背中が嫌いやだった。

　だから遊ゆう美みはそんな二人がいるのと同じ場所にいることに耐えられなくなって、学校から逃げ出したのだ。




　遊美はあんな占いに踏み切るほどに、彰人が好きだったのだから。




　そうなのだ。それがあの占うらないに手を出した、全すべての理由だった。

　怖こわがりで、刃は物ものが苦手で、血も苦手な遊美があんな占いを実行したのは、今の気持ちと状況に僅わずかでも希望を見出したかったからだ。彰人が自分を振り向いてくれるという可能性にほんの微かすかでも兆きざしが欲しくて、血と刃物という遊美にとっては苦手な要素に効果を期待して、あの占いを実行に移したのだ。

　胸に苦しいほど詰め込まれた想いが、ひどく重かった。

　本当に好きな親友と、本当に好きな男の子。そして秘密の想いと、秘密の占い。

　梨り花かを本当に親友と思っている心と、それを気持ちの上では裏切っている心。そしてその結果、プールで遭そう遇ぐうしてしまった〝手〟。

　無関係とは、思えなかった。

　これはきっと罰ばつだ。そう思った。鉄の欄らん干かんの上に乗せた腕うでが、かたかたと小さく震えた。

　それでも、どうしても諦あきらめきれなかった。彰人は保健室で遊美の名前を呼んだ。覚えていてくれていたのだ。

　いっそ、忘れられていたら良かったのに。

　激しい苦悩と未練が、感情となって胸の中を焼く。

　涙なみだが、出そうだった。眼下に満々と流れる川の水をただ無為に見つめたまま、遊美はそれまで押し込んで閉じ込めていた感情が、蓋ふたをこじ開けるように溢あふれてくる感覚に身を任せていた。

「………………」

　ただ、黒々と川底を晒さらす、川の流れを見つめながら。

　この胸の中を食い荒らす暗く激しい感情が、少しでも川の流れに流されてゆくのを、願っているかのように見つめながら。

　分厚い硝子ガラスのように、透明な水を湛たたえる眼下の川を、見つめる。

　ゆったりとした涼しげな流れ。穏おだやかな波も立たない悠ゆう然ぜんとした川かわ面もに、夕刻の陽光が、欄干の鏡像を作りながら差し込んでいる。

　そして……その欄らん干かんに寄りかかっている、遊ゆう美みの姿も。

　橋から水面までの距離が近い、この小さな橋のかかる小さな川の表面に、その表情さえも見て取れる遊美自身の姿が、暗い川底を背にして映っていた。

　ひどく思い詰めた表情をした、自分が。

　これまでの梨り花かに対して取り繕つくろっていた自分ではなく、見たこともないほど強こわ張ばった、蒼そう白はくな顔色の自分が。




　ぽつん、




　とその時、不意にその水面に映った鏡像の真ん中に川かわ面もを乱す白い『点』が現れた。

　ただひたすら自分の内に沈み込んでいた遊美は最初それを気に留とめることはなかったが、やがてその『点』の姿をはっきりと認めた瞬しゆん間かんに、遊美は自分の周りの空気が変質していることに初めて気がついた。




　ちゃぽっ、




　小さな水の音が、切れるような静寂の中で、やけに大きく響いた。

　周囲の音が消え失うせていた。それまで橋の上の空気に満ちていたはずの雑ざつ踏とうと川の音が、まるでフィルターで濾こし取られたかのように、透明な静寂に置き換わっていた。

　気づいた時には、異様な静寂が、満ちていた。




「…………………………！」




　異様な空気が広がっていた。まるで世界の中にたった一人放り出されたような、凍こおった空気が、ぴん、と冷たく橋の上に広がっていた。

　気が付けば、その空気の中で、呼吸も忘れて凍りついたように立ち尽くしていた。その目を水面に落としたまま。瞬まばたきもできずに、水面のそれを、見つめたまま。

　欄干に両腕うでを乗せて、身を乗り出し、凍りついたような表情で見つめたまま。

　そこには、眼下に映っている欄干に寄りかかる自分の鏡像が、映っていた。

　両腕を欄干に乗せているはずの鏡像は、こちらへと手を伸ばしていた。そしてその白い指先が『点』となって、ぽつん、と水面から突き出していたのだ。

「………………」

　自分の鏡像が差し出す、その水面から突き出した指。

　差し出す鏡像の自分の表情は、水底の黒い闇やみが透すけて影になって、顎あごから上が消失したように、窺うかがうことができなかった。

　目を見開き、身じろぎもできずに、呼吸すらも忘れて、それを見つめた。

　見つめる目の前で、水面から小さく覗のぞいた指先によって水面がかき乱され始め、みるみるうちにその小さな『点』から波と波は紋もんが広がって、水面に映った像を歪ゆがめて眼下一面に広がる川かわ面もの光景を眩暈めまいがしそうなほどの混こん沌とんとした模様に変えていった。




　ぬう、




　その混沌の中から、白い指先が這はい出した。

　息もできず、声も出せない目の前で、視界一杯に広がった歪み続ける水面から、それだけが不気味なほどにはっきりとした白い〝手〟がみるみるうちにその姿を現した。

　ひた、と濡ぬれた白い手は、力なく開いた指を緩かん慢まんな動作で橋へ────こちらへと、伸ばしてきた。ゆっくりと水面から手首が露出し、生白い肉の色をした腕うでが引きずり出されるように水面から現れて、そして腕はそのまま骨も関節もない肉のロープのようにあり得ない長さへ引き伸ばされて、瞬またたく間に顔を摑つかもうとするように欄らん干かんまで長くおぞましく伸ばされてきた。




「ひ…………………………!!」




　息が止まって喉のどが塞ふさがり、悲鳴は声にならなかった。

　伸びた〝手〟は、頭から垂れ下がった髪かみの毛を、その濡ぬれた指で、絡からめ取るように摑んだ。

　ぐい、と髪かみが引かれ、首が欄干の外に差し出された。恐怖によって引き攣つるほど見開かれた目に、乱れた川面から、細い剃刀を握ったもう一本の腕が、ぬう、と這はい出して伸ばされてきたのが見えた。

　鈍にぶく灰色に光る冷たい刃やいばが、瞬まばたきする間に顔へと近づき、勢いよく振り上げられた。

　剃刀かみそりが奔はしった。恐怖の中で、固く強く目を閉じた。

「!!」

「……危ない!!」

　薄うすく鋭い剃刀の刃はが顔の皮ひ膚ふを切り割るかと思ったその瞬しゆん間かん、遊美の制服の襟えり首くびがいきなり背後から摑まれて後ろに引かれた。〝手〟に摑まれていた髪が強く引っ張られた痛みを一いつ瞬しゆん 感じ、その直後に顔のすぐ近くで自分の髪が束で切られた、「ぶつん」という嫌いやな感かん触しよくが伝わって、それと同時に押さえ込まれていた体が反動で後ろに投げ出されて、遊美はそのまま誰かに襟首を摑まれた状態で、橋の上に尻しり餅もちをついた。




「…………………………」




　何が起こったのか分からず、目を開けた遊ゆう美みは呆ぼう然ぜんと目の前の欄らん干かんを、見つめた。

　欄干の間から見える川かわ面もに、切られて川に落ちた自分の髪かみの毛が、撒まき散らされたように流れてゆく光景が、垣かい間ま見みえた。

　遊美の襟えり首くびを摑つかみ、その上半身を支えている誰かが、遊美の頭の上で大きく安あん堵どの息を吐つくのが聞こえた。男の人だった。そして遊美を引き倒したその誰かは、男性というよりも少年と言った方が似合う、線の細い声で遊美に声をかけた。

「……よかった、間に合った。怪け我がはない？」

「…………」

　その声に遊美が呆ぼう然ぜんとしたまま顔を上げると、隣となりの町にある典てん嶺りよう高校の制服であるモスグリーンのズボンを穿はいた少年が、緊張と安堵が混ざった表情で遊美を見下ろしていた。

　華きや奢しやで柔やわらかい雰ふん囲い気き。彼が先程の声の主であることは、その線の細い顔立ちを見た瞬しゆん間かん、否いやが応おうもなく納得した。

　だが自分に何が起こって、どうして彼に助けられたのかは、遊美は納得していなかった。

「え……あれ……？」

　混乱した声を漏もらす遊美。しかしそんな遊美の混乱は、そのとき目の前に立った一人の少女の存在によって、完全に吹き飛ばされた。

「無事？」

「え…………」

　その少女を見上げた途と端たん、遊美は思わず言葉を失った。

　とてつもなく綺き麗れいな少女だった。彼女は典領の彼と同じ隣町にある市立高校のセーラー服を着て、硝子ガラスのような容姿にあまりにも似合った冷たく厳しい表情で、ぽかんと見上げる遊美に氷のような視線を落としていた。

　伝統校らしい古風なセーラー服は、長い黒くろ髪かみをポニーテール気味にまとめた彼女の容姿に静せい謐ひつな雰囲気を与えていた。しかしその服は夏だというのに袖そでの長い合あい服ふくで、しかも束ねられた黒髪には漆しつ黒こくの凝こったレースの縫ぬい付けられたゴシックロリータ風のリボンが結ばれていて、それが本来彼女の服装が持っている少女性に、ほんの僅わずかな、一種異様なエッセンスを落としていた。

「………………」

　吞のまれたように遊美がぼーっと見上げていると、彼女は不ふ審しんそうに、微かすかに眉まゆを寄せた。

「……あなた、平気？　頭でも打った？」

「あ……えっ？」

　遊美は顔を覗のぞき込まれて、はっ、と我に返った。

　慌あわてて、驚いた。彼女の触ふれれば切れるような雰ふん囲い気きと、素っ気無いながらも遊ゆう美みの身を案じているらしい言葉が遊美の中で繫つながらなかったのだ。何を言われているのか、遊美は一いつ瞬しゆん理解できず……気づいた瞬しゆん間かんに、遊美は大慌てで自分の無事を伝えて座り込んでいた地面から立ち上がろうとした。

「あ」

　足に全く力が入らず、立ち上がれなかった。

　腰こしが抜けていた。ぺたん、と地面に座り込んで、遊美は自分では意識していないのに震えている自分の両手をじっと見つめた。

　橋の上を吹く川風に、髪かみの毛が揺れた。

　梨り花かを意識して伸ばし始め、やっと肩かたよりも伸びた髪。それが右半分、無残に剃刀かみそりで切り取られていた。

「う……」

　不意に、今しがた自分の身に起こったことを、正しく感覚が把は握あくした。

　ぞっと背筋が凍こおりついた。体の震えが、止まらなくなった。

　手で頰ほおを覆おおって、身を縮めた。がちがちと奥歯が鳴った。あのとき襟えり首くびを引っ張られ、結果あの〝手〟が振るった剃刀は遊美の髪の毛を削そぎ落としたが、もしも彼に引っ張られていなければ、剃刀は間違いなく遊美の顔の肉をごっそりと削ぎ落としていただろうからだ。

　鈍にぶく輝く薄うすい刃は物ものの、冷たく鋭い恐怖。

　真剣に怯おびえた。座り込んだまま、震えた。

　私は死ぬんだ。そう思った。もう間違いなかった。洗面器の水に映った自分に剃刀を落とした瞬間、血の色が広がったのは、見み間ま違ちがいなどではなかったのだ。

　殺される。

　きっと殺される。こんなこと、誰にも話せない。

　話したとしても、きっと誰もこんなものからは守ってくれない。お寺も、神社も、とても効果があるとは思えない。

「どうしよう……」

　人目もはばからず、遊美は呟つぶやいた。

　絶望的な声。だがその呟きを漏もらしたその時、遊美の傍そばに立っていた美び貌ぼうの少女が、遊美を見下ろしたまま、冷たい声で言った。

「あなた、助かりたい？」

　その問いかけを発した声は、その内容とは裏うら腹はらな、温かみの欠けた冷めた声だった。思わず問い返した。

「……えっ？」

「さっきの〝手〟をどうにかしたいなら、助けてあげる。私は時とき槻つき雪ゆき乃の。こっちの男は白しら野の蒼あお衣い。霊れい能のう者しやみたいなものよ。信じるかは勝手だけど」

「……！」

　見上げてぎょっとした。目に入った彼女の左手首にあったのは合あい服ふくの袖そでに隠かくされたリストカッター特有の包ほう帯たいと、そして手の平に隠すように握られていた、赤い柄えをしたカッターナイフだった。
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　　　　３




　この日、遊ゆう美みの家に両親はいなかった。

　理由は数日前に祖そ母ぼが倒れ、その身の回りの世話をしに行くことになったためだ。

　遊美の両親は、昨日きのうから祖母の家に泊まり込んでいた。帰宅は明日あしたの昼以降。それまでこの家には、留る守す番ばんの遊美だけしかいないという状態だった。

　こんな日に限って遊美は、夜通し一人で過ごすことになっていた。

　だがこれは必然だった。昨日の夜に遊美があの『占うらない』を実行したのは、深夜に両親が家にいないという、その好機があったせいだ。両親の留守がなければ、遊美はあんな占いなどしなかっただろう。何もかも悪い方向に巡めぐっている。ともかく遊美はこの日、もうすっかり夜も遅くなった時間に、家人が誰もいない虚うつろな空気をした家の中で、一人時間を過ごしていた。




「……」




　九時過ぎ。二階から一階に降りてきた遊美は、お風ふ呂ろ場ばの脱だつ衣い場ばのドアを開けた。

　擦すりガラスのドア越しに、隣となりのお風呂場で浴よく槽そうにお湯が張られる音。それを聞きながら視線を横にやると、洗面台の鏡に、パジャマを着て浮かない顔をした遊美の顔が映っていた。

　鏡に映った遊美は、背中にかかっていた髪かみが襟えり足あし近くまで短くなっていた。少し悲しい。あれから遊美は美容院に行って歪いびつに切られた髪をきちんと切ってもらい、それから家に帰って、いつも通りの生活をしていたのだ。

「………………」

　遊美はずっと、自分の身に起こるかもしれないことを、恐れていた。

　特に、〝水〟を恐れていた。しかし遊美は昨日と同じように母親が作り置きしていた料理を温め、普通に食事をして、洗い物もした。

　本当はお風呂に入ることもしたくないほど、水を見るのが怖かった。それなのにそれでも遊美が浴槽にお湯を張っているのは、お風呂にも入らずそのまま明日学校に行くことを、遊美の中にある少女的な潔けつ癖ぺきさが許さなかったからだ。

　夜に入ってから急に天気が崩くずれ始め、雨が降り出したのも理由として大きかった。

　ただでさえ蒸す夏の夜にひどい湿気が加わって、プールに入った後の体が、お風呂に入らずにいられない不快さを感じ始めたのだ。

　そんなわけで仕方なく、遊美はしばらく前にお湯を張り始め、頃合に様子を見に来た。

　だが、そうやって水に危険を感じながらも普段通りの生活をしているのは、遊美の危機意識が欠如しているのではなく、別の理由があった。

「……平気よ。平気」

　遊ゆう美みは、不安を訴える自分の心に言い聞かせるように、そう呟つぶやいた。

　仮にもそう思い込もうとできるのにも理由があった。橋の上で遊美を助けてくれた、あの霊れい能のう者しやを名乗った高校生二人が、何とかしてくれると、そう言ったのだ。

　もちろん見ず知らずの人間が言ったことを、全面的に信頼しているわけではない。それでも遊美は少なくとも二人が霊感か何かを持っているということは、疑ってはいなかった。

　それだけは、間違いなかった。

　なぜならあの二人は、プールではクラスメイトの誰もが見えてなかった〝剃刀かみそりを持った手〟を、完全に認識していたからだ。

　遊美以外誰も知らないはずの〝手〟のことを、二人は知っていた。橋で遊美を助けてくれた白しら野の蒼あお衣いと名乗った線の細い少年は、遊美が欄らん干かんから体を乗り出していたからではなく、川から伸びた〝手〟に摑つかまれていたから助けたのだと、はっきりと明言したのだ。




「……うん、もちろん見えてたよ。あれ、剃刀持ってたよね？」




　あの時、橋の上で助かりたいかと遊美が訊きかれたその時。

　最初答えに窮きゆうし、そして彼らが〝手〟のことに言及していることに気づいて驚いた遊美に、蒼衣はこちらを安心させようとする控えめな笑みを浮かべて、そう言ったのだ。

「心当たりはある？　あれは……えーと、言っていいかな。顔を切ろうとしてたよね？」

「……！」

　それで、信じた。遊美はそれで心を縛しばる恐怖の糸が切れて、ぼろぼろ泣きながら、あの『占うらない』に関わる顚てん末まつを、二人に吐はき出すようにして説明したのだ。

　占いに至った理由も、それに伴う罪悪感も。

　きっとこれは、罰ばつだということも。

　しかし……

「罰？」

　それを聞いた瞬しゆん間かんに、横で聞いていた雪ゆき乃のの眉まゆが突然吊つり上がった。

　噴ふき出すような冷たい怒りの気配。雪乃のぞっとするような美び貌ぼうにぞっとするような険しい表情が浮かび、その怒りを肌はだで感じた遊美は、涙なみだも止まるほどに気け圧おされた。

「……悪いけど、あなたの下らない自じ罰ばつには付き合わない。あれは人を裁くような上等なものじゃないわ」

　絶句する遊美に、雪乃は言った。

「あなたは罰を受けて楽になりたいのかもしれないけど、あいにくね、絶対にそんなことはさせない。あれの理り不ふ尽じんな現象を『罰』だと呼ぶのは、今まで私が見てきた同じ災わざわいの被害者への最悪の冒ぼう瀆とくだわ。私はあなたが受けるはずの〝天てん罰ばつ〟を壊こわしてあげるわ。必ずただの理り不ふ尽じんな〝現象〟として、跡あと形かたもなく灰に変えてあげる」

「……っ！」

　低い強烈な怒りと憎ぞう悪お。身が竦すくんだ。

　訳が分からないなりに、遊ゆう美みは雪ゆき乃のがあの〝手〟を激しく憎悪しているのだと気づいた。多分、遊美が見たような怪奇現象の全すべてを憎んでいるのだと、その全てを断罪しようとしているのだと、体の芯しんから悟さとった。

　隣となりの蒼あお衣いが、「雪乃さん……」と宥なだめるように、困った表情で咎とがめる。

　雪乃が視線を外し、俯うつむいてどこかの地面を睨にらむ。

　その時は言葉の内容まで意識が回らなかった。雪乃が結局「助けてあげる」と言っているのだと気づいたのは、その後さらに、しばらくしてからのことだった。

　そして……




「平気。うん……平気」




　遊美は今、その一度は畏おそれた彼女の言葉を心の支えに、たった一人の夜を過ごしていた。

　雪乃の持つ苛か烈れつで冷たい、異常性すら孕はらんだ身も竦む雰ふん囲い気き。それは翻ひるがえって見れば、あの異常なものと対するに当たって、味方とした時の頼もしさにも繫つながった。

　厳然と存在するのをこの目で見て触ふれてしまった、〝剃刀かみそりを持った手〟という誰にも相談できない異常な出来事。それに抵抗するために縋すがる相手として、雪乃の苛烈な雰囲気は、かえって遊美にしてみれば説得力があったのだ。

　その雪乃の存在が、辛かろうじて日常生活に、遊美を繫ぎとめていた。

　劇薬を気つけ薬に用いるように、あの思わず怯おびえてしまったほどの苛烈な雪乃の言葉が胸の中になければ、とっくに遊美は美容院に行く余よ裕ゆうもなく部屋に閉じこもり、今もベッドで震えていただろう。

　結果、遊美は今、こうして日常生活をしている。

　お風ふ呂ろのお湯を止めるという、あまりにも日常的な、その生活の一環を。

「……平気」

　鏡に映る、短くなった自分の髪かみを見て、遊美は呟つぶやいた。

　普段通りの自分の生活を、心の表面で装う。この一線を維持し続けなければ、辛うじて繫がっている心の中の何かが切れてしまうだろうことを、遊美は心の奥底で理解していた。

　それが、遊美が恐怖の感情を押し込めて、普通の生活をしようとしている理由だった。

　できるだけ当たり前の生活をすることが、パニックになりそうな遊美の精神を、辛うじて正気に繫ぎ止めていたのだ。

　だから、普段そうするように。

　遊ゆう美みは鏡から視線を外して洗面台に背を向け、浴よく槽そうのお湯の様子を見るために、お風ふ呂ろ場ばの擦すりガラスのドアに手をかけて、開けた。

　白い電でん灯とうに明るく照らされた浴室には、浴槽から立ち上る湯気が広がっていた。そして白い浴槽にお湯が注がれる、どぼどぼという重く響く音が、浴室の閉じた空間に、反響していた。

　……お湯は、溢あふれかけていた。

　遊美は少しだけ慌あわてて、浴室に足を踏み入れた。

　お湯を吐はき出している蛇じや口ぐちに手を伸ばして、急いでひねり、止めた。お湯が止まり、浴槽にお湯が注がれる音が止まると、それと入れ替わるようにして外で降る雨の音が、浴室の中に聞こえ始めた。




　────ざあーっ、




　と窓の曇りガラス越しに、くぐもった雨の音が浴室に満ちた。

　砂を流すような雨の音を聞きながら、遊美はなみなみと湯の張られた浴槽に、湯加減をみるために、そっと手を伸ばした。

　伸ばした指先が、湯に、触ふれた。

　と、その時。窓の外が突とつ如じよ、一いつ瞬しゆんだけ強く光って────




「────っ!!」




　次の瞬しゆん間かん、耳を殴なぐりつけるような凄すさまじい大音響が破は裂れつして、反射的な恐怖に体が痙けい攣れんし、その生き物としての根源的な恐怖を逆さか撫なでされる巨大な音に、全身の毛が逆さか立だつような感覚を感じて思い切り身を固く竦すくませた。

　雷かみなり。それも近くに落ちた。

　それを認識するかしないかのうちに、浴室の明かりが、突然に消えた。

「！」

　あっという間に、狭い空間に全く周囲を見渡せない闇やみが切り落とされたかのように落ちた。

　完全に視野が閉ざされ、目の前が本当に真っ暗になり、竦んだ姿勢で硬こう直ちよくし、心の中だけが凄まじい恐きよう慌こう状態に陥おちいった。

　見たのだ。明かりが消える瞬間に。

　視界が暗転する、その刹せつ那なに。

　見たのだ。〝それ〟を。

　最初は浴槽に伸ばした自分の手が、湯の表面にうっすらと映っていて────それが落らく雷らいの大音響と共に明かりの落ちた寸前に遊美の手首を摑もうとするように水面から飛び出したのを、はっきりと見てしまったのだ。

「…………………………！」

　落らく雷らいの音に竦すくんで手を引っ込めた、その寸すん毫ごうの差で空くうを切った〝手〟を見てしまった。

　まるで水面近くの獲物に襲い掛かり、失敗したおぞましい水すい棲せい生物のような〝手〟を、あの刹せつ那なに、見てしまったのだ。

　暗くら闇やみの中で見えない浴よく槽そうに目を向けたまま、痛みさえあるほど硬こう直ちよくし、身動きも忘れた。

　ただ遠く、精神を削けずってゆくような雨の音だけが聞こえる中、暗闇の中で冷たい嫌いやな汗が、全身に浮かぶのを感じた。

「………………」

　闇の中に沈み、その輪りん郭かくも見えない浴槽。

　ただ波打つ湯の気配だけが、皮ひ膚ふ感覚に、生暖かく触ふれた。

　目の前に幕を下ろしたかのような暗闇の中、すぐ目の前に存在するはずの浴槽。

　あの〝手〟があるはずの浴槽。全身の感覚が、〝それ〟があるはずの闇の中を探っているその時、不意に窓の外が、再び瞬またたいて光った。

　浴室が、ストロボを焚たいたように一いつ瞬しゆん照らし出された。

　その一瞬だけ、雷らい光こうの異様な光に染め上げられた浴室の光景が、ストロボに切り取られたかのように、顕あらわになった。

「ひっ────」

　見えた。浴槽が。水面が。

　そして、その浴槽の中から真っ白な〝手〟が──────びっしりと菌類のように生えて蠢き、そのうちの一本が目の前まで粘ねん菌きんのように引き千切れんばかりに伸ばされている光景が目に入ったのだった。




「────わあああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」




　一瞬の間の後、暗闇の中で喉のどが割れんばかりに絶叫した。

　自分の口から絶叫が迸ほとばしるのと同時に爆発したような雷らい鳴めいが鳴り響き、何も分からなくなるほどの凄すさまじい音と絶叫が、耳と頭の中を吞のみ込んで知覚できる限りの全すべてを覆おおい尽くした。

　暗闇の中で無我夢中で出口を探し、身をひねった。肩かたが思い切り壁に当たり、振り回した手が壁とドアの金具にぶつかったが、その痛みにも構わず体当たりするように半開きだったドアを押し開け、洗い場の段差につまづきながら転がるように浴室から外に出た。

　何かに足を摑まれた。

「──────────っ!!」

　突然濡ぬれた手に足首を摑つかまれ、直後に凄すさまじい力で浴室に引きずり込まれそうになった。

　半狂乱で声になっていない悲鳴を上げてドアの枠わくにしがみつき、暴れ回って、〝手〟から自分の足を剝はぎ取った。這はうようにして脱だつ衣い場ばから風ふ呂ろ場ばのドアを探り思い切り閉めた瞬しゆん間かん、擦すりガラスの嵌はめ込まれたドアが、向こう側から強く叩たたかれた。




　ばん！




　暗くら闇やみの中に、濡れた手がガラスを叩たたく恐ろしい音が、響いた。

　目の前にあるが、暗闇のため見えないガラス。その向こうの浴室に溢あふれる〝手〟がガラスへ向けて殺到して来る、湿しめった音と、無数の気配が満ちた。




　ばん！　ばんばんばん！




　直後、次々と無数の〝手〟がガラスを叩く凄すさまじい音が狭い脱衣場の暗闇に響き渡った。何も聞こえなくなるほどの音に、聴覚が、神経が、本能が、悲鳴を上げた。




　ばんばんばんばんばんばんばんばんばん！

　ばんばんばんばんばんばんばんばんばん！

　ばんばんばんばんばんばんばんばんばん！

　ばんばんばんばんばんばんばんばんばん！

　ばんばんばんばんばんばんばんばんばん！

　ばんばんばんばんばんばんばんばんばん！




「…………………………っ！」

　耳を塞ふさいだ。悲鳴を上げた。這はうように廊ろう下かに逃げた。しかしそこにも壁さえ見えない暗闇が満ちていて、ただ廊下の端はしに見える玄げん関かんだけが、ほんの僅わずかな夜明かりの差し込みによって、ぼんやりと墨すみ色いろのドアの姿を浮かび上がらせていた。

　萎なえた足で、転びながら玄関へ逃げた。もう暗闇には一秒もいられなかった。家の中に満ちる暗闇には、浴室であの一いつ瞬しゆんのうちに目に焼きついた、おぞましい線せん虫むしのように蠢うごめく無数の白い〝手〟の光景がありありと想像できたからだ。

　数歩先も見えない暗闇の中に、今まさにぬうと伸びた白い〝手〟があるかもしれない。

　肌はだが感じていた。あの光景は目と脳裏と感覚に、くっきりと残像として焼きついていた。

　逃げた。転がるように。

　なきに等しい、しかし今この場では縋すがるほどに明るい外の夜明かりに、まるで夢の中で走っているようなもどかしい萎なえた足で、必死になって駆かけ寄った。

　背後で鳴り続けるドアのガラスを叩たたく音に、追われるように玄げん関かんに駆かけた。

　膝ひざや肘ひじを何度も打ちつけながら、転がり、這はいずり、明かり取りの窓から見える夜の色をした薄うす明あかりの下に、死にもの狂いで辿たどりついた。玄関のドアに縋すがりつき、震えて自由にならない手で鍵を開けた。チェーンロックを外し、ドアノブを握り、力の入らない手で必死にドアノブを回して、そしてドアを、外に向けて、開けた。

「っ！」




　────ざあっ、




　と雨の音が、ドアを開けた瞬しゆん間かんに猛もう烈れつに強くなった。

　むせ返る雨の匂におい。そして暗い、夜の明かり。

　しかし家の中よりも遙はるかに明るい空の下に、躊躇ためらいもせず遊ゆう美みは飛び出した。濡ぬれた玄関前の敷石を、裸足はだしで踏んで雨の中に駆かけ出すと、瞬またたく間に髪かみとパジャマとが雨に打たれて、肌はだまで雨水が染み透り、髪かみや服の張り付いた肌を雨水が流れ落ち始めた。

　玄関灯とうも街灯も消えている道に、飛び出した。

　近所に助けを求めるつもりだった。とにかくあの家に、一人ではいられなかった。

　裸足はだしで水の溜たまったアスファルトの上を、つんのめりながら走った。家からできる限り離れるという、その衝しよう動どうだけで走っていたが、恐怖に萎なえた足腰こしは走る自分の体を支えられずに、一ブロックも進まないうちに膝が崩くずれ、濡れた地面に投げ出された。

「う……」

　打ちつけ擦こすった、膝と腕うでが痛んだ。

　起き上がろうと手を突いた。全身を雨が叩たたいた。

　なおも、逃げなきゃという思いにかられて、上半身を起こした。しかし足には力が入らず、腰からは力が抜けて、道路に座り込んだような形で、雨水の流れる道路を引っかくように摑つかんで必死になってあがいた。

　……その時だった。

　座り込んだ頭の上で、不意に蛍けい光こう灯とうの光が、瞬またたいた。

　落らく雷らいによる停電が復旧し、街灯が点ついたのだ。街灯は、気づかない間に電柱の足元にいた遊美の頭の上で突然に点ともり、不意の人工の白い光が、ほとんど真上から周囲の闇やみを照らして降り注いだ。

　そこにあった闇が、駆く逐ちくされた。

　月明かりに似た暈ひらけた明かりに照らされた道路は、一面が水溜たまりのように、うっすらと雨水に覆おおわれていた。

　降り落ちる雨粒に、道路が池のように、次々と波は紋もんを作っていた。

　そして────水に覆おおわれた道路は降り注ぐ光を受けて、まるで一面が鏡のように、遊ゆう美みの姿を映し出していたのだ。




「………………………………………………!!」




　気づいた時には、もう体は動かなかった。

　雨の中、街灯に照らされたこの空間に満ちる空気が、異様なまでの静寂に、満ちていた。

　自分の顔が、冷気に炙あぶられたように引き攣つった。雨に濡ぬれた身体からだが、それとは全く別の種類の、骨の芯しんから来る寒気に、かたかたと震えていた。

　かちかちかち……

　奥歯が、微かすかな音を立てていた。

　息が止まりそうだった。見開いた目は、座り込んだ足元に向けられていた。

　一面が水面と化した道路を見下ろす、絶望的に引き攣った表情をした自分の顔が雨による小さな波は紋もんに乱されながら映っていた。

　そして、その水面に映っている自分の、肩かた越ごしの背後には──────




　背景を埋め尽くすほどの無数の手が、白い指を広げてびっしりと地面から伸びていたのだ。




　気配が、蠢いた。

「きゃあああああああああああああああああああああああああああああああ────っ!!」

　肺を絞しぼり上げ、全身が震えるほどの絶叫を上げたその瞬しゆん間かん、濡れた冷たい手に恐ろしい力で両の足首を摑つかまれた。「嫌いやあっ!!」と悲鳴を上げて大きく身をよじると、水の張った道路から生えた白い〝手〟が指を巻きつけるように足首を摑んでいるのが目に入った。恐きよう慌こう状態で逃れようともがき、手を道路に突いた途と端たん、その手首に冷たい濡れた指の感かん触しよくが、強く強く、肉に食い込むほどに巻きついた。

　暴れ回る視界に入る雨水にうっすらと覆おおわれた道路は、すでに狂人の描いた病的な森のように、真っ白な腕うでが手が指が数も分からないほどに生え始めていた。

　ぴちぴちぴち……

　魚の群れが跳はねるような濡れたおぞましい音を立てながら、病的な精神が生み出したとしか思えない、狂気に満ちた菌きん類るいの森が、みるみるうちにアスファルトの色が見えなくなるほどその数を増やした。寄生虫に埋うめ尽くされたような白く蠢うごめく湿地は増ぞう殖しよく伸しん張ちようし、目に入る世界を覆い尽くし、座り込んだ足元を埋め尽くした。指の感かん触しよくが手を足を腿ももを摑み、腰こしを、腕を、這はい上がり、肩を、首を摑んで、締め付け、指の一本までも握り締めて身動きができないほどに摑つかみ上げた。

「ひ…………ぐ……」

　喉のどが握られ息ができず、悲鳴ももはや上げられなかった。

　ただ必死で逃れようとするかのように顔を上に向け、雨が降る厚い雲に覆おおわれた空と、そこに禍まが々まがしいほどにぼんやりと輝く街がい灯とうの光を、恐怖に見開いた目で見つめていた。

　その目の前に、不意に差し出される、細くて鈍にぶい光。街灯の冷たい光を鈍く反射するそれは、白い手に握られた、一本の剃刀。

「!!」

　見開かれた目が、さらに眼球が飛び出すほどに大きく見開かれた。

　思わず声が漏もれたが、潰つぶれるほど握られた喉からは悲鳴ではなく「ぐぶ」と空気が漏れるような音がしただけだった。剃刀かみそりの切っ先が、顔にじわりと近づいた。先せん端たんが向けられた頰ほおに痛み。だがそれは錯さつ覚かくの痛みで、まだ刃はは触ふれてはいない。

　触れた。雨で冷たく冷えた頰に、薄うすい刃やいばが当てられた。

　ぷつ、という感かん触しよくで、冷たさのため麻ま痺ひした頰の皮に剃刀の刃が貫いた。

　ず、という感触を生み出しながら、肉の中に鋼はがねの薄うす刃ばが押し込まれた。薄く硬こう質しつの刃が肉を裂さいて、頰の中に潜もぐり込む。

「────!!」

　瞬しゆん間かん、硬かたい尖とがった痛みが、頰の肉の中で火を噴ふいた。

　その痛みが熱のように広がると同時に、心臓を握り潰されるような恐怖が、胸の中身を思い切り絞しぼり上げた。

　痛い！　怖い！　今まであまりに異常な状況のせいで忘れていた刃は物ものへの恐怖が心を真っ白に塗ぬり潰した。動けない。声も出せない。ただ摑まれた喉から細い悲鳴に似た息を漏らしながら、心の中だけで凄すさまじい悲鳴を上げて、ぴくりとも動かせない身体からだに壊こわれそうなほどの力を入れて死に物狂いで身をよじらせた。

　だが、全くの無む駄だだった。

　ぶづ、と剃刀はさらに押し込まれ、痛みと共にさらに肉が切り割られた。

「──────────っ!!」

　薄い頰の肉を貫通し、剃刀の刃が頰の裏の歯は茎ぐきに触れた。熱い頰の痛みとは別種類の、歯肉と骨に切っ先が突き刺さる冷たい痛みに、身体が震えて、ひどく熱い涙なみだが目から溢あふれて冷たく血の気の引いた頰を流れた。

　硬い切っ先が、頰を貫いて歯は茎ぐきに押し込まれる。

　そのまま頰の肉を切り開こうと剃刀に力が入れられるが、切っ先が歯茎に突き立って動かず、代わりに頭が痺しびれるような痛みが脳を貫いた。

「ぁ……が……」

　口の中に、血の味が広がった。

　恐怖のため途と切ぎれ、しかし痛みのために引き戻される意識の中で思った。これはやはり罰ばつだと。あんな未練を、いや、欲を出しては、いけなかったのだと。

　自分の親友のものを欲しがるなんて、卑いやしい感情を持つからこんなことになったのだ。

　最低の感情を持ってしまったから、そんな最低の人間は罰を受けるのだ。

　好きになっては、いけなかったのだ。

　涙なみだを流して悔くいた。好きになってしまったことを。そして気持ちの上で親友を…………裏切ったことを。




　ぶつっ、




　と歯は茎ぐきの骨に突き立って動かない剃刀かみそりが頰ほおから引き抜かれ、そして次は瞼まぶたを切り取ろうとするかのように、剃刀の切っ先が目へと近づけられた。

「………………!!」

　血と唾だ液えきに濡ぬれた切っ先が、目前に迫った。

　絶望に、目を閉じることすら、できなかった。怯おびえ、凍こおりついたように見開かれた目に、薄うすい刃は物ものが、無む慈じ悲ひに近づいた。

　……その時。




「────〈私の痛みよ、世界を焼け〉っ!!」




　雨の降る夜に突如響いた、低く、切りつけるような裂れつ帛ぱくの叫び。

　その凜りんとした少女の声が聞こえたと思ったその瞬しゆん間かん、目の前の剃刀を持った〝手〟が突如として爆発的な火か焰えんに包まれ、ビニールが焼けるように切断されて、火の粉を撒まき散らしながら千切れ落ちた。

「!!」

　顔を炙あぶる熱。凄すさまじい熱量によって吹き上がる風。

　視界が炎ほのおの色に染まり、想像もしなかった事態に思わず目を閉じて数すう瞬しゆん。無数の〝手〟に摑つかまれて身動きの出来ない身体からだの周りを強烈な熱が奔はしるように移動した直後、全身を拘こう束そくしていた力が突然に大きく緩ゆるんだ。

「……う…………え……!?」

　固く目を閉じ、そして恐る恐る目を開けた、遊ゆう美み。

　その目に入ったのは、遊美の周りをぐるりとリング状に取り囲む炎ほのおと、その内側で自分を中心に広がる、自分を拘束していたモノたちの地じ獄ごく絵図だった。

「……!!」

　絶句した。数すう瞬しゆんのうちに、遊ゆう美みの周りは焦しよう土どと化していた。

　狂った菌きん類るいのように繁はん茂もしていたあの無数の〝手〟の森が、遊美を中心にして無む慈じ悲ひに、まるで山火事の後のように、ただの炭と灰と燻くすぶる燠おき火びが広がる死の荒野に変わっていた。

　完全に炭化し真っ黒な、しかし明らかに腕うでの形を残したモノが、無数に周りに折り重なっていた。崩くずれかけ、灰と混じり、雨に濡ぬれて煙けむりを上げる〝手〟の残ざん骸がいの焦しよう土どが、揺らめく陽炎かげろうさえ見えるほどの熱を吹き上げながら、円状に広がっていた。

　そして炎ほのおが、その円を猛もう烈れつな勢いで押し広げていた。

　一枚の白い布の中心に火をつけ、その火が繊せん維いを炭化させながら円状に燃え広がってゆくように、リング状の炎の壁が、周囲にひしめく〝手〟の森を吞のみ込みながら舐なめるように火の粉を上げて焼き尽くし、全すべてを灰かい燼じんへと変えつつあった。

「…………………………!!」

　それに口があれば絶叫を上げているであろう生々しさでのた打ち回りながら、逃げることもできずに炎に吞まれてゆく無数の〝手〟。

　そして────その光景を睥へい睨げいしながら、雨と火の粉の中を歩み寄ってくる、人影。

　凄せい絶ぜつな美び貌ぼうに、険しく引き締められた唇くちびると、細められた目。ポニーテール気味にまとめられた髪かみを結ぶ黒いレースのリボンが、炎の生み出す火の粉混じりの風に、静かに揺れている。

　忘れもしない、時とき槻つき雪ゆき乃のの姿。

　しかし雪乃の姿は、初めに見た、高校の制服姿ではなかった。

　いや、それは普通の服ですらなかった。

　それは無数の白と黒のレースに縁ふち取どられた、長いスカートの揺れる、しかしひどくシャープな印象をした、紛まぎれもないゴシックロリータの衣装だったのだ。

　そして手にしているのは、あの赤い柄えを持ったカッターナイフ。

　遊美の見ている前で、雪乃はその一杯に刃やいばを伸ばしたカッターナイフを静かな動作で振り上げると、まるで狂ったバイオリン奏者のように、目盛のようにびっしりとリストカット痕あとが刻まれた左腕うでへと当てた。

　そして、

「〈焼け〉!!」

　低く叫んだ。叫ぶと同時に、腕に当てたカッターナイフを大きく引いた。カッターナイフの薄うす刃ばが白い皮ひ膚ふを切り裂さいて半なかばほどまで埋うまり、雪乃がその痛みに身体からだを折るようにして痙けい攣れんした、その瞬しゆん間かん、遊美の周りで〝手〟を食い尽くしながら燃え広がっていた炎が、まるでガソリンを注がれたかのように爆発的に火勢を増した。

「…………………………！」

　その常識では考えられない因果関係は、しかし明らかだった。

　雪ゆき乃のの腕うでに刻まれた二本の深い傷と、雨と混じりながら伝い落ちる血。そして真っ白に血の気の失うせた表情で睨にらみつける先で、もはや蹂じゆう躙りんとしか呼びようのない勢いで焼き尽くされつつある白い〝手〟の群れ。

　音を立てて近づく雪乃のブーツが、もうすでに絶滅しつつある白い〝手〟の森に、さしかかった。〝手〟は最後の抵抗をするかのようにその脚あしを摑つかもうとしたが、雪乃の左腕から零こぼれ落ちる血がふりかかった途と端たん、まるで溶とかした鉄をかけられたようにその部分から焼け焦こげ、痙けい攣れんしながら燃え上がり、瞬またたく間に動かぬ薪まきと化した。

　ブーツの底が、炎ほのおを上げ始めた最後の抵抗者を、踏みにじった。

　すでに無事な〝手〟はどこにも残っていなかった。雨の中で燃え盛さかる炎は指の一本も残さず貪どん欲よくに舐なめ尽くし、数秒も経たたないうちに炎はその食糧を全すべて失い、火勢を落とし、消えてなくなった。

　暗くら闇やみを照らす炎の光が失われ、後には街がい灯とうの光に照らされた狂気の森の焼け跡と、空気に混じる猛もう烈れつな焦げの臭においが残った。未いまだ降る雨が焦しよう土どに落ちるたび、水蒸気とも煙けむりともつかない白いもやが、しゅう、という微かすかな音と共に、上がり続けていた。

　……と、その瞬しゆん間かん、目の前の炭と灰の中から剃刀かみそりを握った手が毒どく蛇へびのように遊ゆう美みの顔に向かって飛び出した。

「っ!!」

　遊美が身を竦すくませたのと、雪乃が三たび左腕を刻んだのが、同時だった。

「〈焼け〉!!」

　瞬間、藁わらのように〝手〟は燃え上がり、すぐさま燃え尽きて形を失った。剃刀が支えを失って落ちた。そしてそれが本当に最後の抵抗だった。

　後には雨の音と、沈黙が、残った。

「………………」

「………………」

　雨の降り注ぐ中、遊美は自分を無言で見下ろす死神のような雪乃を、呆ぼう然ぜんと見上げていた。

「……あ…………あなたは……？」

「言ったでしょ？　霊れい能のう者しやみたいなものだって」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた遊美の問いに、雪乃は冷たい声で答えた。そしてそのまま、腕の傷もそのままに、きびすを返し、この場から歩み去った。

「いま見たことは、忘れなさい」

　最後に遊美にかけられたのは、そんな短い、しかし断固とした言葉だった。何の答えも返せなかった。路地の向こうで、こちらは制服姿のままの蒼あお衣いが待っていて、差していた傘かさを、雪乃の頭上に差しかけた。

　蒼衣は遊美を振り返り、微笑ほほえんで小さく手を振った。

　そして歩み去る二人の背中を、遊ゆう美みは呆ぼう然ぜんと────ただ呆然と、自分の悪夢が焼き尽くされた焼け跡あとの中心に座り込んで、見えなくなるまで、眺ながめていた。







　　　　４




　一夜経たって、翌日。

　凄すさまじい状況だったあの焼け跡は一晩続いた雨によって噓うそのように流されて、翌日にはトラックが土でも落としていったような、その程度の痕こん跡せきしか残っていなかった。

　最も大きい痕跡だったこれが、この有様では後に残るものなどない。頰ほおを貫通した傷も深い割には小さかったためほとんど痕あとも残らないくらいに治せるそうで、そうなってしまうとあの出来事は、本当にただの悪夢だったのではないかと思えるほどに何も残さなかった。

　遊美の怪け我がの知らせに昨日きのうは慌あわてて父親だけが家に帰って来て、病院などの手続きをしてもらい、今朝けさは父親を見送った後に家を出た。

　鞄かばんを提さげて学校に向かう遊美は、昨日死んだように眠ねむった後、奇き妙みように腹が据すわり、落ち着いていた。

　学校に着いて教室に入ると、すでに席に梨り花かがいた。

　今日も生徒会の仕事で登校が早かったらしい。大変だ。頭が下がる。

「おはよう、梨花」

「んー？　ああ、おはよう。ゆーみ。今日は早いね」

　何かプリントの草稿らしきものを作っていた梨花は、顔を上げると、にっ、と笑った。

　そして遊美の顔を見て、黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの向こうの目を、少し丸くした。

「あれ？　髪かみ切ったんだ？」

　言われて、遊美はもう一つ、昨日の出来事が残したものを思い出した。それをすっかり忘れていたことに、遊美自身が、一番意外な思いだった。

「へえ、似合うじゃん。可愛かわいい可愛い」

「そ……そう？」

　屈くつ託たくなく褒ほめる梨花に、遊美は少し照れた。

　そして、不意に昨日までの出来事を思い出し────ここでも不思議なほどに落ち着いていることに、気がついた。あれほどあった、ひねくれて遠まわしな、しかしそれゆえにひどく凝り固まっていた気持ちがなくなっていたのだ。彰あき人ととの関係で梨花を意識していた、あのひどく鬱うつ屈くつした感情がなくなっていたのだ。

　まるで髪の毛と一緒に、川にでも落としてきてしまったように。

　歪ゆがんで凝った執しゆう着ちやくが、なくなっていた。

　あのとき感じていた感情が、本当にただの謂いわれのない自じ罰ばつでしかなかったことに、遊ゆう美みは同時に気がついた。確認もせずに想像だけしていた思い込みと執しゆう着ちやくが、遊美の見ている世界を歪ゆがめていたのだった。

　あの〝白い手〟は、自分の手だったのだ。

　何かを欲しがって、ありもしない水に映ったものに手を伸ばしても、そこには自分しか映っていない。剃刀かみそりを摑つかんだ自分の手は、自分にしか届かない。

　相手にはもちろん、誰にも届かない。

　遠回りに自分を傷つける自罰だ。だからきっと、雪ゆき乃のというあの高校生は怒ったのだ。

　全すべては、自分の心の中のことだったのだ。

　気づいてしまった。遊美は梨り花かを、自分の鏡像だと思おうとしていたことに。

「ねえ、梨花」

　だから、遊美は言った。

「……ん？」

「いきなりこんなこと言うの、変なんだけど」

「何？」

「私、瀬せ川がわ君に……告白しようと思うんだけど」

　それを聞いた梨花は、髪かみを切った遊美を見た時よりも、目を丸くした。

　そして髪を切った遊美を褒ほめた時よりも、楽しそうな笑顔を、にっ、と浮かべた。

「……いいんじゃない？」




　　　　†




　犬が肉をくわえて川を渡っていました。

　見ると川の水に、自分の姿が映っていました。

　犬は大きな肉をくわえた別の犬がいるのだと思って、一声吠ほえて飛びかかりました。

　肉は川に落ち、そのまま流れていってしまいました。





────アイソーポス（イソップ）寓話
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　　　第二話　　アリとキリギリス







　　　　１




　両親が出かけて、たった一人の、留る守す番ばんの夜だった。

　初夏の暑さがねっとりと残ざん留りゆうする、風のない夜。閑かん静せいな住宅地に建つその瀟しよう洒しやな趣味をした家は、本来あるべき人の生活という密度を二人ぶんも失って、がらん、と寂しく、静まり返っていた。

　家にいるのは、一人娘むすめである、高校生の少女のみ。

　茶に染めた髪かみを、流行風の可愛かわいい髪かみ型がたにしたその少女は、両親が夜半過ぎまで帰って来ないので、部屋着代わりにＴシャツ一枚というラフな姿で、もう見たいテレビ番組もなくなった時間帯を、どこか物もの憂うげな表情で過ごしていた。

　ソファがある、広いリビング・ダイニング。

　視線の先には、三年前のリフォームと共に家にやって来たテレビ台と、つい十数分ほど前に消したばかりの、何も映していない大画面のテレビ。

　聞こえるのはエアコンと冷蔵庫の、振動するような微かすかな音。そして窓の外にねっとりと重く広がる夜の音と、薄うすい容いれ物のような家の中に満ちる、空っぽの静寂ばかり。

　家の中では煌こう々こうと、この部屋だけが明るい。

　少女はソファの上で自分の膝ひざを抱だき、ただ黙って何もせずに、沈黙しているテレビの画面を見つめていた。

　時折、その丸まった姿勢のまま、体を揺する。

　ソファの前に置かれたテーブルには、申し訳程度に進められた宿題のプリントと、気分転換用の少女向けのファッション誌が────肝かん心じんの宿題に被かぶせられるようにして、テレビのリモコンと共に放り出されていた。

　もう見たいテレビも記事もなく、しかし宿題に戻る気にもなれない。

　リフォームで作った合計三十帖じよう近いリビング・ダイニングを、一人で我が物顔で使える状況ながらも、漫まん然ぜんとした時間。

　家の中の虚うつろと窓の外の夜を、否いや応おうなく強く感じる、そんな時間。

　そんな時だった。




　とん、




　と夜のリビングの静寂の中に、不意にひとつ────異質な〝音〟が、小さく鳴ったのは。

「………………うん？」

　硬こう質しつで、そして、ひどく近い音だった。

　そんな音を聞いて、少女はふと怪け訝げんな顔になり、抱かかえていた脚あしを下ろして、リビングにかかる大窓のカーテンに目をやった。

　音は、何かが窓ガラスに触ふれた音のような、そんな風に聞こえた。

　細くブラウンの格こう子し模様が入った、白い厚手のカーテンを、じっと見つめる。自然と眉まゆ根ねが寄った。

「………………」

　今、家には誰もいないのだ。

　両親でもない。車の音はしなかった。

　誰かが入ってきたのだろうか？　と、頭の端はしで思う。

　それきり音は聞こえない。しかし一度気にしてしまった後では、その沈黙はかえって少女の心の中に、ぽつんと生まれた不安を煽あおった。

　何もない、〝静寂〟。

　しかしそれはひどい存在感をもって、カーテンの向こうに、黒く重く広がった。

　厚いカーテンと窓ガラスを隔へだてて、その向こうに広がる、ねっとりとした暑い夜の気配。

　思わずゆっくりとソファから立ち上がり、その窓の外の気配に向かって、じっ、とカーテンを見つめたまま、耳を澄ませた。




「…………………………」




　何も、聞こえない。

　広がるのは、ただ、静けさ。

　この家の中に、自分一人だけしかいないという、静けさ。

　不意に、寒気がした。今は夜の中に一人きりで誰も助けてくれないという事実が、突然はっきりと自覚されて、不安と緊張がそっと心を撫なで上げたのだ。

　と────




　とん、




　再びあの音が、聞こえた。

「……っ!!」

　聞こえた。心臓が跳はね上がった。

　ぞわ、と肌はだが粟あわ立だち、きりきりと部屋の空気が変質していった。肌に触ふれる空気の温度が急激に下がり、澄んだ硝子ガラスのように冷たく密度が上がって、それまで聞こえていた全すべての雑音がひどく遠くなって、切れるような静寂が世界を満たした。

「…………………………!!」

　何かが、いる。

　少女はカーテンを見つめたまま目を見開いて、空気が凍こおった部屋の中で、立ち尽くした。

　知覚は全すべて、カーテンに、窓に、その向こうに向けられている。しかし音を立てた〝モノ〟の気配は、動くものはおろか、何かがいる気配すら、感じることはできなかった。

　感じるのは、ただ、夜の静寂ばかり。

　しかし直感が、脳のう裏りで何かを告げていた。

　目を見開いた視界に広がる、夜を覆おおい隠かくすカーテン。

　その〝向こう〟に対して、本能が、何か強烈なうそ寒い不安を訴えている。

「………………誰か……いるの？」

　震える声を漏もらすようにして、窓に向けて、言った。

　しかし────




『…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………』




　応こたえたのは、心臓を押し潰つぶすような、重い沈黙だけ。

　聞こえるのは、ただ深い、自分の呼吸の音。

　緊張に肌はだが、張り詰める。

「……」

　ごろり、と喉のどの奥で、唾つばの塊かたまりを飲み下した。

　そしてカーテンに、一歩、近づいた。

　カーテンに、手を伸ばした。

　確認すればいい。そう。少しだけ、ほんの少しだけカーテンをめくってみて、何もないのを確認して、安心すればいいのだ。




「……」




　一歩近づいた。

　大丈夫。きっと何もない。




「……」




　カーテンの合わせ目をそっとつまんだ。

　大丈夫。きっと〝音〟は、カナブンか何かがぶつかっただけだ。




「……」




　指に力を入れる。指先が震えていた。

　ひどく大きく聞こえる、自分の心臓の音。

　それを聞きながら、指先でそっとカーテンの隙すき間まを広げ────




　庭に立っている全身をずぶ濡れにした制服姿の女の子が見えた時──────




　大きく開いた少女の口から、凄すさまじい悲鳴が迸ほとばしった。

　それから朝まで、記き憶おくは途と切ぎれる。

　………………




　　　　†




　知人の紹しよう介かいで、〝霊れい能のう者しや〟に会えることになった。




「………………えっ？」




　市の郊外にある私立高校に通う二年生、霧生きりゆう比ひ奈な実みは、そろそろ十七年になろうとしている人生で初めて出会った〝霊能者〟があまりにもイメージとかけ離れていたので、その一いつ瞬しゆん言葉を失った。

　待ち合わせの喫きつ茶さ店てん。

　そこで待つ間、ずっと入ってくる客を比奈実は落ち着きなく確認していた。

　あの人だろうか？　この人だろうか？　と。しかし、それらの客の中で比奈実に声をかけてきたのは、一目で「まさか」と思った二人連れ────比奈実とほとんど変わらないだろう歳としをした、二つ隣となりの街にある高校の制服を着た少年と少女だったのだ。




「あの……すいません。霧生きりゆうさんですか？」

「………………えっ？」




　比ひ奈な実みの座る席の前に来て控えめな調子で確認したのは、この年頃の男子としてはかなり線の細い顔立ちをした少年だった。

　そしてその隣となりに立ったのは、女の比奈実が思わず息を吞のむほどの、抜けるような白い肌はだに、漆しつ黒こくの髪かみをポニーテール気味にした、研とぎ澄ませたような美び貌ぼうの少女。

「……」

　少女は無言で、氷のような冷たい目と雰ふん囲い気きをして、比奈実を見下ろしている。

　気け圧おされて、ぽかんと二人を見上げた。そして答えを忘れた比奈実の、その一いつ瞬しゆんの停止に、少年が困こん惑わくの表情になって、おずおずと声をかけた。

「あの……？」

「……あ……ああ！　ごめん！　あ、いや、ごめんなさい、霧生です！」

　がたん、と椅い子すを蹴けって立ち上がり、比奈実は大急ぎで頭を下げた。

　その大いに慌あわてた動作のお辞じ儀ぎに振られて、比奈実が毎朝三十分はかけて作っている、控えめながらも可愛かわいい、お気に入りの髪かみ型がたが揺れた。

「……っ！」

　慌てて乱れた前髪を直し、比奈実はがちがちに緊張して、肩かたを縮めるようにして目の前の霊れい能のう者しや二人と向かい合った。なにしろ霊能者などという肩かた書がきの人物と対面するのは比奈実にとっては初めてで、さらにそれが面と向かうだけで背筋が伸びるような凜りんとした美少女ともなると、緊張するなという方が無茶な話だった。

　比奈実もお洒落しやれは大好きで、平均以上に可愛いという自負があるが、次元が違う。

　氷の彫像のような容姿をした少女が纏まとうセーラー服の合あい服ふくに、僅わずかにゴシックな印象を付け加える、髪を結ぶ黒いレースのリボン。

　たったそれだけの、しかし素地の違いによる恐るべき完成度が、鏡の前で懸けん命めいに考えてコーディネートしている自分のお洒落を圧倒している。自分がお洒落なぶんよけいに分かる。自分の彼氏にだけは絶対会わせたくないなあ、と、比奈実は緊張した頭の端はしで、それでも心から、そう思った。

「あ、えーと……はじめまして。僕は白しら野の蒼あお衣いです」

　そんな比奈実に少年が、声をかけた相手が間違いではないことが分かって安心したらしい、あからさまにほっとした顔で自己紹しよう介かいした。

「で、こっちが……」

「時とき槻つき雪ゆき乃の」

　蒼衣という少年とは対照的に、素っ気なく名乗る少女。

「あなたが呼んだ、〝霊れい能のう者しや〟よ」

　少女は、そう言った。そして涼しげを通り越して凍いてついている目を微かすかに細め、萎い縮しゆくして立っている比ひ奈な実みを、静かに、射すくめるように見つめた。

「あ……えと……霧生きりゆう比奈実です」

　比奈実は、縮こまったまま、頭を下げる。

　しかし、いざこういう段階になると何を話していいのか分からなくなって、その場に立ったまま、口を濁にごした。

「えーと……今日は……」

「簡単には聞いてるわ」

　言いよどむ比奈実に対して、少女はそう言いながら目の前の席についた。

　そして水を持ってきたエプロン姿の店員に、少年が二人分の注文を始めたのを尻しり目めに、立ち尽くす比奈実の顔を見上げて、冷気のような声音で静かに言った。




「で、死んだ人間が、訪ねて来るんですって？」
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　　　　２




　まず話は数ヶ月ほど、一年生だった頃に遡さかのぼる。

　そもそも……と比ひ奈な実みの親友である有あり賀が美み幸ゆきは、常々思っていた。

　そもそも美幸と比奈実は、どうして自分たちが親友同士なのか分からないくらいに、何もかもが違っていた。だから二人の状況がどれほど違っても、それは当たり前のことで、羨うらやむことも、蔑さげすむこともないのだ、と。

　美幸は眼鏡めがねをかけている。比奈実は視力がいい。

　美幸は地味。比奈実は流行に敏感でお洒落しやれ好き。

　美幸は黒くろ髪かみをひっつめただけ。比奈実は髪を染め、流行はやりの髪かみ型がた。

　美幸は冷静で努力家。比奈実はよく笑い、よく泣く、快楽主義者。

　美幸は成績が良く運動が駄だ目め。比奈実はその反対。

　二人は同じ私立高校に進学したが、美幸は特別進学クラスで、比奈実は普通のクラス。

　しかも比奈実が進学先としてこの学校を選んだ理由というのが、美幸に言わせれば信じられない、制服のブレザーが可愛かわいかったからという、そんな理由を決め手にしてのことだった。

　見た目も、興味も、価値観も、二人は家が同じ町内にある幼おさな馴な染じみで親友同士だったが、全く違っているのだ。

　まるで、アリとキリギリス。

　それでも二人でいると楽しいし、ほっとする。

　そんな、少しおかしな親友同士である、美幸と比奈実。そんな二人だったが、それでも二人にも、完全に共有できる話題は、いくつもあった。

　例えば────〝恋愛〟。




「ね、美幸、聞いて聞いて。きょう辰たつ宮みや先せん輩ぱいの好みの髪型聞いちゃったー」




　放課後。いつものバス停へ向かう帰り道で、並んで歩いている比奈実が、早速テンション高くそんなことを言い出す。

「へえ、よかったじゃん」

「そうなのー」

　いつものように応じる美幸に、比奈実は世にも幸せそうな表情で笑いながら、ほっぺたに手を当てる。比奈実は普段から浮かれたような喋しやべり方をする子だったが、良いことがあった時には、些さ細さいなことでもすぐに分かるくらい、あからさまに声や態度に表れるのだった。

「……で、どうするわけ？」

　それに応こたえて、美み幸ゆきは言う。

「えっ？」

「髪かみ型がた。変えるの？」

「うーん……ほんとは明日あしたからでも髪型変えたいくらいなんだけど……」

「けど？」

「すぐ変えたら、バレバレかなあ、って」

「確かに難しいところだねえ……」

　眉まゆ根ねを寄せる美幸。二人はほとんど夜になっている学校からの帰り道を歩きながら、よくこんな風に、お互いの恋愛の話をした。

　美幸は時に、思案げに。

　比ひ奈な実みは「きゃー」などと、照れた声を交えながら。

　昔から、そうだった。そして高校に上がった今も、二人には一年先せん輩ぱいにそれぞれ好きな人がいて、何かにつけてその話題に花が咲いた。比奈実が好きなのは辰たつ宮みや先輩。そして美幸は、大おお塚つか先輩。

　どちらも軽音部の先輩で、比奈実も美幸も、軽音部の所属だった。

　とはいえ進学コースの美幸は放課後も授業があるため、一般コースの比奈実と違って、ほとんど名前だけの所属だ。

　終わりの二十分ほどに顔出しできる程度。だがそもそも最初に軽音部に入ったのは美幸の方で、比奈実は年度も後半になってから美幸を介かいして辰宮先輩を知り、先輩目当てにソフトボール部をやめて軽音部に入り直したのだ。

　見た目に似合わずこつこつとギターを趣味にしてきて、進学コースなのに無理して部活をやっている美幸からすれば、呆あきれるやら感心するやらだ。

　だが驚きはない。比奈実は昔から、概おおむねこんな感じだったからだ。

　男目当てに部活を変えるくらい何でもない、恋に生きる衝しよう動どう的な性格。

　美幸にはないものだ。いや、逆に美幸が持っている思し慮りよとか常識とか打ち込む趣味とか勉強とか…………そういったものを何一つ持っていないからこそ、こういう個性になるのかもしれなかった。

「ね、ね、バッティングセンター行かない？　こういうウキウキしたことがあると、ウズウズして居ても立ってもいられなーいって感じになるんだけど」

「……あんたヤなことがあった時もバッティングセンターじゃない」

「そういう時はスカッとしたくてやるの。別腹だよー」

「『別腹』の使いかた違う。それにソフトボールやめたんでしょ？」

「やめたけど好きだもん。それにほら、軽音の練習になるかも知れないし」

「はあ？　練習？　どこが？」

「ほら、あの、ステージでギター振り回してドッカーン！　ってやつ」

「………………やるなら自分でギター買ってやんなさいよ。あたしのギブソンに触さわったら殺すからね」

「あはは、まさかあ……」

　万事、こんな調子。

　いつも能天気で、時々羨うらやましくなる。

　とはいえ入れ替わって、今後一生比ひ奈な実みの人格になれと言われたら御ご免めんだ。羨ましくなることがあるのは、ほんの時々だけだ。

　例えば……




「そうそう、今日ねー、来週辰たつ宮みや先せん輩ぱいが部の備品買いに行くって言うから、思わず『連れてって下さい』って言っちゃったのー」




　こんな時。

　プライドとか体てい裁さいとか周りの目とか、そんなものを気にせずに、比奈実が衝しよう動どうのままに行動できるということを目の当たりにした時だ。

「……へえ。で、どうだったの？」

「残念ー。別の用事で町に出るついでだから、また今度な、って」

「そう、そりゃ残念だったね」

「うん。でも『また今度』に期待しちゃうもんね。わたしも、絶対ですよー？　って」

　ノリに任せて押せ押せだ。情景が目に浮かぶ。

　もちろんこれはある意味自じ爆ばく体質とでも言った方がいいもので、これが原因で比奈実はそれこそ頻ひん繁ぱんにトラブルを起こしたり恥をかいたりしている。美み幸ゆきなら恥ずかしくて死ねる。しかし思案や躊ちゆう躇ちよなしにこういうことが言えるのは、時々羨うらやましい。

　つまり比奈実は恋愛に対しても、例えば『告白』に対するハードルも美幸より低いのだ。

　対して美幸はまだ男の子と付き合ったことはない。というよりも、『告白』そのものをしたことがない。

　そもそも比奈実と違って、そうほいほいと人を好きになることもない。

　今回の恋愛感情も小学校以来だ。そしてそんな思いをいざ心の底から勇気を振り絞しぼって伝えて、断られようものなら、プライドの高い自覚のある美幸のことだ、さぞやショックは大きいだろう。

　そんな状況を、想像するだけで苦しくなる。

　なので、自分からはなかなか踏み出せない。

　それを簡単に踏み出せる比奈実が羨ましい。

　とはいえ、それでも時々しか羨うらやましいと思わないのは、そのせいで比ひ奈な実みは失恋したり喧けん嘩かしたりして、泣いたり落ち込んだりする回数も、とてつもなく多いからだ。

　そんなことがあって比奈実が大泣きしているのを見ていると、いつもそれを慰なぐさめながら、自分は自分のやり方でいいのだと再確認する。それに美み幸ゆきもそうだが、比奈実も本当は、「好きだ」と言うよりは、言われたいと思っていると常々言っている。

　ただ比奈実は性格的に、すぐに地道な忍耐が尽きるだけだ。

　だから、

「美幸ー。そっちはどうなのよ。何か進んだ？」

　こう比奈実に聞かれても、一応負け惜おしみでなくこう言えるのだ。

「まあ、ぼちぼち、ね」

　美幸の努力は、比奈実とは違ってこつこつと自分を高めることだ。

　進学コースの忙しい勉強をこなしつつもギターの練習をして、大学進学のレベルを落とすことなしに、部活にも貢こう献けんして自分の印象を強くする。

　刹せつ那な的な比奈実とは違って、将来を見み据すえるのを美幸は当然としている。

　比奈実には悪いが多少の優越感もある。そしてこれは、美幸が好きな大おお塚つか先せん輩ぱいと同じ道を進むことでもあった。

　大塚鷹たか司し先輩と、辰たつ宮みや春はる人と先輩。

　二人は共に一つ上の先輩で、小学校からの親友同士だそうだ。

　大塚先輩はベースで、辰宮先輩はドラム。しかしいかにもバンドマン風の容姿と言動をしている辰宮先輩に対して、大塚先輩は眼鏡めがねをかけた真面目まじめそうな容姿で、言動もやや寡か黙もくで、落ち着いていた。

　まるで、美幸と比奈実。

　そして大塚先輩も美幸と同じく、進学コースの人間だ。

　しかしベースの腕うでもかなりのもので、辰宮先輩のたっての頼みで、人も腕も不足気味の軽音部の活動に参加している。「俺おれが大学落ちたら春人のせいだぞ」と文句を言いながらも、受験勉強で忙しい中、律りち儀ぎに顔を出している。

　あまり軽口は叩たたかないが、後こう輩はい相手にも面めん倒どう見みがいい。

　まず、その美幸と同じ状況に共感を覚え、やがて尊敬し、そして好きになった。

　以来、毎日少しずつやっているギターの練習の動機に、大塚先輩に認められたいというものが加わった。少しでも大塚先輩の中で自分の存在を大きくしたいと、美幸は地道に頑がん張ばっていたのだ。

「……すぐにあたしも、先輩に認められるくらい上達してやるから」

　美幸は、淡々と決意を込めて言った。

「きゃー、がんばれー」

「ありがと。でもムカツク」

「ひどっ！　せっかく応援したのに！　でも家で練習できるのはやっぱりいいなあ。バイト代ためて私も買おうかな」

「……別にいいと思うけど、また飽あきるならもったいないよ？」

「飽きないよお。最近面白くなってきたもん。……今度先せん輩ぱいに、何買えばいいか相談してみようかな」

「目当てはそれか」

　そんなやり取りをしていた頃は楽しかった。

　ずっと続くような、そんな気がしていたのだ。




　　　　†




　……〝軋きしみ〟は、思いのほか早くに訪れた。




　その最初の兆きざしは新学年になって、美み幸ゆきたちが二年生に、そして先輩たちが三年生になったことだった。

　時間が想像以上に、もう残り少ないことに気づいたのだ。

　進学コースの大おお塚つか先輩は、部活に顔を出す回数がさすがに目に見えて少なくなった。

「……今年の文化祭だけどよ」

　二年の男子へと部長を引き継つぎし、高校生活の終わりを感じ始めた辰たつ宮みや先輩は、自分たちにとって最後になる文化祭で、自分と大塚先輩を入れたライブをやりたいと言い出した。

　もちろん誰も反対しなかった。美幸を含めた後こう輩はいたちもこれを盛り上げようと約束し、大塚先輩も「練習はほとんどできないと思うけど」と言いながら、それでも親友との高校生活最後の舞台に参加することは断らなかった。

　美幸にとっても最後の大きなチャンスになるかもしれない舞台は、こうして決まった。

　目指すは九月の文化祭。そしてこれは皮肉にもそのチャンスへと向けて決意を固めた美幸にとって、もう一つの大きな、〝軋み〟のきっかけになった。

　比ひ奈な実みが────みるみるうちにギターの腕うでを上げ始めていたのだ。

　結局自分用のギターを買い、それまでからすると意外なほど熱心に練習を始めた比奈実は徐じよ々じよに基礎を吞のみ込み始め、一年生の終わり頃には皆との合わせに最低限ついて来られるようになっていた。

　当然ずっと以前からやっている美幸には及ばないが、元々比奈実はカラオケも好きなので歌はそれなりに歌える。そして何よりも可愛かわいいし見み栄ばえがするので、ボロが出ないようにギターパートを少なめにすれば、ギター＝ボーカルをさせることができるのではないかと先輩たちが考え始めたほどの上達ぶりだった。

　つまり対比的に、部活動での美み幸ゆきの存在感が大きく後退したのだ。

　さらには時間の多くを受験に割さいている美幸とは違い、比ひ奈な実みには充分な時間があった。差は開く一方だった。

　そして六月に入り、文化祭へ向けて本格的な準備が始まった時。

　とうとう先せん輩ぱいたちは文化祭のプログラムに、比奈実をギター＝ボーカルに据すえた曲を一本入れることに決定したのだった。

「…………やったあ！」

　比奈実はそれこそ、飛び上がって喜んだ。

　そして勢いを得た比奈実は止まらなかった。熱やノリに浮かされやすい比奈実はその日のうちに勢いに任せて辰たつ宮みや先輩への告白に及び、あっさりとＯＫをもらって、それこそあっという間に念願の彼氏彼女の関係へと漕こぎ着けたのだった。

　その時の比奈実の無む邪じや気きな浮かれようたるや、見ていられなかった。

　今まで小学校の頃から何度も見てきて、そのたびに自分のことのように喜んできたはずの比奈実の喜びようを、美幸はこのとき、初めて見ていられなかった。




　なぜならその美幸は────文化祭のバンドのメンバーに、加えられなかったのだ。




　新入生に美幸と似たようなレベルのギターが二人も入ってきて、練習にあまり参加できない進学コースの美幸よりもそちらが優先されたのだ。

　いや、もうこうなれば、理由など、どうでも良かった。

　どん底には変わりがなかった。これまでの美幸の密ひそかで地道な努力が、積み上げが、ひいては自分そのものが、このとき完かん膚ぷなきまでに否定されたのだ。

　一気に頂上に登りつめた比奈実の存在が、さらに惨みじめさを加速させた。

　比奈実は進学を目指していない一般コースのゆるいカリキュラムを毎日楽しみながら、その生まれつきの容姿によって自分の思いを遂げ、さらには美幸が地道に目指していたものまで、いとも容易たやすく手に入れたのだ。

　しかもさらに言えば、美幸にとって『部活で活かつ躍やくし認められる』というその目標は、中間地点に過ぎなかった。大おお塚つか先輩に認められ、好きになってもらうための遠回りな踏み台。しかしこれまで一生懸けん命めいに目指していたとはいえ、実のところ目的地に続いているのかも確実ではない、ただの中ちゆう継けい点てんだったのだ。

　もっと先輩に褒ほめられれば、自信と勇気がつくだろうと。

　そしてあわよくば、そうしているうちに向こうから好きになってくれて、告白されるようなことになるのではないかと。

　そんな思いでこつこつと目指していた、回り道の最初の足場さえ比ひ奈な実みに取られた。

　地道に、地道に積み上げてきた美み幸ゆきの努力を、あっという間に比奈実は可愛かわいさだけで飛び越えて、そして美幸を突き落とした。




「…………………………」




　その日、その瞬しゆん間かん、美幸の世界が、軋んだ。

　晴れて先せん輩ぱいと彼氏彼女の関係になり、太陽のような笑顔で心の底から喜ぶ比奈実を前に、美幸は世界が翳かげったような、そんな感覚を感じていた。

　比奈実の眩まぶしい光によって落とされた濃こい影の世界に、閉じ込められたような。

　心の中と頭の中に重い影が流し込まれたように満ちて、目に見える世界の色合いさえも翳って見え、自分の手足や身体からだがかき分ける空気にさえ重さを感じるような。

　この日、自分の世界が、崩くずれた。

　自分の信じていた真面目まじめな努力が、踏みにじられた。

　その日はひどく自分の感覚が鈍にぶいまま、本当に嬉うれしそうにしている比奈実と下校した。

　ハイテンションに喜びを表現する比奈実と、何を言ったかほとんど覚えていない霧の中のような会話をしながら、いつものバスに乗って、バスを降りて歩き、「また明日あしたね」と別れて、家に帰った。

　そして──────久しぶりに、泣いた。

　悔くやしくて、悲しくて、惨みじめで、もう何年も誰にも見せたことがない涙なみだを、この日も誰にも知られることなく、自分の部屋の机の上で流した。椅い子すに座って机に俯うつむき、歯を食いしばって泣いた。声を殺して、家族にも気づかれないように、目と鼻の奥に、焼けるような熱い感覚を感じながら、胸の中で煮えたぎるどす黒い感情を溢あふれさせるようにしてすすり泣いた。

　それでも、その涙をもってしても、世界を覆おおった影は洗い流されなかった。

　楽しげな比奈実が、惨みじめな自分が、自分の想いが、そして価値を否定された今までの自分の努力が、次々と胸の中に蘇よみがえって胸の中を重く満たし続けた。

　小さな部屋の中で、ぽつんと一人、泣き続けた。

　自分の部屋。さほど広くない部屋を埋うめる不ふ釣つり合あいなほど大きな本棚だなと、ＣＤラックと、アンプとギターという、今まで自分の全すべてだと思っていた物たちが、今は何の意味もないガラクタの山にしか思えなくなっていた。

　自分のプライドが、その価値を完全に否定された。

　子供の頃に読んだ、アリとキリギリスの物語など、噓うそだ。

　人間は、きらびやかで楽しいものしか見ないのだ。誰も見ていない黒くて地味な努力など、報われることはないのだ。

　今まで、地道に勉強してどれだけ報われた？

　テストの点数が高くなったからといって、褒ほめられたからといって、少し嬉うれしいだけだ。

　勉強で、地道な努力で、あの比ひ奈な実みの心の底からの笑顔のように幸せになったことなど一度もなかったではないか。アリはただ働いて、働いて、暗い自己満足だけを友に、土の中で死んでゆくのだ。

　その日は、眠ねむれなかった。

　夜の中、誇りを失い、信念を失い、砦とりでを失った自分の弱い心が、心の闇やみに喰われ続けた。

　夜が更ふけ、泣きはらして涙なみだも出なくなった後も、勉強も、ギターの練習も、何もする気が起きなかった。

　夜が明けても、世界はまだ、暗いままだった。




　そして────世界が暗いまま、美み幸ゆきの日々が過ぎた。




　明るい比奈実は学校の行き帰りに毎日幸せそうに先せん輩ぱいとのことを話し、やがて放課後デートのために、美幸と一緒に学校から帰る習慣をやめた。

　それ自体は、幸せそうな比奈実を見ずに済むので美幸にとっても気が楽だった。しかしそうやって美幸が一人で下校している間にも、比奈実が先輩と楽しく過ごしているのだろうと想像すると、対する自分の人生のみすぼらしさに心が引っ搔かかれた。

　美幸と比奈実がそうだったように、大おお塚つか先輩と辰たつ宮みや先輩も一緒に下校することが多い。

　その中に比奈実が加わっていた。その中で比奈実が幸せそうにしているという事実が、胸の中が焼けるほど、羨うらやましかった。

　自分もその中に、入りたかった。

　だが今のままの美幸では、何もしないままでは、到底届かない場所だ。

　焦こがれた。

　生まれて初めて、心の底から、焦がれた。

　幾度も夢想したその場所に、自分はいなくて比奈実だけがいる。

　そして美幸は────一つの決心をする。




「────ね、ねえ、比奈実……お……お願いがあるんだけど」




　その日、数日振りに比奈実と一緒に帰宅することになった帰り道で、美幸は胃の底から言葉を吐はき出すような思いをしながら、不意にそう切り出した。

「……ふぇ？」

　さすがに比奈実の浮かれっぷりも少し落ち着いたのか、先輩との惚のろ気けもほとんどなかった途と切ぎれ気味の会話の合間。バスを降り、そろそろ家も見えてくる頃になって急に切り出した美み幸ゆきの言葉に、比ひ奈な実みは不思議そうな顔をして、「なに？」と美幸を見た。

「あ……あのさ……」

　その視線に、美幸は口ごもる。

　しばし言葉が出なかった。そもそも家に辿たどり着こうとしているこんな場所で話を切り出したのも、これまでの道中で、ずっと決心がつかなかったからに他ほかならなかった。

　言おうとして、できなくて、それを繰り返して、とうとうここでようやく口にできた。それだけでも屋上から飛び降りるような勇気と覚かく悟ごを消費していたが、もう勇気がほとんど底をついたとしても、もう後戻りすることもできなかった。

「あっ……あのっ、あのね？」

「……うん？」

　そしてまた、沈黙。

　沈黙。胸の中で心臓がばくばくと脈打って、止まらなかった。

　これから自分が言おうとしていることは、自分のプライドを抉えぐり取ることにも等しいことだった。ある種の敗北宣言。それを言おうとしている緊張と心の痛みにきりきりと心臓を締め上げられながら、それでも美幸は心臓から搾しぼり出すようにして、しかし可能な限り態度を取り繕つくろ って、軽い調子に見せかけながらその台詞せりふを口にした。

「えっと………………頼みがあるんだけどさ」

「うん」

「比奈実、辰たつ宮みや先せん輩ぱいといる時……大おお塚つか先輩とも、結構一緒だったりする？」

「？　……うん」

　比奈実は少し不思議そうに首を傾かしげると、肯こう定ていした。

「じゃ、じゃあさ……」

　心臓が跳はね上がる。

　それでも、努めて、明るく、軽く────




「じゃあ、あたしも…………そこに一緒に行っちゃ、駄目？」




　言った。これまでの見み栄えも、自分の生き方に対して持っていたプライドも、ここ数日ではっきりと自覚した実は比奈実に対して持っていた微かすかな優越感も、何もかも全すべてをかなぐり捨てて、美幸は比奈実へとそう頼んだのだ。

　しかし────




「………………ごめんね。それ無理」

「……っ!!」




　一いつ瞬しゆんの沈黙の後、比ひ奈な実みの口から出た〝拒否〟に、美み幸ゆきは胸の中身を抉えぐられた。

　俯うつむけていた自分の表情が強こわ張ばるのがはっきりと分かった。目を見開いて足元のアスファルトを見つめながらも、しかし実は何も見ていない視線が、宙を泳いだ。

　そんな美幸の隣となりで、比奈実が急に歯切れの悪い口調で、何か言い訳のようなものを口の中で捏こね始める。

「え、えっとね……なんて言うか、そんなつもりじゃなくて……」

　だが美幸はもう聞いていなかった。すぐさま顔を上げ、心の中に残った僅わずかな取り繕つくろいを総動員して笑顔を作ると、そのまま虚うつろな勢いを力の限りに駆く動どうさせて、軽けい薄はくな笑いと言葉とを口から溢あふれさせた。

「……あ……あは、あははは、やっぱそうだよね、無理言ってごめんねっ」

　思い切り笑い飛ばす、美幸。

「え……？　あ……」

「大丈夫大丈夫、そんなマジなつもりで言ったわけじゃないから。あはは、なにマジになってんのよ。気にしないで」

「……」

　そんな美幸の態度に困こん惑わくしながらも、それでも明らかに、ほっとした表情になる比奈実。

　そんな比奈実に、美幸は自分の胸を搔かき毟むしりたいような衝しよう動どうを押さえ込みながら、ひたすら明るく、無為な笑顔を向け続けた。とにかくこの場を誤ご魔ま化かすためだけの取り繕いの笑顔と軽口を、逃げるように作って、まくしたてるようにたて続けにばら撒まいた。

「もー、忘れて忘れて。真面目まじめにとられると恥ずかしいじゃない」

「う……うん……」

「じゃあ、また、明日あしたねっ」

　美幸は困こん惑わく顔がおの比奈実に明るくそう言うと、足早に比奈実を追い越す。

　そうして最後にもう一度だけ振り返ると、美幸は比奈実に向かって手を振った。そしてそのまま背を向けて、自分の家へ向かう路地を駆かけ足で曲がって──────比奈実の姿が見えなくなって家の前に着いた時、その頃には美幸の顔からは表情という表情が、完全に消えてなくなっていた。




　　　　†




　絶望。




　絶望。




　絶望絶望絶望絶望絶望絶望絶望絶望絶望。




　望みが絶たれることは、まだ人間にとって本当の〝絶望〟ではない。

　人に〝望み〟は必ひつ須すではない。未来への望みを失った人間が、さらに過去と現在の自分への誇りと自信と肯こう定ていとを全すべて失った時、その時こそ人間にとって、本当の意味での〝絶望〟になるのだ。

　美み幸ゆきはまさに、〝絶望〟していた。

　美幸は後悔していた。自分に、絶望していた。

　自分でない他人に希望をかけ、それに縋すがろうとした自分に、絶望していた。

　これまで心の底では侮あなどっていた比ひ奈な実みを羨うらやんで嫉しつ妬とし、そして何よりそんな相手のおこぼれに預かろうとして、にべもなく拒否された自分に、まさしく絶望的といっていい、羞しゆう恥ちと幻滅とを感じていた。

　あんなことは、言うべきではなかったのだ。

　後悔していた。何で口にしてしまったんだろう？　と。

　全ては自分が、絶対に比奈実に負けるはずがないと思っていた分野である部活の、文化祭のメンバーから外されたことが原因だった。そしてそれと、さらにそれ以上のものを全て比奈実が手に入れてしまい、それを羨うらやんで悩んで追い詰められて、そのせいで正しい判断ができなくなっていたのだった。

　そして愚おろかにも、僅わずかな希望に見えるものに、取り縋すがろうとしてしまった。

　その決断が最悪に間違っていたことに、美幸は比奈実に拒否された瞬しゆん間かん────もう致命的に遅いその瞬間に、気づいてしまった。

　もう遅かった。全てが、終わりだった。

　もう駄だ目めだった。今まで積み上げ、作り上げてきた自分は、おしまいだった。もう取り返しがつかなかった。

　あれだけ偉そうにしていた自分が、どれだけ愚おろかかを、知らしめてしまった。

　恥ずかしさと後悔で吐はきそうだった。もう美幸は、自分がそうあろうとした理想とは似ても似つかない、弱くて愚かで醜みにくい、唾だ棄きすべき人間に堕おちてしまっていた。

　せめて何も言わずに、密ひそかにちっぽけなプライドにしがみついていれば、少なくとも自分を守ることくらいはできたのに。

　馬鹿だった。

　プライドを捨てた。

　そんな自分を責め、軽けい蔑べつした。

　腐くさった泥沼のように、重くて黒い後悔が、溢あふれんばかりに、胸の中を満たした。

　もうどんな顔をして比ひ奈な実みや先せん輩ぱいと会えばいいのか、分からなかった。もしこのことが比奈実の口から先輩たちに漏もれて、これから自分がどう思われるかという、そのことを考えるだけで、心が切り刻まれるようだった。

　そんな状況になった自分という存在を、心の底から嫌けん悪おした。

　もう嫌いやだった。自分が。世の中が。自分への嫌悪と不快で胸がむかついて、心臓や胃の腑ふの中身が、押し出されそうだった。

「…………………………！」

　美み幸ゆきはそんな思いに苛さいなまれながら、両親が共働きのせいで誰もいない自宅に、幽ゆう鬼きのような表情で帰り着いていた。

　微かすかに震える手で玄げん関かんの鍵を開けて家に入ると、鞄かばんをキッチンに放り出し、吐はき気に口を押さえながらバスルームに駆かけ込んで鍵をかけた。

　誰もいない家の中で、さらに誰もいない、小さな空間に閉じこもる。

　戸を押さえ込むように磨すりガラスの戸に背中をつけて、ずるずるとずり落ちるように、冷たいプラスチックの床ゆかへと座り込む。

　そして後頭部を背中の戸につけて、白い天てん井じようを見上げて、思った。




　こんな自分は────死んだ方がいい、と。




　体面を失い、プライドを失い、これまでとこれからの自分の全すべてが恥に変わった。明日あした、いつものように学校に行くという、そのことを考えただけで、憂ゆう鬱うつと羞しゆう恥ちと不安に気が狂いそうだった。

「………………う……」

　涙なみだが流れた。バスルームを照らす、真っ白な蛍けい光こう灯とうの光が眩まぶしく滲にじんだ。

　現実感のない世界。不安が膜まくのように、あるいは霧のように、自分の心を覆おおって、外の世界への現実感が失われていた。

　ただ自分の心の中で渦うず巻まく、どす黒い絶望だけが、はっきりとしていた。

　息が詰まる。胸に流れ込んだ絶望に、現実に、溺おぼれそうになる。

　死のう。死ぬべきだ。

　自分が自分にとって、そして皆にとって、世界にとっても取るに足らない人間だと知ってしまった今、生きていることなど絶望でしかなかった。

　目の前には、涙に滲む白いプラスチックの浴よく槽そう。昨日きのうの残り湯がそのままになっている、いつもは家に帰ると最初にこれを抜いて、新しくお湯を張るのが日課になっている浴槽。

　自分の日常生活の、一つの象徴とも言える浴槽。

「…………………………」

　美み幸ゆきはゆっくりとその場所から立ち上がると、浴よく槽そうを覆おおう蓋ふたをずらすように開けて、無表情にその水面を見下ろした。

　そして浴槽に注ぐ蛇じや口ぐちを一杯にひねり、水を注ぎ込む。重々しい水音と共に冷え切った残り湯に水が足され、水面が波打つ。徐じよ々じよに水面が縁ふちへと上がってゆく。

　浴室一杯に響き、満ちる、重い水音。

　鼓こ膜まくを叩たたくようなその重い音の中で、じっと浴槽を見下ろして、立つ。

　やがて水は浴槽の縁を溢あふれ、側面を伝って床ゆかに流れ出す。溢れた水は、浴槽の下にあるささやかな溝みぞではすぐに受けきれなくなり、少しだけ浴室の床に水溜たまりにように広がって、傍そばに立つ美幸の靴くつ下したを濡ぬらす。

　そして、美幸は────




　台所から持ち出した包丁を、自分の手首に思い切り突き刺した。




「──────────!!」

　ごりっ、という重い手応ごたえ。手首に張り付く薄うすい肉を刺さし貫いて、関節の骨に、神経に、包ほう丁ちようが突き立つ激痛と感かん触しよく。

　目の前が真っ白になる痛みと共に、肉を破り、筋と軟骨と骨に鉄の切っ先がごりっと食い込む。切り裂さかれた肉が発する火がついたような痛みと、筋と神経が傷ついた悪お寒かんのような、おぞましい痛みが同時に全身を貫いて、鳥とり肌はだが立って身体からだが痙けい攣れんし、喉のどの奥から空気が漏もれるような細い悲鳴が漏れた。

「…………ぎっ……!!」

　しかし目を見開き、歯を食いしばって、萎なえそうな腕うでにさらに力を込め、骨に突き立った包丁をごりごりとこじった。骨に突き立った幅広の鉄を動かして、骨を抉えぐって肉を裂き、筋と神経を、ずたずたにかき回した。そのたびごとに身体が痙攣し、喉のどの奥から「ひひっ」と笑いにも似た悲鳴。歯を食いしばり引き攣つった口元は、まるで笑っているかのよう。

　抉えぐられた手首の肉の裂け目から、泥水を湧わき出させる湿地のように、みるみるうちに血が湧わき出して手首からしたたり落ちた。今まで見たこともないほどの大量の血は手首から浴槽にぼたぼたと滴したたって、赤い煙けむりのように水に広がって、水があふれ続ける浴槽の縁へと引き寄せられていった。

「──────ひひ…………ひ…………!!」

　目を見開き、涙なみだを流して〝笑い〟ながら、血に塗まみれた手首の肉と骨を抉り続ける。

　溢れ続ける血。手首には肉が裂かれる、不快で熱い痛み。

　対して全身には徐じよ々じよに脱力と、そしてうっすらとした寒気が広がってゆく。血は少しも止まらない。浴よく槽そうの水は、もはや透明な部分をほとんど失いつつあった。

　そして────美み幸ゆきは。




「………………」




　やがて美幸は力尽きたように手首を抉えぐる包ほう丁ちようの動きを止めると、血が溢あふれ続ける手首を浴槽に差し入れて、そのまま浴槽に寄りかかるように、ぐったりと脱力して座り込んだ。

　血で汚よごれた包丁を握った腕うでを、床ゆかに放り出して。

　心臓の鼓こ動どうに合わせて灼しやく熱ねつする、水に入れた手首の痛みを感じながら、浴槽の縁ふちに乗った肩かたに、枕まくらのように頭を乗せて。

　縁を流れて溢れる真まっ赤かに染まった水が、制服を、スカートを濡ぬらしていった。

　身体からだに感じる濡れた布と、水の感かん触しよく。

　それほど冷たいとは感じない、ぬるい水の感触。しかし寒気は、身体の芯しんの方から、確実に強くなってゆく。

　絶望の激情は、ようやく去っている。

　感じるのは冷たい死の予感。このままこうしていれば、きっと死ぬことができるだろう。

　浴槽の床に、真っ赤な水が広がって、排はい水すい口こうへ流れてゆく。生命いのちが流れ出す光景。その光景を、浅い呼吸を繰り返しながら、じっと眺ながめる。

　妙みように眩まぶしい、滲にじんだ白い光に満ちた視界。

　そんな世界で、ゆっくりと時間が経たってゆく。

　いつまで待てばいいのかな。ぼんやりと考える。

　寒いな。退屈だな。そして暇ひまつぶしを、思いつく。




　　　　†




『────留る守す番ばん電話メッセージを、再生します』




『………………』

『あ、もしもし、比ひ奈な実み？　あたし、美幸だけど』

『今ねぇ、非通知でかけてるの。あんたの携帯、非通知だと鳴らない設定でしょ？　だから非通知なら、留守電になるかなあ……って思ってさ。だから、非通知で。うん』

『実はね……うちのお風ふ呂ろ場ばから、携帯でかけてるんだけど』

『手首、切ったの。死のうと思って』

『すごく痛くて、寒くて、ダルいんだけど、退屈でさあ……死ぬまでメッセージでも入れようかと思って。うん、退屈で』

『もう捨てるもの、ないしね……』

『ていうか、死ぬって寒いねえ。目の前も、なんか眩まぶしいし……』

『あれ？　暗いのかな？　よくわかんないや……』

『……もう助からないと思う』

『……寒い……震えが止まらない……』

『寒いなあ……』

『寒い……』

『……ねえ』

『何で私じゃなくて、あんたなの……？』

『…………』

『寒いなあ……』

『寒い……』

『寒い……』

『寒い……』

『寒……』




『………………………………………………』




　　　　†




「…………………………っ!!」




　耳に当てた携帯から聞こえてくるその留る守す電でんメッセージを聞いた時、比ひ奈な実みは耳から入ってくるそのあまりの内容に、自分の顔からさーっと血が引いてゆく感覚を、はっきりと感じたのを憶おぼえている。

　留守電に気づいたのはあれから家に帰って、夜になってお風ふ呂ろに入っている時に、血相を変えた母親がやって来て、美み幸ゆきが自殺を図ったと伝えられた、その後だった。

　慌あわてて先せん輩ぱいに電話しようとした時に、気づいた。

　そしてその、美幸の最後のメッセージを、比奈実は聞いた。

　思わず、メッセージは消してしまった。

　そして誰にも言わずに、隠かくした。

　後で聞いたところによると、共働きの両親が帰ってきてお風呂場ばで発見された美幸は、病院に運ばれて、すぐに死亡が確認されたということだった。

　遺い書しよもなく、自殺の原因は分からない。

　そういうことに、なっている。







[image: ]
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「で、お葬そう式しきも終わってしばらくした頃────この窓の向こうに美み幸ゆきが立ってたんです」




　比ひ奈な実みは言った。リビングの窓を指差して。

　もう夜も遅い時間。比奈実は夕方に会った霊れい能のう者しやの二人と、自宅にいた。

　そして自分の見たものを説明しながら、案内していた。あれから比奈実はあまりこの窓を見ないようにしていたが、この時ばかりは仕方なく、久しぶりにカーテンを開けた窓を前にリビングに立っていた。

　実は自分の部屋のカーテンも、四し六ろく時じ中ちゆう閉めっ放しだ。

　夜にカーテンを開ける用事などほとんどないことが、比奈実にとっては幸いだった。

「えーと……ちょうどこの辺かな？」

　雪ゆき乃のという美び貌ぼうの少女は比奈実の説明に関心がなさそうだったが、蒼あお衣いという少年は、熱心に窓を観察していた。

　そして、

「…………痕あとがある」

　呟つぶやくように言った。こうして暗くなった夜を背景にして見るとよく分かるが、比奈実が美幸の亡ぼう霊れいを見た場所のガラスに、うっすらと水で汚よごれたような白い痕あとが残っていた。

　まるで────ずぶ濡れになった女の子が窓に張り付いていたかのような痕が。

　女の子が窓ガラスに額ひたいを当て、家の中を覗のぞき込もうとしていたような痕が。

　それが、あの記き憶おくが夢ではない証しよう拠こ。あのあと自分が悲鳴を上げた後は、ソファの上でタオルケットをかけられて寝ている状態で目を覚ましたのだ。

　失神して、ソファに倒れ込んだらしい。

　帰宅した両親には、うたた寝をしたと思われていた。

　しかしうたた寝の夢だったら、どんなにか良かったことか。

「あれから……夜になると聞こえるんです。窓からあの〝音〟が、とん、って」

「ああ……それは……」

　比奈実の説明に、蒼衣が同情するように表情を歪ゆがめた。

「それは……キツいですね」

「……うん……」

　その反応だけでも、比奈実は少しだけ救われた思いになった。

　泣きそうな思いになる。今まで自分だけで悩み続けて、誰にも相談できなかったのだ。あれから毎日、〝音〟が比奈実を悩ませていたのだ。

　リビングで家族といる時に、窓から、とん、と音がする。

「……っ！」

　比ひ奈な実みは、びくっ、とカーテンに意識が向く。しかし両親には聞こえていないのか、それとも気にしていないのか、全く注意を払わない。

　リビングだけでなく自分の部屋でも、カーテンの向こうで、とん、と音がする。

「…………!!」

　悲鳴を上げたい気分になる。しかしその思いを押し殺して、下を向いたまま、絶対に窓に目を向けない。

　お風ふ呂ろに入っている時、曇りガラスの窓が、とん、と鳴る。

「…………………………っ!!」

　がたがた震えながら下を向いている。絶対に顔を上げない。お風呂場ばの曇りガラスには、カーテンなどついていないからだ。

　窓を叩たたく美み幸ゆきの亡ぼう霊れいは、家の周りをぐるぐる回っているようだった。

　そして中に比奈実がいると、とん、と窓ガラスを小さく叩く。

　つまりそこには、美幸が〝いる〟。

　自殺し、まるで蠟ろうのように真っ白な顔をして、死んだ美幸が、そこに〝いる〟。

　まるで、比奈実に家の中へ入れてもらおうとしているかのようだ。

　夜が怖かった。一いつ睡すいもできない日も多かった。

　とうとう疲労のため、体育の授業で倒れて、保健室に運び込まれた。そしてその時、比奈実の様子を不ふ審しんに思って相談に乗ってくれようとした友達がいて、その時にぽろっと本当のことを言ってしまったのだ。するとそれを聞いた友達が、別の友達を紹しよう介かいしてくれた。

「……ああ、そういう話なら、リカだ」

　そしてそのリカという友達の友達と電話で話をして、すぐさま霊れい能のう者しやを仲ちゆう介かいしてくれることになって、今に至る。

　少しは疑いもしたが、それ以上に弱っていた。ほとんど飛びついた。

　やって来るのが、こんな人形じみて綺き麗れいな少女だとは思わなかったが。

　その雪ゆき乃のは鋭い目を、窓の外に向けている。彼女について一つ気になる点があるとすれば合あい服ふくの袖そでから覗のぞく包ほう帯たいだ。美幸の自殺方法が頭をよぎった。

「あの……どう……でしょうか？」

　比奈実はその雪乃に、そう、訊たずねた。

　聞けば少年の方は付き人のようなもので、実際に霊能者としての活動をするのは、こちらの雪乃らしかった。

　一つ年下だと聞いてはいたが、立場と、そして雰ふん囲い気きに吞のまれてつい敬語になる。

　雪乃はそんな比奈実を、微かすかに眉まゆを寄せて見ると、逆に訊たずねた。

「……もう一度確認するけど、今日は夜中まで、誰もいないのね？」

「あ……はい」

　比ひ奈な実みは答えた。

　比奈実の両親は、恋愛を至上の価値観にしている比奈実を育てた親らしく、今でも恋人のように仲が良く、月に一度夫婦だけで食事をして、夜遅くまでお酒を飲んで帰って来るという慣習をもっていた。

　そう、最初に美み幸ゆきの亡ぼう霊れいを見た時も、丁ちよう度どその日だったのだ。

　だからいま両親はいない。今日この日を指定したのも、そのためだ。

「……そう」

　雪ゆき乃のはそれだけ聞くと、頷うなずいた。

　そして、

「準備するわ。着替えるから、どこか部屋を貸して」

　そう言って提さげたままの、古い革かわ張ばりのトランクを軽く持ち上げて見せた。

「あと打ち合わせするから、白しら野の君も」

「あ……うん」

　呼ばれて、蒼あお衣いが顔を上げる。

　そして蒼衣は、ふと比奈実の方を見ると、気を遣つかったらしく大窓のカーテンに手をかけて、剝むき出しの窓を覆おおい隠かくした。




　　　　†




「………………」




　雪乃と蒼衣が部屋を出て、リビングに取り残された比奈実。

　不意に時間が空いた比奈実はソファに座って、その意識の空白を脳が埋うめようとでもしているように、ふと今に至るまでのことを思い出し、一人、物思いに沈んでいた。

　全すべての原因になった、あの美幸の自殺のことだ。あの、憧あこがれの先せん輩ぱいと付き合い始めて浮かれていたところからの急転直下は、あの留る守す電でんメッセージと相まって、比奈実にひどい罪悪感をもたらした。

　ただそれは、浮かれている間に親友が悩んでいることに気づいてあげられなかったとか、そんな曖あい昧まいな理由ではなかった。

　比奈実は美幸の自殺が────自分が原因だと、ほとんど確信していたのだ。

　比奈実ははっきりと憶おぼえていた。あの帰り道で美幸の頼みを断った時の、美幸が一いつ瞬しゆん見せたあの表情を。美幸は気づかれていないと思っていたようだが、見ていた。何故なぜなら罪悪感はすでに、あの断りの台詞せりふを口にした時、すでに比ひ奈な実みの心の中にあったのだ。

　その罪悪感の理由は、その数日前にあった、先せん輩ぱいたちとの会話にあった。

　実は比奈実は美み幸ゆきに頼まれるまでもなく、美幸と大おお塚つか先輩を近づけられないかと、美幸の恋に協力できないかと、密かに考えていたのだ。

　辰たつ宮みや先輩と大塚先輩は、以前からスケジュールが合った時に一緒に下校したり、その途と中ちゆうでファミレスや喫きつ茶さ店てんでダベリをしていた。比奈実は辰宮先輩と付き合いだしてから頻ひん繁ぱんにその場に同席するようになったのだが、この場に美幸も一緒にいられたら楽しいかもしれないと思ったのは、比奈実も同じだったのだ。

　機会があれば、それとなく大塚先輩に美幸に興味を持ってもらえるようにしよう、と。

　あるいはせめて、美幸をどう思っているかくらいは、聞き出せればいいな、と。

　そしてその機会は、思いのほか早くやって来た。

　しかし────

「……ああ、有あり賀がさん？」

　たまたまファミレスで美幸のことが話題に出た時、大塚先輩は、そのクールな風ふう貌ぼうの眉まゆを微かすかに寄せて、淡々と言ったのだった。

「悪いけど彼女は、ちょっと気持ち悪いな」

「！」

「ああいう根ね暗くらな子は好きじゃない。それに部活やってる時、ふっと目を上げたら必ず目が合うんだ。いい気分じゃない」

「そりゃ鷹たか司し、案外お前のことが好きだったりするんじゃねーの？」

「冗じよう談だん。前から思ってたけど、好みじゃないどころか、嫌きらいなタイプだよ。でも先輩の義務として話も指導もするし、差別はしない。春はる人とに迷めい惑わくをかける気はないからな」

「…………！」

　ぎょっとした。そしてそれを聞いた瞬しゆん間かんに、比奈実は計画を諦あきらめると同時に、この話は美幸には黙っておこうと決めた。大塚先輩の口ぶりからすると、比奈実と美幸が昔からべったりの親友だということを知らないようだ。つまりこの言葉は、大塚先輩の偽いつわらざる気持ちだということは間違いなさそうだった。

　というか、何となく納得していた。

　昔から美幸は、比奈実と話す時だけはそれなりに明るいものの、普段は真面目まじめで無口で地味な女子として、男子からは軽んじられていた。

　大塚先輩に限ってそんなことはないなどと考えるのは、あまりにも虫が良すぎる。

　黙っておこう、そう思った。大塚先輩にそう思われているなどと美幸に伝えても、無む駄だにショックを与えるだけだ。

　それに黙っていれば、きっと先輩が卒業してうやむやになる。

　今まで美み幸ゆきとは好きになった男の子の話は何度もしてきたが、昔から────小学六年の頃が最後の記き憶おくだが────美幸は男の子を好きになっても何も行動には起こさないで、そのままになることが常だった。

　黙っていればいい。美幸は行動はしない。

　黙ってさえいれば、そのうち単なる片想いの思い出になると、そう思って胸に秘めた。しかし美幸はあの日、こんな時に限って、あろうことか〝行動〟したのだ。先せん輩ぱいとの仲ちゆう介かいを比ひ奈な実みに頼んできたのだ。

　よりにもよって、こんな場合の時に限って。

　聞いた瞬しゆん間かん心臓が跳はね上がった。どう答えようかと、心の底から迷った。

　迷って、迷って…………断った。そのとき比奈実は親友の美幸の頼みに応こたえるよりも、先輩たちとの関係を、悪くすることを恐れたのだ。




「…………ごめんね。それ無理」




　かくして、美幸は命を絶った。

　まさか死ぬとは思わなかった。罪悪感が残った。

　しかしそれは、後悔ではなかった。どう考えても承しよう諾だくの選択肢しはあり得ない。だから後悔ではなく、罪悪感が残った。

　夜、家で一人になった時などに、傍かたわらの携帯に目が行って、ふとあの留る守す電でんを思い出す。

　あるいは夜、お風ふ呂ろに入っている時、お風呂場ばで死んだという美幸に、ふと思いが至る。

　比奈実は自分のために、親友を見捨てたのだ。今でも脳裏から離れない、今まさに死にゆく美幸の声。

『寒い……』

　何度も『寒い』と呟つぶやきながら、徐じよ々じよに消えゆく、美幸の声。

　昔、美幸と話した会話を、ふと思い出した。




「比奈実さあ……あんたそうやって遊んでばっかりだと、そのうち将来『アリとキリギリス』みたくなるよ」

「えー、いいもん。楽しければいいもん」

「冬になって吹雪ふぶきの中で飢うえ死にしても、あたしは容よう赦しやなく見捨てるからね」

「えー……」




　いま考えてみれば、完全に立場が逆になっていた。

　考えてみればこと恋愛に関して言えば、比奈実は努力を惜おしんだことはないのだ。

　対して美み幸ゆきは勉強や趣味ばかりに打ち込んで、恋愛に関しては、何もしていなかった。

　比ひ奈な実みは外見を磨みがき、お洒落しやれを磨き、好意を持たれるように明るく頻ひん繁ぱんに話しかけた。週末にバイトをしてバイト代を服やギターに費やし、美幸には『不純な動機』と言われるだろうが、少しでも先せん輩ぱいの気を引けるようにと必死になって家でギターの練習をした。

　だが美幸は、内面を磨けばいつか振り返ってもらえるのではないかと、勘かん違ちがいしていた。

　比奈実に言わせれば何もしていないに等しい。お洒落についていけないので早々に諦あきらめてファッションに気を使わず、恋愛とは関係ない勉強や趣味ばかりにうつつを抜かして、自分の立場や能力を地味に高めてゆくことばかりに傾倒していた。

　比奈実の恋愛観とは、まるで違う価値観。

　正直間違っていると思っていた。だが、それはそれでいいとも思っていた。

　もしかすると昔から頭の良さでは敵かなわなかった美幸に、女として自分が勝まさっていることに、どこかで優越感を持っていたのかも知れない。

　そんなことにも思い至り、それもまた、罪悪感に拍車をかけた。

『寒……』

　友達を見殺しにした、アリ。

　わたしはアリ。見殺しにした友達への割り切れない思いを抱かかえて、日々を暮らす。

　割り切れない思いを抱えたまま学校に行き、友人たちと笑い、放課後に先輩たちと笑う。

　そして帰宅して家族と笑い合って、一人になった時は暗い物思いにふけるという、そんな毎日を、繰り返し過ごす。

　そして────そんな時に、美幸は窓の外に立った。

　罰ばつだと思った。恐ろしかった。だが負けたくなかった。死にたくなかった。

　わたしは、何も悪いことはしてないはずだ。わたしは、そして美幸は、ただ『アリとキリギリス』に、なっただけなのだ。

　わたしは、美幸がかつてそう言っていたのと同じように、容よう赦しやなく見捨てただけだ。

　わたしは、美幸は、恨うらみっこなしで、立場が逆になっただけだ。

　わたしは、勝っただけのはずなのだ。

　わたしは、

　わたしは、

　わたしは、

　わたしは────







　とん、







「………………っ!!」

　瞬しゆん間かん、悪お寒かんが肌はだを駆かけ上がった。

　全すべての言い訳も、強がりも、その瞬間に、残らず頭から吹き飛んだ。

　ソファに座って顔を俯うつむけたまま、全身が硬こう直ちよくし、瞬まばたきもできずに目を見開いた。

　聞こえた。こんな時に。窓ガラスに触ふれる硬かたい音。見捨てられて死んだキリギリスが、アリの家の窓を、叩たたく音。

　部屋の中には、たった一人だった。

　俯けて固まった視界の端はしに、窓を覆おおう、カーテンが見える。

　部屋には誰もいない。蒼あお衣いも雪ゆき乃のも。まだ準備のために別の部屋で、帰って来ていない。

　ただ一人で、部屋の中。

　あの時と、同じだ。




　しん、




　と静寂が、膨ふくれ上がるように、窓と部屋を満たしている。

　怯おびえで身体からだが硬直した。芯しんから震える。言葉が喉のどに詰まって、声が出せない。

　ただ両の耳が、皮ひ膚ふ感覚が、動かない視界の端はしが、全すべてカーテンへと、その〝向こう〟へと張り詰めていった。

　しかし感じるのは、ただ静寂だけ。

　窓はカーテンに隠かくされて、その姿を見ることはできない。ただカーテンの向こうに広がっているのは、先ほど〝音〟を立てたばかりの、深い沈黙だけ。

　すなわち────あの美幸のいる、沈黙。

　乾かわいた口から、喉から、言葉がこぼれた。

「…………み……ゆき……」

　その〝音〟を、外にいる〝モノ〟を、初めてその名で呼んだ。

　見殺しにした友達の名前。しかし〝それ〟をその名前を呼んだその瞬間────カーテンに隠された窓の向こうで、




　とん、




　と小さく窓を叩たたく音が、部屋の中に、応こたえるように、再び響いた。

　途と端たん。




　ぞおっ、




　と生暖かい異質な空気が動く感かん触しよくが肌はだに触ふれて、背筋に悪お寒かんが走った。

「………………!!」

　ねっとりと湿った温度の、冷房のあるこの部屋のものでは明らかにあり得ない、舐なめるような空気が、肌を撫なでたのだ。

　風ふ呂ろ場ばの空気を腐くさらせたような、異様な空気。

　そしてその空気がどこから入って来たものかは、探すまでもなく、すぐに知れる。




　視界の端はしに見えるカーテンの裾すそが、ゆっくりと外から流れ込む生暖かい空気に乗って、内側へと向けて小さく揺れていたのだ。




　カーテンの向こうで、窓が開いていた。

　閉まっていたはずの、鍵がかかっていたはずの窓が音もなく開いていた。

「………………!!」

　息を吞のんだ。心の中で悲鳴を上げた。這はうようなゆっくりとした空気が外から部屋へと流れ込んで来て、生暖かく肌を撫なでて、そしてカーテンの裾をゆっくりと小さく持ち上げて揺らしていた。




「………………!!」




　微かすかに開いて、揺れるカーテン。

　鳥肌が立つ。身体からだがぴくりとも動かない中、眼球が視界の端のカーテンの裾を、痛むほどの横目で見つめた。




「………………!!」




　見る。揺れるカーテンの隙すき間まから、黒い夜の色が見えた。

　そして────




　目が合った。




　カーテンの隙間から、夜を背景に濡ぬれたような真っ白な〝顔〟が部屋の中を覗のぞいていて、その大きく見開いた無表情な死人の目と、真正面から目が合ったのだ。







『…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………』

「──────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────っ!!」







　その瞬しゆん間かん、爆発的なまでの恐ろしい沈黙が空間に満ちて、瞬またたく間に全身の毛が逆さか立だった。心の中で声にならない恐ろしい絶叫が上がり、瞬しゆん時じに心の中が、その絶叫によって一色に塗ぬり潰つぶされた。凄すさまじい悪意と狂気と密度を持った強烈な沈黙が毒のように皮ひ膚ふを炙あぶり、魂たましいを握り潰つぶした。脳が焼けそうな凄すさまじい恐怖に晒さらされてただ目を見開き、その〝顔〟と目を合わせたまま、魂が壊こわれそうなほどの絶叫を心の中で上げ続けた。

「…………………………!!」

　真っ白な濡ぬれた指が、カーテンの合わせ目を這はうように摑つかんだ。

　しかしどうすることもできず、悲鳴で焼き切れそうなほど真っ白になった頭で、眼球がこぼれ落ちそうなくらいに目を見開いて、その奥にいる〝顔〟と目を合わせ続けることしかできなかった。

　窓から家の中に、強烈な気配を持つ〝死人〟が進入して来る。

　びしゃっ、と音を立てて真っ白にふやけた脚あしがカーテンの隙すき間まから差し入れられて、そこからフローリングの床ゆかに、水溜たまりが広がる。

　ぼたぼたと、水すい滴てきがフローリングを穿うがつ音。

　髪かみから、顎あごから無数に水滴を垂らしながら〝死人〟が身を乗り出し、手を伸ばす。

　生きた人間のものでは到底あり得ないほど白くふやけた指先が、目の前へと伸びてきた。

　そして水滴を落としながら差し出された腕うでの、その手首がぱっくりと半ばまで切り裂さかれて中身が覗のぞいているのを見た時──────比ひ奈な実みの口からとうとう、本当の悲鳴が迸ほとばしり出た。




「いやああああああああああああああああああああああああああああああ──────っ!!」




　瞬間、黒い風が比奈実の横を駆かけ抜けた。

　何事かを認識する暇ひまもなかった。気づいた時には漆しつ黒こくのドレスのようなものを翻ひるがえした人影が暴力的な足音と共に比奈実の脇わきをすり抜けて、走り抜けた勢いそのままに、カーテンの間から侵入して来ようとしていた〝モノ〟にブーツを履はいた足で凄すさまじい前まえ蹴げりを叩たたき込んだ。

　湿った重い音が響き、水すい滴てきを撒まき散らしながら吹き飛ぶ白い〝人体〟を、黒いドレスの人影が追いかけるようにカーテンを開け放つ。そのまま飛び降りるように庭へ。そこでそれが何者なのか、ようやく比ひ奈な実みは気がついた。

「あ……！」

　鋭するどく厳しく研とぎ澄まされた、美び貌ぼうの横顔。

　時とき槻つき雪ゆき乃の。少女は漆しつ黒こくを基調としたいわゆるゴシックロリータのドレスを着て、長いスカートと黒くろ髪かみを翻ひるがえし、庭へと降り立った。

　足元には、例えるなら毀こわれた人体のような、白い屍し肉にくの塊かたまり。

　すぐに〝それ〟が〝顔〟を上げる。〝手〟を伸ばす。しかし雪乃はそれらに一切構うことなく、〝それ〟を鋭い目で見み据すえたままで、左手首に巻いてあった包ほう帯たいを毟むしり取るようにして引きほどいた。

　白い包帯が、夜の闇やみの中に舞った。そして直後────




「────〈私の痛みよ、世界を焼け〉っ!!」




　澄んだ裂れつ帛ぱくの声で叫ぶと、ぢぎぢぎぢぎっ、と凶きよう暴ぼうな音を立てて伸ばしたカッターナイフの刃やいばを、自分の左腕うでに当て、思い切り強く引き切った。

「っ!!」

　薄うすいカッターの刃がたやすく腕の皮と肉を切り裂さいて、半ば以上腕の中に潜もぐり込んだ。血管を切断し筋をなぞり、雪乃の身体からだが、激痛に一度痙けい攣れんした。

　瞬しゆん間かん。




『────ぎゃあっ!!』




　獣けものじみた絶叫と水が蒸発する音、そして猛もう然ぜんたる炎ほのおの音が吹き上がり、それと同時に夜の色に塗ぬり潰つぶされていた庭が瞬しゆん時じに炎ほのおの色に塗り替えられた。

「!!」

　息を吞のんだ。何があったか分からないが、庭に転がっていた屍肉の塊が、突如火柱とでも呼ぶべき強烈な勢いの炎に吞み込まれたのだ。空まで噴き上がりそうな爆発的な火か炎えんはガスバーナーにも似た炎の音を立てて、火をつけられた獣けもののように転げまわる〝人体〟を舐なめるように執しつ拗ように焼き焦こがす。

　猛もう烈れつな密度の炎の中で、もはや影にしか見えない〝人体〟。

　髪かみと肉と芝しばの焼ける臭におい。そして炎と絶叫と火の粉を上げて暴れまわる〝人体〟を、火の粉が舞う中で、厳しい表情で見下ろすゴシックロリータの時とき槻つき雪ゆき乃の。

　しばしその異常でおぞましく美しい光景を、比ひ奈な実みは呆ぼう然ぜんと見つめた。

　そしてどれくらいだろうか、時間感覚の失われた世界の中でその光景を眺ながめ続けた後、ようやくある程度正気を取り戻し、恐ろしいことに気がついた。




「……美み幸ゆきっ!?」




　比奈実は悲鳴のような声を上げて、立ち上がった。

　正確には立ち上がろうとして腰こしが抜け、立ち上がれなかった。

　気づいたのだ。いままさに劫ごう火かに焼き尽くされようとしている〝人体〟は、他ほかの何ものでもない、比奈実の親友の成れの果てなのだ。

　ここまでは望んでいなかった。ただ比奈実は、助かりたかっただけなのだ。

　そして本心では、謝ることができるなら謝りたいとさえ思っていたのだ。

　比奈実は庭へと手を伸ばし、這はって行こうと、床ゆかの上でもがいた。

「やめて……！」

　そして叫びかけたところを、誰かに肩かたを押さえられた。

「！」

「危ないから、行かない方がいいと思います」

　止めたのは蒼あお衣いだった。その蒼衣の腕うでを摑つかんで、比奈実は涙なみだ声ごえで、訴えた。

「お願いやめさせて！　美幸が！」

　しかし蒼衣はその人の良さそうな顔に、困ったような痛ましいような微び妙みような表情を浮かべて首を横に振った。そして静かな口調で、蒼衣は言った。

「えっと……あれは……違うんです。あなたの美幸さんじゃありません」

　比奈実はその言葉に感情の糸を切られて、ぴたりともがくのをやめて、脱だつ力りよくしたように呆ぼう然ぜんとなった。

「え……？」

「なんていうか……あれは、霧生きりゆうさんのそういう思いを利用して取り憑ついた…………えーと、そう、浮ふ遊ゆう霊れいみたいなものなんです。だから大丈夫です。あなたの美幸さんには、誰も酷ひどいことはしてません」

　蒼衣は言った。

「もちろん、あなたもです」

　そして目を細めて、付け足す。

「今みたいな気持ちがあるなら、たぶん本当の美幸さんも、許してくれると思います」

「……」

　心の糸が切れた比ひ奈な実みはただ呆ぼう然ぜんと、蒼あお衣いの顔を見返した。

「………………」

　しばらく無言で見詰め合い、そのうちに蒼衣の表情が、困ったものになってきた。

　しかし、さらにしばらくの時間が経たって、比奈実の心に言葉が沁しみこみ始めると────呼び水のように感情が次から次へと溢あふれ出して、比奈実はその場で表情を歪ゆがめると、蒼衣にしがみついて思い切り号泣した。




「……ぅ……うあ……！　うわああああああああああああああああああ…………っ!!」




　比奈実は泣いた。後から後から感情が湧わき出して、止まらなかった。

　その感情を、全すべて涙なみだと声に変えてしまおうとするかのように、泣き続けた。

　熱い目から熱い涙が流れ出して、頰ほおを、顎あごを、伝った。胸の中の感情が肺から吐はき出されてゆくかのように、声を上げ、吐き出して、ただひたすらに泣き続けた。

「……」

　雪ゆき乃のが庭から、ブーツを脱ぬいで、リビングに上がってきた。

　そしてそんな蒼衣と比奈実の様子を見ると、左腕うでに新しい包ほう帯たいを巻き直しながら、僅わずかに表情を歪めて、吐き捨てるように言った。

「……物好きにも程ほどがあるわね。死んだ人間の意思の勝手な代弁なんて、偽ぎ善ぜんと気休め以外の何物でもないわ」

「そうかもね」

　そんな雪乃の嫌いや味みに、蒼衣は困ったように笑った。

「でも雪乃さんも、今日は家を火事にしないようにわざわざ蹴けり出したんだよね？」

「……」

　何を言っているのかとでも言う風に、雪乃の眉まゆ根ねが寄る。

「つまり、〝物〟か〝心〟か、方向性が違うだけで、同じように雪乃さんも気を遣つかってる。ちゃんと優しいと思うよ」

「うるさい。殺すわよ」

　蒼衣は苦笑して、話題を変えた。




「……終わった？」

「ええ」




　それから朝まで、記き憶おくは途と切ぎれる。

　………………







　　　　４




　比ひ奈な実みが次に気がついた時、またソファの上で朝だった。

　どうやら泣き疲れて、知らない間に眠ねむってしまっていたらしかった。

　またタオルケットをかけられていた。両親に笑われた。ただ夢ではないことは確実で、庭の芝しばに焼け焦こげた跡あとがあったので、誤ご魔ま化かすのが大変だった。

　比奈実がお礼も言わない間に、二人の霊れい能のう者しやは姿を消していた。

　仲ちゆう介かいしてくれた友達の友達にもう一度連絡を取らせてもらったが、「お礼を伝えておく」とだけ言われて、結局それっきりになった。

　あの〝音〟は、もう聞こえない。

　あれは美み幸ゆきではなかった。比奈実の罪悪感につけこんで、他ほかの〝モノ〟が、比奈実を食い物にしようとしたのだった。

　比奈実の、美幸に対する、罪悪感。

　これを持ち続けている限り、また何かにつけこまれるかもしれない。

　だが蒼あお衣いという男の子が言っていたように、本当に美幸は許してくれるのだろうか？　あるいは許してくれる日が、来るのだろうか？

　何より、自分を完全に許せる日が、来るのだろうか？




　わたしはアリ。見殺しにした友達への割り切れない思いを抱かかえて、日々を暮らす。

　割り切れない思いを抱えたまま学校に行き、友人たちと笑い、放課後に先せん輩ぱいたちと笑う。

　そして帰宅して、家族と笑い合って……




　　　　†




　夏の盛り、蟻ありが冬の食料を溜ため込むために働いていた。コガネムシ（異話ではキリギリス）はそれを見て、他ほかの動物が休んでいるときに働くのは何とも馬鹿らしいことだと驚いた。

　蟻はその時黙っていたが、やがて冬になると食べものがなくなり、飢うえたコガネムシは食べものを分けてもらおうと蟻の家を訪ねた。それに対して蟻は言った。「君は私が汗水流して働くのをとやかく言ってくれたが、君もあのとき苦労していたら、いま食べものに困ることはなかっただろうにな」





────アイソーポス（イソップ）寓話
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　　　　＊




「あれ？　雪ゆき乃のさん？」

「……盛り上がってるところ悪いけど、時間だわ。置いてくわよ」




　自分の〝道具〟が入った鞄かばんを手に立ち上がった雪乃を、蒼あお衣いは慌あわてて追いかけた。

　いつの間にか日課の見回りに出る時間になっていた。蒼衣と雪乃は、毎日夕刻からしばらくの間、〈神か狩がり屋やロッジ〉が受け持っているこの町と周辺都市を、一ヶ所ずつエリアを決めて訪れ〈泡ほう禍か〉の出現を監かん視ししていた。

　実質散歩のようなものだが、それだけでもないので神経も使う。

　とにかく観察が大事だった。そして後は少しでもおかしなものを見つけたら、すぐさま首を突っ込む、お節せつ介かいも必要になる。

「ちょ、ちょっと待って……」

「その必要がどこにあるの？」

　バッグを拾いながら呼びかける蒼衣に、雪乃はさっさと店を出たところで振り返り、冷たく言い放った。

　だが意識していないだろうが、答える辺りが律りち儀ぎで甘い。蒼衣はその間に追いついて、雪乃に並んで歩き出す。

「今日はどこ？」

「電車で下って三駅。その周辺にするわ」

「今日は勘かん？　ローテーション？」

「ローテーションの方よ。姉さんは何も感じてない」

　雪乃は答える。普段は地区に順番を決めて見回っているが、時々雪乃の姉が何かを感じ取って、場所を変えることがあるのだ。

　そんな時はかなりの確率で、〝何か〟に出くわす。

　今日もまた〝それ〟でないことに、蒼衣は少し安心する。

　蒼衣は言った。

「今日もなんにも起こらないといいね」

「……」

　小さな意地悪。

　雪乃は案の定、むっ、と蒼衣を睨にらんで、しかし何も言えずに、蒼衣を置いて行こうとするかのように足を早めた。

　雪乃は、『復ふく讐しゆう者しや』だ。

　一つでも多く〈神の悪夢〉との戦いに身をおいて、それを狩り尽くすのが雪ゆき乃のの望みだ。

　なのでいま続いている平へい穏おんは、雪乃にとって苛いら立だたしい現実だ。蒼あお衣いはこの状況の中で少しは雪乃の針が『普通』に振れて欲しいと思っているが、なかなか雪乃のガードは固い。元々の真面目まじめさが、この場面では良くない方向に働いていた。

　そして、




『────ふふふ。だから言ってるのに。敵てき意いの渇かわきを癒いやせるのは、敵意だけだって』




　不意に囁ささやく、もう一つの雪乃を頑かたくなにするモノ。

　世にも昏くらく楽しそうな少女の声。肌はだに触ふれる温度が下がるような笑みの気配と共に、雪乃とそっくりな、しかし対照的なほどに少女然とした影が、長い黒くろ髪かみとゴシックロリータの衣装を虚こ空くうにたなびかせるようにして二人の背後に突如浮かんだ。

『敵意っていうのはね、与え合いだわ。向けてばかりじゃ渇かわくし、相手から返って来ないと癒されないの』

　雪乃の姉、時とき槻つき風かぜ乃のの亡ぼう霊れい。

『あなたの敵意の向かう先は〈悪夢〉だけど、夢は敵意を返してくれないわ。もっとほら、身近にたくさん生きた癒いやしの泉があるでしょう？』




　楽しそうに、風乃は言う。

『満たされるわよ？　敵意と敵意の与え合いは。まるで激しいキスのよう』

「……」

『一方的に与えるのも一方的に与えられるのも、不幸せだわ。与え、与えられてこそ幸福というものよ。違う？』

「……うるさい。そろそろ黙らないと殺すわよ」

　雪乃は底冷えのする声で言い放つ。

「私は怪物と戦うために怪物になるの。学校なんていう虫むし籠かごの虫が、どんな声で鳴こうが興味はないわ」

　くすくすと風乃は笑った。

『ひどいわね。お姉ちゃんの真似まねをする、可愛かわいい妹なのに』

「うるさい!!」

　雪乃は、それきり黙殺する。
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　　　第三話　　金の卵をうむめんどり
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　夜、お風ふ呂ろから出て。

　バスタオルで体を拭ふいて。

　パジャマを着て洗面台を見たら。

　そこに置いておいたはずの指輪が失くなっていた。




「え…………うそ……」




　みるみるうちに真まっ青さおになる、風呂上りの少女の顔色。

　消えていた。お風呂に入る前に確かにそこに置いたはずの、まだ中学生である彼女には釣つり合わないデザインをした、小さな宝石の埋うまった金のリングが。

　もちろん価格も釣り合わない。そして、サイズも。

　高価で大人おとなびた、十三歳さいの少女の指には大きすぎるそのリングに、彼女はペンダントの鎖くさりを通して、いつも首にかけていたのだ。……こんなお風呂の時など以外は。

　死んだお母さんの、形見の指輪なのだ。

　大切な指輪だった。鏡に映る自分の顔が、ショックで蒼そう白はくになっていた。

　鼓こ動どうの激しい胸元を押さえ、必死で脱だつ衣い場ばの床ゆかを見回した。籠かごを動かし、そして籠に入った洗い物の衣服をひっくり返して、棚たなの隙すき間ままで覗のぞき込んだが、大事な指輪は影も形も見当たらなかった。

「そんな……！」

　それでもなお、少女は脱衣場を探し回る。

　必死さに引き攣つった表情で、もうすでに探した場所を、またさらに細かい場所までをも、何度も何度も探し回った。

　洗濯機の下を覗き込み、洗い物の衣服を広げ、ポケットの中を探った。洗濯機の中を探り、お風呂場の中まで探して、そんなところにあるはずもない高い位置の戸棚まで開けて、少女は形見の指輪を見つけ出そうとした。

　それでも、ない。

　失なくした!?　そんな！　半ば涙なみだ目めで床ゆかを這はう少女。

　濡ぬれた髪かみの毛が冷え切って、ひたひたと頰ほおに触ふれている。だが少女の内心は、もはやそれどころではなかった。

　大事な指輪なのに！　形見の指輪なのに！

　頭の中は、それで一杯だった。

　たった一つの形見なのに！　絶対なくしちゃいけないのに！

　そんな焦あせりや後悔のようなものが入り混じった恐怖に似た感情が、心と頭を埋うめ尽くす。

「…………どうしよう……」

　それでも見つけられず、少女は床に手を突いたまま動きを止め、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　そうして部屋の中の動きが止まり、静かになった脱だつ衣い場ばには、くぐもったリビングのテレビの音が漏もれ聞こえて、少女の耳に入ってきた。

　まくしたてるような芸能人の声と、笑い声が入り混じった、下げ世せ話わな趣味の夜の番組。

　そしてそんなテレビの音に被かぶさるようにして、はっきりと聞こえてくる、そんな番組を見る人間に相応ふさわしい品のない笑い声。




『お母さん』の、笑い声。




　お父さんの再さい婚こん相手。そしてその声を聞いた途と端たん、少女の頭の中に、不意に鎌かま首くびをもたげるようにして、強い疑ぎ惑わくと確信が湧わき上がった。

「………………」

　無言でゆっくりと立ち上がる、少女。

　鏡には血の気と表情が失うせた、自分の顔が映っていた。

　短めで猫ねこっ毛の濡ぬれた髪かみに、どちらかというと素そ朴ぼくな印象をした顔。

　いまリビングで笑っている、あのけばけばしい女とは、どこにも似た部分を見出せない、自分の────本当のお母さん似の────古こ我が翔しよう花かの、蒼そう白はくな顔。




　………………

　…………………………
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　一年と少し前にお父さんが再婚してから、翔花には友達の家で泣く習慣ができた。

　家はもう翔花にとって安心できる場所ではなくなったからだ。それに何より自分が泣いているところを、何があっても、『あの女』に知られたくなかった。

　なのでこの日も、翔しよう花かは近所にある親友の家に行って、彼女の部屋で泣き伏した。

　もう夜も九時過ぎ。

　あの脱だつ衣い場ばでの出来事の、すぐ後。

　この一年の間で、通算すると九回目になる。

　そしてそのうちの大半、つまり最初と今回を含む六回については、翔花が泣く原因になったのは、まさに他ほかでもない『あの女』なのだった。




「……う……ひっく……ごめんね……」

「いいよ翔花ちゃん。気にしないで」




　そんな夜遅くに他人の部屋の床ゆかに座り込み、泣きじゃくる翔花の背を、当の部屋の主ぬしは嫌いやな顔一つせずにぽんぽんと叩たたいた。

　同学年の少女。彼女はこの翔花の迷めい惑わくな習慣を、嫌がるどころか、心から案じていた。

　彼女は小学校の頃から学年でも飛びぬけて目立っていたその美び貌ぼうに、どこか生き真面まじ目めな性格が窺うかがえる心配の表情を浮かべている。

　一見近寄りがたい美少女だが、その実育ちが良くて真面目な彼女は、小学校の時ピアノ教室で出会ってから────誰にでも優しい彼女にとってはそうでもないかもしれないが────少なくとも友達のさほど多くない翔花にとっては、一番の親友だった。




　時とき槻つき雪ゆき乃のという、珍しい苗みよう字じをした同い年の少女。




　一度打ち解けて友達になって以来、翔花は雪乃に、それこそ何でもと言っていいほど色々相談に乗ってもらっていた。

　当然翔花の家庭の事情も知っていて、今もその上で心配し、慰なぐさめてくれている。彼女は人から愚ぐ痴ちや相談を聞かされたり関わったりすると無む下げにできない律りち儀ぎな性格で、翔花から見ると大変そうだが、当の彼女自身はそのことには無自覚なところがあった。

「私は何も言えないけど……つらいことは、聞いてあげるから」

「……うん。ありがと」

　しかし色々と相談に乗ってくれている彼女も、ことこの話題に関しては、あまり踏み込んだことを言ったことはない。

　話を聞き、慰めるだけ。そして翔花も、それ以上は求めていなかった。

　無責任なことは言わずにただ愚痴を聞いてくれ、隠かくれて泣く場所を提供してくれている。

　この雪乃の対応は十分理想的だ。所しよ詮せんは翔花の家庭の問題であり、どうあっても雪乃には立ち入ることができないのだ。

　結局は、翔しよう花か自身が解決するしかない問題。

「……絶対…………絶対、あの女がお母さんの指輪、取ったんだ……」

「…………」

　彼女の家庭の問題。翔花はこれがあの女の犯行であることを、完全に確信していた。

「ちくしょう……！」

　翔花は嗚お咽えつの下から呻うめくように、自分の感情に潰つぶされないように憎悪の言葉を吐はき出す。強い感情を含んだ、熱っぽい涙なみだが視界を焼いて、鼻の奥を突いた。そんな翔花の背中に雪ゆき乃のがそっと、手を乗せる。

「どこかに隠かくしてるんだよ。あの女……許せない……」

「……」

「ちくしょう……うう、落ち着かなきゃ。落ち着かなきゃ……見つけられるものも見つけれない……！」

　翔花はあの後、すぐさまあの女がいるリビングに怒鳴り込み、激しい怒鳴り合いと摑つかみ合いをしたのだ。

　そして家中を荒らすように捜そう索さくし、あの女の部屋と言っていい夫婦の寝室までをもひっくり返すようにして探し回った。しかし当然ながら指輪を見つけることはできず、激情のままに家を飛び出し、ここにやって来たのだ。

　はらわたが、煮えくり返っていた。

　あの女は翔花に引っ叩ぱたかれるまで、問い詰められながら、笑っていたのだ。

「ちくしょう……！」

「……」

　歯は軋ぎしりする翔花を見ながら、雪乃は無言だった。何も言わない。

　無理もない。両親仲良く健在で、本人も真面目まじめな良い子である雪乃には、何も言えないどころか、想像すら難しい話だろうと思う。

　実母の死。

　父親の再さい婚こん。

　継まま母ははとの確かく執しつ。

　そしてその継母が行ってきた、先せん妻さいの形見の指輪を盗ぬすむほどの嫌いやがらせと、継まま娘むすめに向ける露骨なまでの悪意に至っては、雪乃はもちろんのこと他ほかの人間でさえ容易には信じられないかもしれなかった。

　ほとんどの人間は、翔花が『意地悪な継母』と言うと、おとぎ話を想像する。

　だが少なくとも翔花にとって、『意地悪な継母』は、半年前から続いている実体を持った忌いまわしい現実だ。

「ひどいよ……」

　この部屋に来た翔しよう花かは、最初はあまりの悔くやしさに歯は軋ぎしりして泣き、そして今は指輪の行方ゆくえを心配して、悲しみに暮れて泣いた。

　家主の几き帳ちよう面めんさが窺うかがえる整せい頓とんされた部屋に、乱れた嗚お咽えつを響かせて、その嗚咽に言葉を詰まらせながら、途と切ぎれ途切れに言葉を紡つむいで心の中の絶望を訴えた。

「どうしよう……もしお母さんの指輪が見つからなかったら……」

　訴える。想像するだけで奈な落らくを覗のぞき込むような絶望を。

「もし見つからなかったら……壊こわされたり捨てられたりしてたら…………わたし、許さない。あの女を殺して……わたしも死んでやる……」

「翔花ちゃん……」

　本気でそう思っていた。あの女に、本当のお母さんの形見を踏みにじられるくらいなら、刺さし違えるくらい惜おしくなかった。それどころか当然の帰結だと信じていた。

「……お母さん……悔くやしいよ……」

　そんな、母への想いと継まま母ははへの思いを込めて、翔花は吐はき出す。

　こんなことを言うのは雪ゆき乃のの前だけだ。他ほかの人────特にあの女の前ではとてもこんなみっともないことはできないが、親友である彼女の前でだけは、翔花は人目を憚はばかることなく泣き伏し弱音を吐き憎ぞう悪おを垂れ流して、胸の内を吐き出すことができた。

　ここは親友の、雪乃の部屋だから。

　だが、その安心のせいで────翔花はうっかりと失念していた。この家に住んでいるのは雪乃だけではなく、他ほかにも彼女の家族がいるのだという、ごく当たり前の現実をだ。




　とん、




　と不意に、足音が聞こえた。

「あ……」

「……！」

　雪乃の短い呟つぶやき。無言の視線。慌あわてて翔花は顔を上げた。開けっ放しの部屋のドアの向こうに、人影が立っていた。

　相手と目が合った。しかし翔花はその瞬しゆん間かん、自分を取り繕つくろうことを忘れた。

　泣きはらした目でぽかんと見上げた。しかしそれは予期しないタイミングで急に人が現れたからではなく、部屋の前の廊ろう下かに立って翔花を見下ろしていたその相手の姿が、思わず目を疑うほどの現実離れした光景だったからだ。




　ゴシックロリータに彩られた、現実感を失なくすほどの美しい少女が立っていた。




「…………………………!!」

　雪ゆき乃のによく似た、しかし幼さが削そぎ落とされている割れたガラスのように刺とげ々とげしい美び貌ぼうが、切れ長の眼を射抜くように不ふ機き嫌げんに細めさせ、廊ろう下かの薄うす暗くらがりに立って冷たく傲ごう然ぜんと部屋の中を見下ろしていた。

　それこそ物語の中でしか見ないような強烈な白と黒のコントラストを作る衣装が、退たい廃はい的とも人形的とも言える白はく磁じの美貌を飾って目の前に屹きつ立りつしていた。

　雪乃の綺き麗れいな黒くろ髪かみよりもさらに長く美しい髪が静かに薄うす影かげの中に息づき、そこに結ばれて共に流れている黒いレースの黒いリボンが、悪夢じみた少女性の色気に仕上げをする形でその存在を儚はかなくも強く主張していた。

　近寄りがたいなどという印象を通り越して、魂たましいが喰われるような荒すさんだ美。

　まさに文字通り魂を喰われて、翔しよう花かは自分の状態も何もかもを一いつ瞬しゆん忘れ、真っ白になった頭で、呆ぼう然ぜんと〝その存在〟を見上げた。

「…………!!」

「…………………………」

　その少女は恐怖さえ感じるほどの沈黙でしばし少女を見下ろしていたが、今まさに責め苦を加えていた犠ぎ牲せい者しやから興味を失った魔女のように、すぐにふいっと翔花から視線を外した。そして雪乃の部屋の前をすうっと通り過ぎると、隣となりの部屋のドアを開け、閉じる音が廊下の向こうから聞こえて来た。

「…………………………………………」

「…………………………………………」

　一瞬にして降りた、異様な沈黙。

　やがて雪乃がぽつりと、小さな声で呟つぶやいた。




「お姉ちゃん……」




　その声は優しい雪乃が幸せな家族に向ける言葉としては似つかわしくない、困こん惑わくや隔かく意いの入り混じったものだった。

　幼おさな馴な染じみ同然と言ってもいい親友の雪乃。しかしその関係にも関わらず三歳さい年上だという彼女の姉とは、今まで数回ほどしか見かけたことはなく──────これほど間近で顔を合わせるのは、翔花も初めてのことだった。
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　時とき槻つき風かぜ乃のは、十六歳さいになる。

　本来ならば高一。だが学校には行っていない。

　小学校の頃は孤立していじめに遭あい、煩わずらわしいので中学校から皆に合わせることにした。

　そして演技によって窮きゆう屈くつな平へい穏おんを手に入れたものの、そのまま高校に上がった時に、クラスメイトが中学校以来のいじめグループと同じクラスになったことが原因で自殺して、それを見てから学校という牢ろう獄ごくの不条理に合わせるのが嫌いやになって学校に行くのをやめた。




　時槻風乃は、『ゴス』である。

　ゴシックロリータと呼ばれる服装を好み、それを着て平然と表を歩く。

　しかしファッションとしてゴスを好む人間は少なくないが、彼女の場合ファッションは付属物に過ぎない。

　彼女はその精神性において『ゴス』だった。彼女の生と日常は、そのほとんど全すべてがいつか必ず全てに訪れる死と、それを前提にした命と、世界への思し索さく、及びそれらへの耽たん溺できと苦悩に費やされているのだ。…………物心ついた頃から。




　時槻風乃は、知っている。

　この世界と全ての存在は、常に『痛み』という火によって、焼かれ続けている。

　幼い頃にマッチの火をつけて火傷したという、誰にでもありそうな経験。その経験から、賢さかしく感受性の強い幼女だった風乃は、火が危険なものであるということではなく、火という物の本質は『痛み』であると学んだ。

　大人おとなはそれを『熱い』であると風乃に教えたが、それは風乃には大きく本質を外した錯さく誤ごか欺ぎ瞞まんに思えた。

　あの感覚は、どう考えても『痛い』以外の何物でもない。

　きっと人は、『熱い』という言葉を発明したせいで、この火という現象が人体に与える感覚の本質を見失ってしまったのだと思った。そしてその幼い頃に感じ取った、世界が抱かかえているに違いないと思った重大な錯誤は、その後に風乃の日常を占めることになった思索において、たびたび主題になり続けた。

　火は、『痛い』もの。

　だが多くの人間は、それを違うものだと思っている。

　そして後に経験した、高熱で苦しみ、やがて冷たくなった、祖そ父ふの死。

　それら経験を経て、風乃の中で燻くすぶり続けていたこの『火』と『痛み』への思索は、やがて醸じよう成せいされて、一つの結論に至った。

　つまり『火』とは────『痛み』の精せい髄ずいなのだ。

　その『痛み』とは────『生命』そのものなのだ。

　そして世界は常に────『痛み』によって炙あぶられているのだ。

　例えば『温かさ』が、本当に大人おとなの言うように弱くゆるやかな『熱さ』ならば、この自分の胸に触ふれることで感じる温かい生命とは、すなわちゆるやかに続く『痛み』の道みち行ゆきに他ほかならないのだ。

　木が火に焼けるように。紙が日に焼けるように。

　人間は、そして全すべての生きとし生けるものは、身の内に宿した命という『痛み』によって、死という名の灰に燃え尽きるまで、肉体を蝕むしばまれ続ける燻くすぶる燠おき火びなのだ。

　きっと『熱い』という言葉は、人間が自分の生命に疑問を抱いだかないように、その悲惨な事実を覆おおい隠かくすために誰かが作った全人類に対する優しい欺ぎ瞞まんなのだ。

　優しい、しかし欺瞞。

　風かぜ乃のが愛し憎にくんでいる、優しさと、欺瞞。




　時とき槻つき風乃は、激しい感情と感性の生き物だ。

　ただし笑うことはない。激しく怒り悲しむ。例えどれだけ冷たく見えても。

　この日も風乃は、また母親がどこからか呼んできた新しいカウンセラーと面談して口論になった。そして憤ふん然ぜんと応接間を出て自室に閉じこもった後、激げつ昂こうから反転した奈な落らくのような落ち込みと不安に襲われて、衝しよう動どう的に机の上に置いてあった赤い柄えのカッターナイフを取り上げると、ちきちきと目一杯に刃やいばを伸ばした。

「……」

　深い呼吸。暗く据すわった目。

　風乃はそのまま右腕うでに巻かれた白い包ほう帯たいをおもむろに解くと、まるで俎まないたに魚を横たえるようにして、その腕を黒こく檀たん風ふう仕上げのされた机の上に置いた。

　新旧のリストカット傷が、目盛りのようにびっしりと刻まれた白い肌はだ。

　そのままカッターの冷たい刃を、ひた、と腕の内側の皮ひ膚ふに当てると、薄うすく鋭い刃は皮膚に当てただけで、ちく、と微かすかな痛みを発した。

「……んっ」

　そのまま刃を、薄く横に引く。

　肌はだの上のちくりとした痛みが横に引かれて、肌を引っかけるように切り裂さいて、びりっ、と鋭い痛みが走った。

　カッターの薄うす刃ばが皮を切り、薄く切り開いた肉の中を、神経に触ふれながら「ずずっ」と動く感かん触しよく。

　そしてその痛み。最初の電気のような痛みが、そのまま傷口周辺の肉を焼くような熱い痛みに変わるのを感じながら、風かぜ乃のは血が滲にじみ出してあっという間に赤い筋に変わったその傷の近くに、再びカッターの刃やいばを当てて横に引いた。

　すうっ、と刃が滑すべり、瞬しゆん間かん、びりっ、と痛みで指先が痙けい攣れんする。

　じわ、と傷口が熱くなる。はあ、と口から、溜ため息いきが漏もれる。

　その溜息は熱っぽい。痛みのせいだが、安あん堵どのようなものも深い。

　つい先ほどまで、狂おしいほど自分の中に荒れ狂っていた、自分を傷つけたいという衝しよう動どうが、みるみるうちに収まって自分が取り戻されてゆくのを感じているからだった。

「………………」

　ぼんやりとした自分の肉体と、その命に、痛みが形を与える。

　熱く痛む傷口から血が流れ出し、机の上に大きな水すい滴てきを作る。

　肌はだの上を生暖かい血が流れ落ちる感かん触しよくと、それが机に触ふれて冷やされてゆく感覚。

　目を閉じて、自分を苛さいなむ痛みに身と心を任せ、胸の底から溜ため息いきをついた。肉体の痛みが、心の痛みを癒いやしてゆくのが心地よかった。

　それが例え────




　例え祖そ父ふの病室で見た、末期癌の痛みに麻薬を投与するのと同種の安らぎであっても。




　傷口で灼しやく熱ねつする痛みを肌と心で感じながら、風乃は心の中で深く思う。

　火は痛み。

　痛みは命。

　手首に命を感じながら、風乃はその人形じみて整った眉み間けんに、苦痛と陶とう酔すい相あい半なかばの皺しわを寄せて目を細め、自分の部屋の天てん井じようを見上げた。

　奈な落らくのように、真っ黒に塗ぬり潰つぶされた天井を。

　正確には風乃自身が、魔女のマントのように黒い布を一面に張りつけた、洋室の天井を。

　ある日に天井を見上げて、頭上から降り注ぐ蛍けい光こう灯とうの光が眩まぶしいことが我が慢まんならなくなったのだ。以来、元は白かったこの部屋の天井は、夜にも似た色の布に覆おおわれて、ひとたび外で日が落ちれば、机とベッドサイドに置かれたシェード付きランプの黄色っぽいかすれた光だけが部屋を照らす光源になった。

　あのとき蛍光灯が我慢ならなくなった理由はもう忘れたが、今の暗あん鬱うつなこの部屋を、風乃は気に入っていた。

　元の白い壁に、黒い天井、黒い床ゆかマット、そして黒いカーテンと黒い家具。

　葬そう式しきじみた色をしたこの部屋は、風乃にとって安らぎだった。少なくとも母親がどこからか連れて来ては、目に見えた効果がないと見るや、とっかえひっかえ入れ替える、得体の知れないカウンセラーたちなどより遙はるかに精神の安定のためには良かった。

　彼らを追い返している張本人の風かぜ乃のが言うことではないが、こんなやり方で効果が上がるわけがない。彼らのホームであるカウンセリング室ではない個人宅に呼びつけられて、反抗的な患かん者じやと対面させられ、効果が見えないとなるや首を切られる。

　薬はいつも、風乃自身が注文して、言うままに持ってくるような始末だ。

　厳格で心の病などに理解がない、小さいながらも会社を経営している母は、こういうやり方でしか風乃という娘むすめの、心の異い形ぎように対処できないのだ。

　厳格な経営者の母と、温厚な公務員の父。

　そして三つ下の雪ゆき乃の。これがこの家に暮らす、家族の全すべて。

　たった四人の家族の中に存在する、たった一人の心の怪物。

　風乃という存在は、裕ゆう福ふくで幸福なはずのこの家族に、唯一にして致命的な影を、暗く深く落としていた。

「……はあー……」

　自らを傷つけ血を流し、深く安あん堵どの溜ため息いきを吐つく風乃。

　家族に巣食う黒い癌がん。自覚はある。風乃は風乃なりに自分の家族を愛していたし申し訳ないとも思っていたが、風乃は自分の本質である情動を、どうしても抑おさえられなかった。

　いや、抑えてみたことはある。中学校から高校入学にかけての演技だ。

　少なくともその中学校から今までの演技の間、両親は風乃が幼い頃から示していた異常な精神性が治ったと、そう思っていたはずだ。

　実際は、何も変わっていない。

　風乃は感じていた『生き辛づらさ』がなくなるならいつまでも演技を続けてもいいと思っていたが、結局この『欺ぎ瞞まん』は、風乃に何の安らぎも与えなかった。

　だからやめた。

　心の異形のままに生きることにした。

　今や近所で自殺や通り魔まのような事件が起こり、家に風乃の姿が見えないと、両親は風乃が犯人ではないかと疑って、心配するような馬鹿げた始末だ。

　腹立たしい。そして、申し訳ない。

　両親が嫌きらいだった。そして同時に、罪悪感も感じていた。

　しかし風乃の本質は、この家族への罪悪感さえもひどく歪ゆがめていた。

　両親や妹が自分の存在に思い悩むことに対して、風乃が自然に思うことは、謝罪でも改善でもなく、己の存在への罰ばつとして己の心身を傷つけることばかりだった。

　それがさらに家族を困らせることも、理解している。

　だがそれに対しても、風乃が考えられることは己を傷つけて罰することだけ。

　風乃の世界には、常に痛みと死があった。風乃にとって、この醜しゆう悪あくで歪ゆがんだ世界の中で、痛みと死だけが、常に優しく平等なものだった。

　痛みと死、すなわち『悲劇』。

　風かぜ乃のは思う。世界は醜しゆう悪あくすぎる。そして、自分も。

　少なくとも風乃の生きてきたこの世界は醜悪で、吐はき気がするような出来事と人間ばかりが溢あふれている。

　そんな世界へ胸が悪くなる思いに比べれば、胸が割れるような悲しみの方がマシだ。少なくとも泣き叫んでいる間は魂たましいは癒いやされる。

　風乃にとって『ゴス』とは、泣き叫ぶ行為に似ている。

　全すべてが、痛みに焼かれればいい。

　火がついたように生まれた赤ん坊が泣き叫ぶのは、きっと命という悲劇に焼かれているからに違いない。焼くような光と熱を世界に降り注がせる太陽は、きっと己の発する凄すさまじい痛みのために、とっくに発狂しているに違いない。




　────私の痛みよ、世界を焼け────




　風乃は自分の腕うでを熱く苛さいなむ、すっかり常習化したリストカットの痛みを、あたかも麻薬を吸うように深く味わいながら、ぼんやりと、そう思った。

　だが死んでしまうほど、あるいは自分で処置ができなくなるほど、深く切ることはない。

　別に死にたいわけではないし、かつて一度だけ深く切ったことがあるのだが、その時に救急車が来る騒さわぎになって、その結果自分の部屋を他人に踏み荒らされたことが風乃にとっては何よりも我が慢まんならなかったのだ。







　　　　３




「じゃ、じゃあ……もう、帰るね」

「あ、うん……」




　毒気を抜かれたようになって、雪ゆき乃のの家を後にした、翔しよう花か。

　そして一人とぼとぼと自宅に帰宅し、こっそりと玄げん関かんを開けた翔花を待っていたのは、いつの間にか帰宅していた父親の叱しつ責せきと、その後ろに立った継まま母ははの、あの勝ち誇ったような憎にく々にくしい顔だった。

「……翔花。お前、いま何時だと思ってるんだ？」

　すぐさま翔花の帰宅を察知した父親は、すぐさまリビングから廊ろう下かに出て来て、翔花を腕うで組ぐみして待ち構え、言った。

　縁ふちなしの細ほそ眼鏡めがねをかけた理知的な父親の顔。しかし翔しよう花かは、その眼鏡が他ほかならぬあの女の趣味だと知っているので、それを見ただけで反発が心に浮かび、素直に説教を聞く気はもう一切なくなった。

「……十時半。それが何？」

　ふてくされたように、翔花は言う。

「常識を考えなさい」

　反抗的な態度の娘むすめに対して、父親は理性的な態度を作ったまま応じた。

「また時とき槻つきさんの所か？　よその家に迷めい惑わくだろう」

　せめて「夜に出歩くのは危ない」くらいは言えなかったのかと、翔花はそれを聞いて暗い気持ちで思う。

　実の娘を心配しないで体面を気にしているわけだ。翔花は父の顔と、そしてそれ以上にあの眼鏡めがねと、そしてそんな父の肩かた越ごしに見える継まま母ははの笑った目を見たくなくて、苦々しく目を逸そらした。

「こら、こっちを向きなさい」

「……やだ」

　翔花に言えるのは、それだけ。

「小さな子供みたいなことを言ってるんじゃない」

　見たくない。しかしそんな実はどろどろとした根深い理由に基づいた反抗を、父は子供じみた我わが儘ままとだけ捉とらえ、諭さとすように叱しかった。

「お前はもうお姉ちゃんになるんだぞ」

「……」

　分かってない。お父さんは何も分かっていない。

　あまりにも的外れだ。翔花はもう耳を貸す気はないとばかりに、振り切るようにして、父親の脇わきを擦すり抜けようとした。

「待ちなさい」

　それを呼び止め、父が肩を摑つかむ。

「っ！」

　翔花は無言で振り払う。怒らせてもおかしくない親に対する乱暴な態度だったが、翔花は自分の父親が、それ以上の実力行使には出ないことを知っていた。

　元々父は理性的な志向で、暴力を振るうような性格ではない。

　そして理由はそれだけではない。父は翔花が継母との再さい婚こんを認めていないことを知っているので、再婚以来始まった翔花の素行については、決して強くは言えないという負い目があるのだった。

　なのに────




　それなのにその点を理解していながら、どうして翔しよう花かの気持ちにもあの女の本性にも気づいていないのか、翔花は理解できなかった。




　この状況についてもだ。父は翔花の素行が再さい婚こんを境にして悪化したように思っているが、それは過剰なイメージだった。あの女が父に事実を曲げたことを吹き込んで、印象を操作しているからだ。

　しかし巧こう妙みようにも事実を基にしているので、弁解しても言い訳としか取られない。

　今もどうせ帰宅するなりあの女に何かを言われて、今日の翔花の行動についても、何か予断を持っているに違いなかった。

　だから父と話すことなど、何もなかった。

　翔花は父を振り切って廊ろう下かを進み、自分の部屋へと向かって、部屋の戸を乱暴に開けた。

　そして、




　ばしん！




　と追ってきた父親の目の前で、戸を閉め切る。

　襖ふすまっぽい作りの洋戸で鍵もなく、さらには両親の寝室とも戸を一枚隔へだてただけの部屋が翔花の自室だが、そんな板切れ一枚に締め出された父親は、しかしそれ以上深入りしようとはせず廊下で溜ため息いきと共に、何か愚ぐ痴ちっぽい言葉を自分の『妻つま』へと漏もらしただけだった。

　またきっと「女の子は難しい」だとか、この再婚問題から目を逸そらした、ありがちな問題に摩すり替えた言葉だろう。

　翔花が暴れたことにも触ふれない。あの女と翔花の双そう方ほうに気を遣つかって、問題に触れないようにしているのだ。

　しかし気を遣っているつもりなのは父だけで、あの女も翔花も、完全に自覚的だ。

　父一人だけ何も知らない。これは多感な年頃の娘むすめが始めた再婚に対する反発などではなく、あの女が始めた完全に翔花を叩たたき潰つぶすまで続く戦争で、今や翔花は家の中でたった一人だけで〝お母さん〟を守るための絶望的な戦いを続けているのだ。




　────お母さんが可哀かわい想そうだ……！




　翔花の思いは、ただ一つ、それだけだった。

　お父さんは気づいていない。お父さんがこの問題から目をそむけるということは、娘の翔花だけでなく、〝お母さん〟から目をそむけているのと同じことなのだ。

　この世でたった一人、唯一の存在である〝お母さん〟。

　そして父にとってもこの世でたった一人の人間であって欲しかったと、翔しよう花かが願った、唯一にして無む二にの人物。

　しかし翔花も、別に最初から感情的反発を始めたわけではないのだ。

　当初から派は手でな印象の美人であるあの女に悪印象を抱いだいていたものの、翔花は再さい婚こんには賛成した。仕方がないと思った。

　だがそれも再婚が本決まりになり、あの女がこの家に住むようになったそれまでのことだった。あの女は翔花とお父さんと、そしてお母さんの家だったこの家に移ってくるや否いなや、まず家と父からお母さんの痕こん跡せきを完全に消し去ることを始め、当然それにショックを受けて反発した翔花に対して信じられないほどの陰いん湿しつな敵てき意いを向け、決して外部には正しい実態が分からない極めて陰湿な攻こう撃げきを加え始めたのだった。

　今や、翔花は圧倒的不利な状況に立たされていた。

　そもそも最初からお父さんはあの女に絡からめ取られた状態であり、お父さんに入る情報は全すべてあの女に捻ねじ曲げられ、『お母さん』を守るための翔花の戦いは、わからずやの娘むすめによる継まま母ははへの反発という形に貶おとしめられていた。

　そしてお母さんの匂においをこの家から消し去ってゆくあの女の破壊行為は、立場の弱い後ご妻さいがこの家に馴な染じむための希望という形に美化されていた。恐ろしいことに翔花が気がついた時には、もはや翔花自身を含む全ての状況が、この世界から〝お母さん〟を消し去るための部品として機能し始めていたのだった。




　お母さんが、殺される。




　翔花は戦せん慄りつと共に、そう思った。

　あの女はこの家からお母さんの痕跡を拭ぬぐい去り、お父さんを含むこの家の全てを、翔花とお母さんから自分の手へと奪い取ろうとしていた。もはやこの家にお母さんのものはほとんど残っていない。あの女は信じられないほどの嗅きゆう覚かくでこの家からお母さんの選んだものを見つけ出し、その全てを自分の趣味のものに入れ替えて、この家の隅すみ々ずみまでを自分の色に塗ぬり潰つぶしていったのだ。

　カーテンも、マットも、食器も、もうお母さんの面影は見出せない。

　それどころかお父さんの着る服や身につける小物さえもが徐じよ々じよに入れ替えられ、お父さんは誰も気がつかないうちに、お母さんと暮らしていた頃のお父さんとはもはや違う人間になってしまっていた。

　もう残っているのは、この部屋のみ。

　翔しよう花かは思い出を守るため、残った〝お母さん〟の持ち物をこの部屋に持ち込んでいたが、この行為はお父さんの目には、『お母さん』への当てつけや嫌いやがらせとして映っていることが分かった。

　……これは、侵しん略りやくだ。

　あの女はこの家と、お父さんと、そしてお父さんのお金を、全すべて奪い尽くす気なのだ。

　なびかなかった翔花に対して陰いん湿しつな嫌いやがらせを繰り返すのも、翔花を居づらくして、そのうち彼女自身の方から家に寄り付かなくさせる気だ。

　弟か妹かは知らないが、あの女の妊にん娠しんが発覚してからは、もう翔花が邪じや魔ま者ものでしかないことは確定だった。もしも罪にならないか絶対にバレない方法があるなら、とっくに殺されていてもおかしくないくらいだ。

　全ては、あの女が何もかもを自分のものにするため。

　派は手で好きでブランド好きで、お金も社会的地位も好きなあの女にとって、ベンチャーの役員として成功している父と、その収入、そして高級住宅地にあるこの家は確実に手に入れたいお目当てだ。

　そのためなら、あの女は何だってする。

　邪じや魔まな翔花を排はい除じよするためならばどんな陰湿なことだって、あの女はやってのけるだろう。

　いや……圧倒的不利に立たされた継まま娘むすめに対する嫌いやがらせを、心から楽しんで考え、喜んで行動に移す性格の悪さをあの女は持っている。

　これはあの女が憎にくいあまりの、翔花の色眼鏡めがねを通した思い込みではない。

　翔花の持っている形見の指輪に対して、かつてあの女がしたことを考えれば。

　そもそもさすがの翔花も、今までは指輪を肌はだ身み離さず持ち歩くなどしていない。きっかけはあの女で、あの女は翔花の机の引き出しにあった指輪をこっそりと持ち出して────あろうことか残り物に混ぜて、餌え付づけしていた近所の通い猫ねこに食べさせたのだ。

　信じられないような話だが、翔花はこの目で全て見たのだ。

　それは翔花とあの女の確かく執しつが表面化してほどなくの頃に、顧こ問もんの先生の急用で部活動が中止になってたまたま早く家に帰った日、たまたま実行に移されていた。

　このタイミングの偶ぐう然ぜんが起こらなかったらと思うと、いま考えてもぞっとする。ともかく自転車に乗った翔花が家に帰り、裏からガレージに入れるために自転車を押して庭に入ると、タイル貼ばりの庭にあの女がしゃがんでいて、餌えさ皿ざらに群がる猫に手を差し伸べているのが目に入ったのだ。

「……!?」

　一いつ瞬しゆん息を吞のんだほど、それは意外な光景だった。

　この地区では町内で野の良ら猫の世話をしていて、庭先で餌付けする文化がある。そして翔花のお母さんも生前は近所の例に漏もれず、よく猫に餌をあげていた。

　翔しよう花かもそうだが、お母さんも猫ねこは好きだ。しかしあの女は動物は不潔だからと毛け嫌ぎらいしていて、ペットを飼かうことはもちろん、通い猫を作ることさえあり得ないだろう、そんなタイプの人間だった。

　お母さんの餌え付づけの名残なごりで、庭に猫が入ってくるのも、嫌いやがるほど。

　そんなあの女がどう心変わりしたのだろう、あれほど侵入を嫌っていた野の良ら猫に餌をやり、汚いと嫌っていた動物に触ふれようとしている。

　目を疑ったが、その手にキッチン用の手袋がはめられていることに、遅れて気がついた。

　そして数匹ひきの猫たちが群れている、残り物と思しき食べものが入った餌えさ皿ざらが、翔花のいつも使っている茶碗であることに気がついた時、翔花はぎょっとなって思わず相手に向かって声を上げていた。

「ちょ、ちょっと!?　それ……!!」

「！」

　その声に驚いて、あの女が目を見開いて振り向いた。

「それ、私の……!!」

「……チッ」

　自転車を放り出して抗議の声を上げる翔花。その騒さわぎに臆おく病びような数匹の猫が慌あわてて餌皿のそばから逃げ出して、それを横目に見たあの女は、驚きの表情から一転憎にく々にくしげに眉まゆをひそめて大きな舌した打うちをした。

　それは継まま娘むすめへの隠かくれた嫌がらせを見られた継まま母ははの表情だと、翔花はその瞬しゆん間かんは思った。しかし直後に、茶ちや碗わんを取り戻そうと近づいてゆく翔花の前であの女が始めた行動は、そんなレベルの解釈がこの女に対してはどれだけ甘いかを、初めて痛烈に翔花へと認識させたものだった。

　あの女はいきなり、まだいる猫の中で一番大きな灰猫の首根っこを摑つかんだのだ。

「!?」

　ギャッ!!　と叫んで暴れる猫。残った猫があっという間に散り散りに逃げ出した。

　しかしあの女は構わず摑んだ猫を地面に押さえつけると、もう片方の手で餌皿にされた茶碗の中身に手を突っ込んだ。そしてゴム手袋をした指が残飯を乱暴にかき回し、茶碗がひっくり返って、やがて餌の中から、小さな〝何か〟が摘つまみ出された。

「……ハ」

　そしてあの女は一いつ瞬しゆんだけ翔花に視線を向けると、下げ衆すな悪意に満ちた笑みを浮かべた。

　ほぼ同時に気づいた。あの女が餌の中から摘み出したものが、離れていようが汚れていようが見み間ま違ちがえようもないほどの、あの大切な〝形かた見みの指輪〟だということに。

「………………っ!!」

　戦せん慄りつした。お母さんの形見が、あの女の手にあるというその事実に。

　そしてたったそれだけでも、翔花にとって鳥とり肌はだが立つのに充分な嫌けん悪おを催もよおす事実だったが、しかしあの女がその後に始めたことは、その時点での翔しよう花かの想像を遙はるかに越えた、悪魔じみた発想と悪意に満ちたものだった。




　あの女は嫌いやな笑みを張り付かせたまま猫ねこの首に指を食い込ませ、その口をこじ開けると、喉のどの奥に思い切り指輪を押し込んだのだ。




　ギシャッ!!　と海老えびのように激しく暴れる猫。しかしあの女はそれを押さえつけたまま猫の頭を摑つかんで、顎あごが折れるか外れるのではないかというほど力を込めて無理矢理口を閉じさせ、そのまま吞のませようというのか激しく猫を揺さぶった。

「な……!?」

　あまりのことに言葉にならなかった。異様で凄せい惨さんな行為に、一いつ瞬しゆん足が止まった。

　竦すくんだと言ってもいい。翔花は生まれてから今まで、ここまで明確で強烈な悪意を向けられたこともなければ、それをあからさまに表に出した行いを見たこともなく、ましてやされたことなどなかったのだ。

　陰いん湿しつで濃厚な、大人おとなの悪意。

　それを剝むき出しにしたあの女の行動は、そんなものを初めて目の当たりにした翔花には、その刹せつ那な、理解不能な恐怖そのものだった。

　だが、

「や……やめてっ!!」

　はっ、と事態の重大さに気がついて、翔花は叫び、必死であの女に摑つかみかかった。駆かけ寄って突き飛ばし、倒れたあの女の腕うでと髪かみの毛を摑んだが、あの女は僅わずかに顔をしかめただけでさらに陰いん惨さんな笑みに顔を歪ゆがめ、摑んでいた猫を思い切り放り投げた。

　猫はタイル張りの庭にひっくり返り、起き上がって、矢のように逃げ出した。

「あ────!!」

「あははっ！　残念でした！」

　悲鳴じみた叫びを上げる翔花に、嘲あざけり笑うあの女。翔花は慌あわてて手を離すと、指輪を吞まされた猫が消えていった表の方へと駆かけ出した。

　その瞬しゆん間かん────




　どん!!　ばりばりばりっ!!




　ギャアッ!!　という恐ろしい猫の叫び声と共に、鈍にぶい衝しよう撃げき音おんと、毛皮を粉ふん砕さいするような音が表から響き渡った。

「!!」

　身も竦すくむようなそれらの音に、走り去るスポーツカーの凶きよう暴ぼうなエンジン音が被かぶさって、瞬しゆん時じに何が起こったかを肌はだで悟さとった。青くなって門の柵さくを開けて外に出た。




「……うっ!!」




　猫はもう、猫の形をしていなかった。

　通りに飛び出した途と端たん、この辺りでは珍しくない車高の低いスポーツカーに横合いから巻き込まれるように轢ひかれて、猫は道路に血の混じった灰色の毛をばら撒まいて、潰つぶれてはいけない場所が潰れ、破れてはいけない場所が破れた肉と毛の塊かたまりになっていた。

　上半身は完全にタイヤにひき潰されて路面にへばり付き、対する胴体はチューブを押し出すように膨ふくれ上がって破は裂れつしていた。そして腹の破れ目とお尻しりから、大きく太った猫の体格に見合った量のピンク色をした中身を吐はき出して、そんな肉にく塊かいから異様な形で生えた脚あしと尻尾しつぽが、痙けい攣れんするように微かすかに動いていた。




　そして────溢あふれ出した血と内臓に埋うまるように、指輪が、一つ。




「…………………………っ！」

　何度か餌えさをあげたことも、撫なでたこともある猫。その残ざん骸がいと、その中から覗のぞいた指輪を前に、胸の中身が締め上げられ、気が遠くなりそうなほど息が上がった。

　……はーっ、はーっ、

　胸を押さえて、自分の激しい呼吸を聞きながら、立ち尽くす。

　見たくない。逃げ出したい。しかしそんなわけにはいかなかった。お母さんの指輪を取り返さなければいけなかった。

　膝ひざが震ふるえているのを感じながら、その無残な死し骸がいに近づく。

　遠目に見てすら吐はき気を催もよおす、頭を潰され内臓をはみ出させた猫の死骸が、視界の中で大きくなり、はっきりと見える。

　見下ろす。そして手を伸ばす。

　震える指先。その先にあるのは腹の裂さけた猫の下半身と、そこから搾しぼり出された、血と、てらてらと脂じみた肉の襞ひだのような内臓。

　そしてその中に埋まった────ご飯はん粒つぶに塗まみれた指輪。

「う……！」

　そのおぞましい光景。さらに近づいた途と端たんに顔に向かって立ち上ってきた、血と猫と、その中身の生なま臭ぐさく脂っぽい胸が悪くなる臭におい。

　胃の中身が、ぐっとこみ上げた。

　しかしそれを飲み下すように無理矢理に抑おさえ込み、息を止めて、さらにしゃがんで手を伸ばし、大事な大事な指輪へと指先を触ふれさせた。




　ぬちゃ、




　と異様に生温かく柔らかいものに、指先が埋うまった。

　温かくぶよぶよとした肉。指先に付着する血と脂と、猫ねこの胃の中にあった、粘ねん液えき混まじりのご飯はん粒つぶ。

「…………!!」

　さらに強い嘔おう吐と感かんが胃からせり上がり、あまりの嫌けん悪お感かんに、悪お寒かんじみた鳥とり肌はだが全身に噴ふき出した。しかし最後の一線でそれを堪こらえ、脂と粘液でぬめる、猫の内ない腑ふの温度が沁しみ込んだ指輪を、指先で何とかつまみ上げた。

　粘液が、糸を引く。

　それをぶるぶる震ふるえながら、ポケットの中からハンカチを引きずり出して、包む。

　包んだそれを握り締めたところで、一線が切れた。その瞬しゆん間かんに、胃袋を直接摑つかまれて揉もみ上げられたかのように、一気に胃の中身が喉のどまでせり上がって、口の中に酸すっぱいペーストがいっぱいに溢あふれかえった。

　口を押さえて体をくの字に折った。

「……うぶっ！　う……！」

　たぱたぱたぱっ、と音を立てて指の間から吐と瀉しや物ぶつが溢あふれた。

　舌したと指をざらりとした固形物混じりの液体が伝い、つん、と痛みが鼻を突いて口と鼻に異い臭しゆうが充満した。

　直後、

「げえっ！」

　と何もかもを吐はき出して、道路の端はしに突っ伏す翔しよう花か。

「……う……うぁ……！」

　人目も憚はばからず嘔おう吐とし、えづき、顔をぐしゃぐしゃにして涙なみだを流した。口内に生温かい唾だ液えきが溢あふれ出し、開きっぱなしの口から、だらだらと流れ落ちた。

　そしてそんな翔花の背後の方で、




　がしゃん、




　と聞こえた、何事もないかのように門の柵さくを閉める音。

　それを聞いた時、翔花は自分の敵てきの本当の姿を初めて理解し──────そしてやがて時間と共に、あの女が正体を現したこの時点で、すでに状況は翔しよう花かにとって勝ち目がないほど、あの女に操作され尽くしていることを知ることになったのだった。

「………………」

　以来、防戦一方の、翔花の戦いは続いている。

　雪ゆき乃のの家から帰って来て、父親を振り切って部屋に閉じ籠こもった翔花は、部屋の真ん中に立って俯うつむき、じっと暗い思いで唇くちびるを嚙かんだ。

　あのとき必死の思いで取り返した指輪は、いま翔花の手から失われている。

　あの女しかあり得ない。あの女も態度で認めた。そしてあの時の経験を思い出す限り、指輪の行方ゆくえは、考え得る限り最悪の事態になる…………いや、あるいはもうすでになっている可能性が高い。

「……お母さん……」

　どうしよう。どうすればいい？

　指輪はどこにある？　普通に捨てられたり売られたりしたなら絶望的だがあの女がそんな生なま易やさしいことで、お母さんの指輪を済ませるはずがない。

　もっと悪意に満ち満ちた、身の毛もよだつような方法を取るはずだ。それは翔花と指輪にとっておぞましい悲劇だが、同時に救いでもあった。手間がかかっているせいで、翔花が見つける余地もある。

　そのはずだ。そう信じた。

　信じなければ気が狂いそうだった。しかしあの女に対するこの負の信頼は、不幸にして幸いなことに、今まで破られたことはなかった。

　絶対に、あの女は指輪を普通に処分するような真似まねはしない。

　悲しむ、慌あわてる、あるいは強がる翔花を見て、ほくそ笑むことができるような、何か陰いん険けんな手段を使うはずだ。




　────一番ショックの大きな指輪の捨て方は、何だろう？




　必死で考える。部屋の中に一人立ち尽くして、頭が痛くなるほど考えるが、頭がぐちゃぐちゃになって、思考がまとまらない。

　昏くらい瞳ひとみで、翔花は自分の部屋を見つめる。

　お母さんの持ち物を避ひ難なんさせたダンボールで手狭になった、翔花とお母さんの、この家での最後の砦とりで。




　…………………………







　　　　４




「おー、今日もしょーかのおべんとうは美味おいしそうだねぇ」




　昼休みに二人で机をくっつけていつものようにお弁当を広げると、いつものように小こ杉すぎ璃り華かが、黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの奥の目を思い切り細めて翔しよう花かの手元を覗のぞき込んだ。

　璃華の手元にあるのは買ってきたコロッケパンと、ペットボトルのお茶。そんな彼女は、翔花のちんまりとした弁当箱に、それでも結構手間をかけて彩いろどり豊かに詰められたお弁当を見つめて顎あごに手をやり、「ふうむ」と唸うなった。

「むむ……これは何という洗練されたおかず。そして彩り……」

「ん」

「これを自分で作ってるとは……人としての器の違いを感じる。はっ！　まさか神？」

「んー、まあね」

　大おお袈げ裟さな璃華のからみに、今日の翔花は目と口を横一直線に引っ張ったような、眠ねむそうな顔で、平へい坦たんに応こたえる。

「今日はあげないよー。多めに作ってないから。自信もちょっとないし」

「むむ、そっか。残念」

　翔花が言うと、璃華はあっさりと身を引いて、もっさりと長く伸ばした黒くろ髪かみの頭の後ろで腕うでを組んでセーラー服の上半身を軽く反そらせた。

　文学少女然とした容姿に、中学生としてはかなり高い背。璃華は中学校に来てからできた数少ないまともな友達と呼べる友達の一人で、相当な変わり者だったが、誰にでも気安いので男女問わず交友関係の広い人気者だった。

　その人ひと柄がらは今の軽口と、さっぱりとした応対からも知れる。

「んー…………さて、と」

　璃華は猫ねこのように一度伸びをすると、そのままさっきの話題は忘れたように、飽あきもせずに毎日買ってくるコロッケパンの袋ふくろを開け、男前に大きくかぶりついた。

　翔花はその幸せそうにパンを咀そ嚼しやくしている璃華を、箸はしを止めたままぼーっと眺ながめる。

　昼休みの教室に広がる、皆の話し声からなる喧けん騒そうが、ぼーっとした翔花を包み込むように、ぼーっと遠く聞こえている。

「……」

「眠そうだねえ。しょーか君」

　そんな翔花に、璃華が言った。

「ん？　あー……うん。眠い」

「ここのところ毎日そんな感じだねえ。夜に何かやってんの？　エッチなこと？」

「このオヤジめ……」

　疲れたように応じる翔しよう花か。璃り華かはそれを聞いて悪戯いたずら者ものっぽく目を細め、「にしし」とアニメの猫ねこのように笑った。

「まあ冗じよう談だんは置いとくにしても、どうかしたの？　この璃華さん、なんか心配事あったら話聞くよ？」

「あー……うん、大丈夫。家の事情で忙しいだけだから」

「家の？　家の仕事の手伝いとか？」

「うん……そんな感じ」

　翔花は答える。璃華とは仲が良く、とても大切な友達だったが、それでもまだ雪ゆき乃のにそうしているように、本当の事情を相談するような間あいだ柄がらにはなっていなかった。

「そっか。そりゃ大変だ。えらいえらい」

　璃華はうんうんと頷うなずく。

「てっきり夜遊びでもしてるのかと思ったよ。お説教しなきゃいけないかと思い詰めるところでしたよ璃華さんは。最近は夜は危ないから気をつけないと」

「あー、そんなことないない」

　あはは、と力なく笑いながら、ぱたぱた手を振って否定する翔花。

「でもまあそんなわけだから、しばらくお弁当は手抜きになるからね。残念でした」

「う、そりゃマジで残念」

「ごめんねー」

「もうあんたと友達やめよっかなー」

　璃華は本当に無念そうに口を歪ゆがめる。そしてそんな軽口を叩たたいた後、これからしばらく続くであろう、翔花のお弁当のおすそ分けにあずかれない日々に思いを馳はせたのか、考え深げな表情でコロッケパンの続きにかぶりついた。

　と、その時、翔花のいる席に近づいてくる女子の姿が見えた。




「どもー。翔花ちゃん、今いい？」

「あ……雪ゆき乃のちゃん……」




　やって来たのは別のクラスにいる、時とき槻つき雪乃だった。

　周りの生徒と同じ制服を着ているが、容姿と立ち振る舞いのせいで別物に見える。

「お、私じゃない本物のお友達が来たよ？」

　璃華が混ぜっ返す。

　翔花が苦笑い気味に「やめてよ」と言うそばで、雪乃は翔花の席までやって来ると、どこか安心したような笑顔を浮かべて、真っ先にこんなことを言った。

「あー、よかった。元気そうで。あれからどうしてたかと思って……」

「あ、ん……あの時はありがと。もう大丈夫」

　雪ゆき乃のの言葉にどこか曖あい昧まいに答える、翔しよう花か。

　指輪のことで雪乃に泣きついてから、もう一週間。あれから翔花は一度も雪乃の家には行っておらず、特に連絡もしていなかった。

「翔花ちゃん……あの時はごめんね」

　まず雪乃は、いきなり言った。

「え……？　な、何が？」

「お姉ちゃんが邪じや魔ましちゃったよね。あの日はパパもママも帰りが遅いし、お姉ちゃんも夜に出歩く習慣があるから、誰も家にいないと思ってたんだけど…………お姉ちゃんのカウンセラーさんが来る日だって、聞いてなくて」

「あ、それのことは……大丈夫。気にしてないよ」

　翔花は答えた。そんなことは本当に些さ細さいなことだった。

　あの時に見た、雪乃の姉────風かぜ乃の。

　雪乃が気に病んでいる存在。こんな言い方は意地が悪くて自己嫌けん悪おになるが、翔花はむしろそれを知って安心し、今まで以上に親近感を覚えたくらいだった。

　幸せそうな雪乃も、家族に悩みを抱かかえている。

　実のところ今までも、雪乃が姉の奇行に悩んでいる話は幾度か聞いてはいたのだが、翔花にはそれが変わり者の姉に関するほのぼのとした相談に聞こえて、あまり深刻に取ってはいなかったのだ。

「そっちも、なんか大変みたいだね」

　翔花の同情に、雪乃は言った。

「うん……でも私は翔花ちゃんの方が心配だった。元気そうで安心したけど。どうしてるか様子だけ見たくて」

「うん、もう平気。ありがと」

「じゃあ、邪じや魔ましてごめんね。またね」

　雪乃はそう言うと、最後に小さく手を振って見せて、教室を出て行った。本当に律りち儀ぎでいい子だ。溜ため息いきが出た。

　……噓うそをついたのが、胸が痛いほどに。

　いや、噓というよりも隠かくしている。本当は『もう平気』などではない。まだあの女との確かく執しつは悪化する一方で、まだ指輪も見つかっていないのだ。

　今も探している。何も終わっていない。

　しかし一つだけ希望はあった。あの女が指輪をどうしたか、あれから何度か怒鳴り合いをして、その結果翔しよう花かは──────一つ確信に近い、見当をつけたのだ。




　　　　†




　……時とき槻つき風かぜ乃のは、夜歩く。




　夜は〝死〟だ。昼も死と呼べなくはないが、昼は燃え落ち、死にゆく生と言った方がいい。

　冷たく死に絶えた夜とは違い、昼の街は火事場のようで落ち着かない。ゆえに風乃が散策に出るのは夜ばかりだ。夜を歩き、夜を呼吸する。

　風乃は、夜が好きだ。

　この日もまた風乃は夜の散策に出かけようと、玄げん関かんに向かう。

　しかし今日はいつもとは違い、リビングにいた父親から珍しく声をかけられた。




「風乃さん」




　娘むすめに対しても敬語を使う、穏おだやかで温厚な父の声を背中に聞いて、風乃は人形よりも冷淡な目で振り返り、父の顔を実に三日ぶりに見た。

「またこんな遅くに、外ですか？」

「……」

　母よりも一回り以上年上で、もう五十を過ぎている父の顔。

　この父親は風乃と雪ゆき乃のという二人の娘むすめを基本的に溺でき愛あいしていたが、そんな父の声にさえもここ数年は娘をどう扱ってよいのか分からない戸と惑まどいと、そんな娘への隔かく意いや苛いら立だちが────風乃に対してだけではなく自身に対しても────隠かくしてはいるものの、拭ぬぐい難いほど混じっていた。

「……放っておいて」

　そんな父に向かって、風乃は素っ気なく言う。

「そういうわけにはいきません。僕は親なんですから」

　言い放つ風乃の言葉に父は、困ったような疲れたような声で、そう答えて言った。

「……それは義務だから仕方なく？　それとも、お母さんに怒られるから？」

「心配してるからです。僕が」

「私が、何かやらかさないかの心配？」

「そうじゃありません。娘を心配しない父親はいません」

　冷たく意地悪く言う風乃に、父は溜ため息いきを混じらせながら、しかしその性格ゆえの律りち儀ぎさで応じた。

「僕は君を心配しているんです。そういう言われ方は……何と言うか、傷つきます」

「……」

　律りち儀ぎで、率直な物言い。

　その父親に、風かぜ乃のは目を細めて、さらに冷たく、言い放つ。

「そう。でも、放っておいて」

「……」

　落らく胆たんしたような表情で黙る、父。

　風乃の言葉に傷つく父。そして父にそんな表情をさせる言葉を発したことによって、当の風乃自身も、胸に痛みを感じるほど、心の中で傷ついていた。

　会話をするたびに父は傷つき、それを見て、風乃も傷つく。

　昔から二人の関係はそうだった。幼い娘むすめの言動にさえ傷ついてしまう繊せん細さいな父親と、聡さといためそれを悟さとって傷ついてしまう娘の、傷つけ合うばかりの負のループだ。

　このナイーブな父親のことが、風乃は嫌きらいだった。

　それだけではなく、そんな善良で弱い父親を傷つける言動をしてしまう自分と、そのたびに罪悪感を感じてしまう自分が、風乃は嫌いで嫌いで仕方がなかった。

　そして────




「もう、いいかげんにして。二人して子供みたいにぐずぐずと……」




　そんな二人の間にある機微を全く解さない、デリカシーに欠ける母親も。

　やはり父は母に言われて出て来たのだろう。二人の会話の停滞に業ごうを煮やして顔を出した母は、家の中にあってさえ服にも化け粧しようにも隙すきがない凜りんとした姿で廊ろう下かに立つと、娘たちにも遺伝した涼しげな瞳ひとみを気難しげに細めて、風乃に言った。

「……遊ぶなら夜遊びでも何でも好きにすればいいわ」

　母はまず、言い放った。

「ただし忘れてないでしょうね。二十歳はたちになって何も変わらないようなら、けじめをつけて、うちの会社に無理矢理にでも入れるからね」

「……」

　風乃は答えない。これは『母親の言葉』と言われるとまず真っ先に連想するようになった、もう何度も何度も聞いている、母の中での風乃の処遇の決定事項だった。

　社会へのけじめだと嘯うそぶきながら、母は言う。

　ただし自分の娘を扱いかねた挙句、風乃にお金を渡すことでとりあえず義務を果たした形を作り、自分の子供と対話を試みるなどという発想を頭から持っていなかった、そんな母親の言う『社会へのけじめ』だ。

　一方的に決定されたその『けじめ』に関して、風かぜ乃のは意見を言ったことはない。

　母親も聞く気はないだろう。それどころかそもそも、この件に関して、家族の間で話し合いが持たれたことさえ一度もない。

　なので風乃は母親を無視してさっさと玄げん関かんに行き、ブーツを履はき始めた。

　母親とはもう口をきく気も起こらなかった。そんな試みが無む駄だであることは、それこそ幼い頃からの経験上、骨身に沁しみて知っていた。

「風乃さん。どこ行くかくらい……教えてくれてもいいんじゃないだろうか」

　そんな風乃の背中に、父が言う。

「どこでもないわ」

「……」

　風かぜ乃のは答える。それは端たん的てきながら事実だったが、背後の父は押し黙った。反抗以外の何ものにも聞こえなかったのだろう。

　暗い気持ちになって、ブーツの紐ひもを結び終え、風乃は立ち上がる。

　こんな場所にはもう一秒たりともいたくない。そして玄関のドアに手をかけた風乃に、母親が追い討うつように声を上げる。

「どこ行くのよ。最近夜中に、野の良ら猫ねこが殺されてる事件があるっていうのに」

「……」

　ドアを開けかけた風乃は、それを聞いた途と端たんに、思わず足を止めた。

　一いつ瞬しゆんで得心した。わざわざ今日に限って父が、そして母が風乃を呼び止めたのは、そのためだったのだと理解した。

　風乃は振り向いて、凍こおりつくような視線を二人に向けた。

「……それを私がやってると、疑ったわけ？」

　秀しゆう麗れいな眉まゆが吊つりあがった。母が傲ごう然ぜんとそれを見返し、父は申し訳なさそうに表情を沈ませて小さくなり、足元に視線を逸そらした。

　その時────




「ママ！　パパ！　それはいくらなんでも酷ひどいよ！」




　いつの間にか階段の中ほどに立っていた雪ゆき乃のが、横合いから叫んだ。

　一階での騒ぎを聞いて降りて来たのだろう。部屋着のトレーナーを着た雪乃は怒りと悲しみがないまぜになった表情で肩かたを震ふるわせて、立ち尽くす両親へと抗議した。

「お姉ちゃんを、そんな、疑うなんて────」

　だが雪乃の言葉は、そこで唐とう突とつに途と切ぎれる。風乃が三人の前で無表情に、ポシェットから赤い柄がらのカッターナイフを取り出して、




　ぢぎぢぎぢぎっ！




　と音を立てて、その刃やいばを伸ばしたからだ。

「……………………………………………………………………………………!!」

　しん、とその途と端たんに、玄げん関かん内と廊ろう下かの中に、凍こおりついたような沈黙が張り詰めた。

　その空気の中で、風かぜ乃のはカッターの刃をしばらく見つめたあと、静かに収めると、再びポシェットの中に仕し舞まい込み、皆に背を向けてドアに向かった。

「……疑うからには、そういうつもりなのよね？」

　風乃は三人を見ずに、ひどく平へい坦たんな気持ちでそう言った。

　そして絶句する三人を残して、風乃は玄関のドアを開けると、涼しげに満ちる夜の空気の中へ、ゴシックロリータに包まれたその身を沈めるように躍おどらせた。




　　　　†




　……人から餌えさをもらうのに慣れた猫ねこを捕つかまえるのは簡単だった。

　深夜の公園の植え込みの陰かげにパンをちらつかせておびき寄せた白黒の猫は、あっさりと両手を首に回すのを許し、暴れ出したのはもう逃げられないところまで力を入れて首を絞しめた、その後のことだった。

　柔やわらかい毛と皮に手を回し、その下の骨ばった肉に指を食い込ませてゆくと、もう悲鳴も上げられなくなった猫の喉のどの中身がぐびぐびと動く。カーッと開いた口から舌したが覗のぞき、手足がガリガリと土を引っ搔かいて暴れるが、だんだんとそれも痙けい攣れんに近くなって、やがて手がだるくなってきた頃に抵抗らしい抵抗がなくなった。

　見計らって左手で首を地面に押さえたまま、お腹なかが見えるようにひっくり返す。

　そのまま空いた右手でカッターを抜き出し、ちきちきと切っ先を、短めに押し出す。

　首を押さえられて上を向いた猫の顎あごと、口元の毛。幽ゆう霊れいがする手のような形で胸の前に下がった、和毛の生えた、愛らしい猫の手。

「………………」

　そして白く柔らかい毛に覆おおわれた、ゆるやかに上下する、中身の詰まった柔らかい腹部。

　それを無言でしばらく見つめた後、ぐ、と唾つばを飲み込んで、おもむろにカッターナイフの切っ先を、その腹へと押し当てた。

　直後、




　ぶつっ、




　と突き刺さした。皮を貫く感かん触しよく。

　ミニチュアのような肋ろつ骨こつの真下にカッターを突き刺された猫ねこは一いつ瞬しゆん痙けい攣れんし、細かく全身を震ふるわせて、何かを招くように力なく手足を動かした。

　滲にじみ出した血が傷周りの真っ白い毛を、鮮あざやかな赤に汚す。

　最さい期ごの一暴れがあるかと身構えていたが、何もなかったので、カッターを短く握り直して、そのまま傷口にこじ入れて皮の下に刃やいばを潜もぐり込ませた。

　カッターを握った指は、もう鉄てつ臭くさい猫の血で汚れている。

　考えないようにする。そして充分に刃やいばが皮に引っかかったのを確認すると、そのまま柄えをしっかり握り締め、魚の腹を捌さばくように柔らかな腹に突き立ったカッターをぐいと力を込めて引き下ろした。

　瞬しゆん間かん、




　みちみちみちっ、




　と重く弾力のある手て応ごたえと共に、猫ねこの白い腹が真まっ赤かに裂さけた。

　カッターの鋭利な刃は、ほんの数すう瞬しゆんだけ滑なめらかに皮を切り開いた後、すぐさま切れ味を鈍にぶらせて、後は最後まで皮と肉を引き千切るようにして血を飛び散らせながら、猫の腹を縦たて一文字に切り開いた。

　傷口は瞬またたく間に血で溢あふれ、白かった猫の腹は、あっという間に真っ赤に汚れ果てた。

　そしてそれを為したカッターは握った手もろとも、血と毟むしられた猫の毛とが混ざり合った、汚お泥でいじみたものにべっとりと赤く不快に塗まみれた。

「…………………………！」

　激しく痙けい攣れんする猫。むっ、鼻と口の中一杯に広がる、獣けもの臭くさい血の臭におい。

　はあっ、はあっ、と頭の中に響く、張り詰めるような自分の呼吸の音。

　だが終わりではない。まだ温かい猫の首から手を離す。そしてその手を、切り裂かれ血みどろになった猫の腹の、僅わずかに中身の覗のぞく傷口に、恐る恐る差し込んでゆく。




　にちゃ、




　と温かい、血と脂にまみれた肉の中に指が入る。

　中には毛と皮と肉の層の下にぶよぶよとした内臓が詰まっていて、生温かく柔らかく、微かすかに蠕ぜん動どうしながら指を包んだ。

　まだ生きている内臓の、鳥とり肌はだが立つような感かん触しよく。

　そしてそれに耐え、中に押し込んだ指を動かして、ぐにゃぐにゃに柔らかい内臓を、紐ひものように摑つかんで引きずり出そうとした時──────







「何か探し物？」







「…………………………っ!!」

　突然背後から声をかけられて、翔花は飛び上がって腰こしを抜かした。

　そして両手を血に染めて地面に座り込み、言葉もなく恐怖に目を見開いた翔しよう花かの目に映ったのは、暗く小さな公園の景色と、そして薄うすぼんやりとした街灯に照らされたモノクロ色の少女─────時とき槻つき風かぜ乃のが、夜のように冷ややかに立っている、この世のものとは思えないほど茫ぼう漠ばくとした美しい光景だった。
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　……見られた。

　　　終わった。




　そんな絶望的な思いにかられて呆ぼう然ぜんとしていた翔しよう花かは、しかし気がつくと風かぜ乃のに手を引かれて公園を連れ出され、この住宅地の中でも比較的古い家が多い区画にある知らない家の庭までやって来ていた。

　汚れた門もん扉ぴ。

　広いが、雑草で荒れた庭。

　一目で放置されていることが分かる家に、風乃はポシェットから取り出した鍵を使って門を開けると、当然のように中へと入り、庭の一角にある古びた水道の前に翔花を連れてきて、無言で蛇じや口ぐちを指し示した。

「………………？」

　翔花がぽかんとしていると、逆に風乃は不可解そうに眉まゆをひそめた。

　そして翔花を放って一人で蛇口をひねると、ハンカチを水で濡ぬらし、翔花の手を引いたせいでついてしまった血を、その華きや奢しやで真っ白な指から拭ぬぐい始めた。

「……洗わないの？」

　その光景をぼーっと眺ながめていた翔花に、風乃が一言。

「え？　……えっ!?　あっ！」

　言われてようやく翔花ははっと我に返って、慌あわてて空気混じりの音を立てながら流れる水に両手を突っ込み、血と脂と猫ねこの毛に塗まみれた手をごしごしと洗い始めた。

　膜まくが張ったような感かん触しよくの手から、赤い色の水が洗い落とされる。

　翔花はしばし必死になって無心に手を洗っていたが、ふとそのうちに冷静になり、顔を上げて風乃を見た。

「あ、あの……」

「何？」

　翔花の問いかけに、風乃は丁ちよう度ど良い高さの庭石に腰こし掛かけて手を拭ふきながら、翔花の方を見もせずに答えた。

「雪ゆき乃のちゃんの……お姉さん、ですよね？」

「そうよ」

　素っ気ない返答。翔花は戸と惑まどっていた。

「あの……私のやってたこと、誰かに言わないんですか？」

　自分が『猫ねこ殺し』であることがばれれば、何もかも終わりだと思っていた。

　皆に広まり、社会的に抹まつ殺さつされ、最悪は警察沙ざ汰たに。先ほども翔しよう花かは風かぜ乃のに手を引かれて歩きながら、警察かどこかに連れて行かれるものだとばかり、思い込んでいたのだ。

「そうして欲しかったの？」

「い、いえ……でも、何で……」

「別にあなたのためじゃない。ばれたらきっと、雪ゆき乃のが悲しむわ」

　風乃は言う。翔花はその理由を聞いた瞬しゆん間かんに、ぐ、と詰まり、胸が重く締め付けられた。

「ご、ごめんなさい……」

「……なぜ謝るの？」

「え……えっと、あの、雪乃ちゃんに迷めい惑わくをかけるようなことを……」

「私は『ばれたら雪乃が悲しむ』って言ったんだけど」

　さらりと反社会的なことを言い切る風乃。その間も風乃は暗くら闇やみの中でさえ白く浮かび上がる指から、どこか愛いとおしげにも見える丁てい寧ねいな手つきで、猫の血を拭ふき取っている。

　そして、

「……っ！」

　その右手首に包ほう帯たいが巻かれているのを見つけて、翔花はうそ寒い気分になった。

　風乃がリストカッターだということは噂うわさで聞いていた。そしてよく見れば風乃が手にしているハンカチだと思っていたものは、救急用のガーゼだと気づいた。おそらく想像通りの用よう途とのために常備しているのだ。

　急にこんな場に二人きりでいることに、不安を感じた。

　しかしその直後、ふと自分が猫を惨ざん殺さつしている犯人であることを思い出して────自分のあまりの身勝手さに、自己嫌けん悪おになった。

「…………………………」

　夜の荒れ果てた庭に、水道の水音と、沈黙が広がった。

　会話の糸口が切れていた。翔花はこの状況と沈黙から逃とう避ひするように黙々と手を洗っていたが、やがて沈黙に耐えられなくなって、蛇じや口ぐちの水を止めて顔を上げた。

「……終わった？」

　そんな翔花に風乃は、そう言ってハンカチを差し出す。

　ガーゼではなく刺し繡しゆうのされた豪ごう奢しやなハンカチだった。翔花はそれで血を洗った手を拭ふくことに抵抗を感じて、慌あわてて謝絶すると、脇わきに置いていた自分のバッグから用意していたタオルを取り出した。

「だ、大丈夫です。あります」

「そう」

　風乃がポシェットにハンカチを仕し舞まう。

　そして再び沈黙。あまりの居心地の悪さに、頭の中で思考ばかりがぐるぐると回った。

　どうしてこんなことに？　それに、ここはどこだろう？　これからどうなるのだろう？　そして風かぜ乃のは、どうしてあれを見ただけで、分かったのだろう？

　訊きいてみなければ、いけない。

「……あ、あの……」

　翔しよう花かはおずおずと、口を開いた。

「何？」

「ここは……どこですか？」

　訊たずねて、周りを見回す。伸び放題の雑草に覆おおわれ、植木も全く手入れされていない庭は、庭石が配された和風で、奥には何か動物を飼かっていたのだろう、大きく背の高い檻おりが朽くちるままに放置されて網あみ状じようの格こう子しに蔓つたを絡からませていた。

「私の祖そ父ふの家よ」

　風乃は答えた。

「私が幼い頃に事故で子供を殺してしまって、血けつ縁えんの誰からも見捨てられて、私以外の誰にも看み取とられずに病気で苦しんで死んだ祖父の家。この家も放置されてる」

「そ、そうなんですか……」

　道理で鍵を持っているはずだ。

「祖父が趣味で飼かってた鶏にわとりも、放置されてそのまま」

　風乃は気けだるげに、暗くら闇やみに包まれて中の見えない檻おりへと目を向ける。

「観賞用の立派な鶏だったんだけど、私がここに入れるようになった時にはとっくに餓が死ししてたわ。どうでもいいけど」

　どうでもいい、と言う割には実は可愛かわいがっていたのかもしれない。昔を思い出しているのだろうか、風乃の気だるげな無表情の中には、微かすかに憂うれいのようなものが混じっているような、そんな気がした。

「…………」

　夜の庭に座す、風乃。

　翔花はそれを見つめる。この場所については分かった。そして会話をしているうちに、昂たかぶったり萎い縮しゆくしたりしていた気分も、何となく落ち着いてきた。

　とりあえず風乃は翔花のことを、警察に突き出す気はないらしかった。

　そして何も語らないので、自分が雪ゆき乃のの友達だという以外に理由も目的も分らないが、少なくともここに案内したのは、単に安全に手を洗う場所を提供してくれたという、それだけのことのようだった。

　考えてみれば風乃が手を引いてここに来た道は、仮にもこの町に住んでいる翔花が全く知らないような人目につかない裏道ばかりだ。本当に助けてくれたらしい。しかし一つ大事なことが分らなかった。

　翔しよう花かはそれを質問しようとして、躊躇ためらう。

　なぜならそれを訊きくということは、翻ひるがえって、翔花の行いについても話題にすることになるからだ。

「……あ、あの……」

　だが、訊たずねないわけにはいかなかった。

　目を逸そらし、自分の上着を摑つかみながら、おずおずと、翔花は問いを口にした。

「何でお姉さんは…………わかったんですか」

　その、謎なぞ。

「……何の話？」

「どうして私が指輪を探してるって、わかったんですか？」

　翔花は言う。あの公園で声をかけてきた時、風かぜ乃のは公園で猫ねこを殺している相手に対して他ほかのどの言葉でもなく、『探し物？』と訊たずねたのだ。

　翔花が猫を殺したのは、あの女が指輪を再び猫に食べさせたと確信したからだ。

　なぜなら再びそうすることが、あの車に轢ひかれた猫の残ざん骸がいから、嘔おう吐としながら指輪を取り戻した翔花にとって、最もおぞましい指輪の行方ゆくえだったからだ。

　もう二度とあんなことはしたくないと、心の底から思っていた。

　だからこそあの女はそうする。ならば翔花はそれに負けないため、そして形かた見みの指輪を取り戻すために、こうせざるを得なかった。翔花の家で餌えさを食べる可能性がある通い猫を次々と殺して解かい剖ぼうし、その腹中から指輪を探すしかなかったのだ。

　だが────どうしてそれが、風乃に分かったのか？

　翔花とあの女にしか通じないはずのことが、どうして親友の姉とはいえ、話どころか挨あい拶さつさえしたことがない風乃に分かったのだろう？

　だから公園で聞かれた瞬しゆん間かん、心臓が止まるかと思ったのだ。

　しかしそれを訊ねられた当の風乃は、不審そうに翔花を見返して、首を傾かしげた。

「……指輪？」

　その反応に、翔花は戸と惑まどった。

「え？　え、で、でも、『探し物？』って……」

「あれは冗じよう談だんのつもりだったんだけど」

　拍ひよう子し抜ぬけする翔花。そして無用な秘密を喋しやべってしまったことに、内心で動揺する。

「そ、そうですか……」

「猫ねこがあなたの宝箱なの？　嫌きらいなセンスじゃないけど」

　風乃は無表情に目を細め、何か思う素振りをする。

　翔花は肩かたを落とす。動揺しただけではない。自分が風乃の答えにとてつもなく落らく胆たんしたことを感じていたが、一体自分が何に落らく胆たんしているのか、自分にもよく分らなかった。

　が……




「でも多分、そんなメルヘンの話じゃなくて、あなたのお母さんの形かた見みの指輪の話よね？」

「！」




　淡々と風かぜ乃のがその後に続けた言葉は、翔しよう花かの中にあった落胆を即座に埋うめ合わせるほどのものだった。

「雪ゆき乃ののところで言ってたやつよね？　だとすると悪い魔女の継まま母ははが、猫を宝箱にして指輪を隠かくしたといったところかしら？」

　そしてさらに、風乃は言った。

「なら話によってはそれ、手伝ってあげてもいいわ」

「え……!?」

「とは言ってもあくまで夜の散歩の片手間に、隠れるのにいい道や場所を教えたり、見張りをしてあげる程度のことだけど」

「な……あ……」

　言葉にならなかった。驚きで頭が真っ白になって口をぱくぱくさせるだけの翔花に、しばし返事を待っていた風乃は、首を傾かしげて訊たずねた。

「…………それともあなた、単に猫を殺すのに興奮するだけの人？」

「そっ、そんなわけないですっ!!」

　その風乃の問いに、言葉が詰まっていた翔花はようやく言葉が出た。

「あ、あ、あ、あんなっ……あんなこと……私は、ほんとはしたくないっ!!」

　自分の上着の胸を摑つかんで叫んだ。混乱はしていたが、そんな言われ方だけは耐えられない、その一心の言葉だった。

　翔花はもう三匹びきを手にかけ、肉を裂さいてかき分ける感かん触しよくはありありとこの手に残っている。

　しかし血と肉と脂の感触と臭においに満ちたその行為の最中どころか、何かの拍ひよう子しに思い出した時さえも、翔花はあまりの嫌けん悪お感かんに何度も嘔おう吐としたのだ。

　五感の嫌悪。そして魂たましいの嫌悪。

　行為への嫌悪。さらにそれを行う、己への嫌悪。

　翔花はさらに言い募つのろうとしたが、代わりに出たのは涙なみだだった。

　やはり言葉にはならなかった。望まない、おぞましい行為を行うために殺していた感情が一気に蘇よみがえって、ぼろぼろと涙を流した。声が涙に溺おぼれた。

「……わ、私……私…………あんな……」

「ならいいわ」

　会話の相手が泣き出してなお、風かぜ乃のの声は涼すずしげ。

「不幸な家族関係については、私も少し思うところがあるの。聞かせてくれるなら手伝ってあげる。……押し付けもしないけど」

「…………う……あ……」

　落ち着こうと落ち着こうとしても、ぼろぼろと翔しよう花かの涙なみだは流れ続ける。

　胸の中を焼く、涙の理由が変わっていた。

　先ほどの落らく胆たんの理由に気がついた。〝お母さん〟を守るため、たった一人で誰にも理解されない戦いを続けていた翔花は、心のどこかでその孤独な戦いに気づいて理解を示し、手を差し延べてくれる人間を求めていたのだ。

「……わ……わ、私……」

「返事は落ち着いてからにして」

　素っ気ない気き遣づかい。

「う…………うあ……うああっ！」

　その言葉に甘えて翔花は、風乃の前に立ったまま、ぼろぼろと外聞もなく泣き出した。

　しゃくり上げる声が、荒涼とした夜の庭に淡々と響いた。

　悔くやし涙ではない涙は久しぶりだった。暗く不安なはずの夜の闇やみが。今は何故なぜか、胸の中を癒いやしてくれているような、そんな気がした。
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　ばしゃばしゃばしゃばしゃ……




　小さな稲荷いなり神社の敷地の隅すみにある水道から、必死で手を洗う、水音が聞こえる。

　時とき槻つき風乃はその音を背後に聞きながら、暗い鳥居の陰に立って、通行人がやって来ていないかどうか、神社前の道に目を向けていた。

　つい先ほど、七匹ひき目の猫ねこが、手にかけられたばかり。

　この辺りでよく見かけられ、存在を知られている通い猫の、もう半分近くが、殺されていなくなったことになる。

　風乃は幽ゆう霊れいのように佇たたずんで、水音を聞きながら小さく一人ごちる。




「……早く片付けばいいわね」




　風乃が妹の友達の残ざん虐ぎやく行為に手を貸してから、三日が経たった。

　案の定放っておけば数日中に捕まりそうなほど危なっかしかった翔花の行動と土地勘かんは、子供の頃から夜歩きを続けていた風かぜ乃のによって決定的に補強された。

　風乃は自分の行動や服装に疑問を持ってはいなかったが、それでも通行人や警官に姿を見られることで起こる結果を煩わずらわしいと思っている。そのため風乃は長い夜歩きの習慣によって人に見られづらい安全な道や、警官などが通りやすい道や時間帯などを、泥どろ棒ぼうもかくやというほど肌はだで熟知していた。

　そんな風乃の協力以来、まだ翔しよう花かと風乃の犯行は誰にも見られていない。

　この街で噂うわさになっている猫ねこ殺し犯はんは、あの公園で殺された猫を最後に、猫の死体さえ見つからないという完全犯はん罪ざい状態だった。

　猫を殺すペースも、格段に上がった。

　それは翔花が、だんだんと数を繰り返すうちに、猫を捕まえて殺し解かい剖ぼうする作業に慣れて、上じよう手ずになっていることも大きく寄与していた。




　例えその事実が、どれだけ翔花の心を軋きしませていても。




　ばしゃばしゃと手を洗う音はまだ続いている。この〝作業〟が終わった後の手洗いが執しつ拗ようなのは最初からだったが、その時間はこの三日で、まるで何かに追われているかのように徐じよ々じよに延びていた。

「……まだ？　あまり犯行現場に長くいるべきじゃないわ」

　風乃は背後の水音に、話しかける。

「！　ん、あ……はい、わかってます。もう少し……」

　帰ってきた答えの前に、一いつ瞬しゆん忘ぼう我がから我に返ったような間があった。取り憑つかれたように手を洗っていた光景が目に見えるようだ。

　そして風乃も、これを予想して話しかけただけで、急せかしたのはあまり本気ではない。

　我に返ったはずの翔花は、それでも手を洗い続けて、そうしながら不意に思い出し笑いのように、乾かわいた声で少し笑った。

「あ……あはは、ごめんなさい。最近お弁当作るのに、油使うのが苦手になって……」

　翔花はそして、言う。

「油のついた手を洗うと、この感かん触しよくを思い出しちゃって……お肉もちょっと、最近口に入れたら、吐はきそうになることが……」

「そう、奇き遇ぐうね。私も昔から肉は好きじゃないわ」

　風乃は答える。会話を持たせるための適当な答え。だが言っている内容は、事実だ。

　しかし風乃のそんな応答に、翔花は妙みような方向から応じた。

「あ、えっと……それ、鶏にわとりを飼かってたからとか、そんなのですか？」

「……」

　風かぜ乃のは数すう瞬しゆん、沈黙した。

「…………わからない。多分違うわ。何でそう思ったの？」

「え？　あ……ごめんなさい」

　ばつが悪そうに、翔しよう花か。

「あのお家うちの鶏とり小屋のことを教えてもらった時、何となく可愛かわいがってのかなって……それで、きっと大好きなおじいちゃんだったんだろうな、私そんなおじいちゃんいないから少し羨うらやましいなって、ちょっと印象に……」

　そこまで聞いた風乃は、あっさりと答えた。

「別に好きじゃないわ。私、祖そ父ふに虐ぎやく待たいされてたもの」

　途と端たん、手を洗う音さえ止まって、翔花が絶句した。

「えっ……？」

「うちは両親とも仕事大好きで、小さい頃は祖父に預けられてたんだけど、一見優しい祖父は実は宗教にハマってて、私が地じ獄ごくに落ちないようにって毎日棒ぼうで叩たたいてたのよ。祖父が親しん戚せき中から見捨てられたのも、そもそもの原因はそれ。ある日やりすぎて私の息が止まっちゃって、慌あわてて病院に連れて行こうとして、車で子供をはねたの。で、全部バレた」

「………………！」

「そういうわけでうちの両親は反省して、雪ゆき乃のはきちんと育てられたというわけ。祖父は親戚中から絶ぜつ縁えんされて、私が小学生の時に癌がんにかかって、苦しんで、孤独に死んだわ。看み取とったのは私だけ。闘病中、お見舞いに行ったのもね。ただ私がそうしたのは祖父が死ぬまでの状態を観察するためと、最後の最後で何かささやいて、絶望しながら死んでもらおうと思っただけ。多分ね」

　結局最後のそれは実行できなかった。末期の祖父は薬漬けで意識もなく、声を聞けるような状態ではなかったからだ。多分。

「ごっ、ごめんなさい……」

「別に。気にしないでいいわ。ただの事実」

　ひどく動揺した声で謝る翔花に、素っ気なく風乃。

　そして風乃はそのまま続けて、逆に翔花に訊たずねた。

「それよりも私は、あなたが妙みように『鶏にわとり』に引っかかってるのが不思議だわ」

「…………」

　今度は翔花が、数すう瞬しゆん沈黙する番だった。

「あれはただの世間話みたいのものだったはず。違う？」

　あのとき祖父の庭でした鶏の話はついでのようなもので、それほど風乃の深層に結びつけるような、そんなレベルの話ではないはずだった。

　思い返してみれば、翔花は最初から妙に鶏の話に反応していた気がする。

　翔しよう花かはしばし水道から出る水の音と共に、自分の内側を探るように沈黙して、やがてぽつりと口を開いた。

「……そう……ですね。そうかもしれません」

　翔花の声は、沈んでいた。

「たぶん……トラウマがあるんです。たぶん、お母さんの話が印象にあって、鶏にわとりって言葉に引っかかるんだと思います」

　そしてぽつりぽつりと、自分の中を掬すくうように話し始めた。

「お母さんは、帝王切開で私を産うんだんです。でも経過が悪くて、もう子供を産めなくなっちゃったんですね。そしたら男の子が欲しかったおじいちゃんが怒って……お父さんとお母さんに、『金きんが入ってないことがわかってるのに鶏の腹を裂さいたお前らは馬鹿だ』って……」

　即座に風かぜ乃のは理解して眉まゆを寄せた。

「……イソップの、『金の卵をうむめんどり』？」

「………………そうです」

　小さな声で肯定する、翔花。

　金の卵を産むめんどりを持っていた男が、一つずつ卵が生まれるのを待ちきれず、めんどりの中に金の塊かたまりが入っているのだと思い込んで、めんどりを殺した話。

　当然めんどりの中に金はなく、男は金を手に入れられなかったばかりか、得ることのできたはずの卵も失ってしまう。欲張りは今以上のものを求めるあまり、今あるものも失ってしまうという、イソップの寓ぐう話わだ。

　だが────この使い方となると、話がかなり変わる。

　彼女の祖父は、自分の望む男の子ではない彼女を『金ではない』と言い捨て、もう男の子を産む望みのない彼女のお母さんを、死んだめんどり呼ばわりしたのだ。

　そして産まれる彼女と母体を守るために帝王切開の決断をした夫婦を、金が欲しいあまりにめんどりを殺した愚おろか者扱いしたのだ。その凄すさまじいまでの独善と無む思し慮りよと悪意に満ちた機知に、風乃は不ふ謹きん慎しんにも感嘆混じりの、しかしそれでもなお上回る不快さに眉まゆをひそめた。

「……そう」

「はい……直接そう言ってるのも聞いたことがあって……すごいショックでした」

　翔花の声は、弱い。

「だから鶏、気になるんだと思います。今までそんなこと思ったこともなかったんですけど、言われてみれば、そうなのかも……」

「……なるほどね」

「お母さんは結局、それを十年近く気に病んだまま、自転車に乗ってる時にトラックにはねられて死んじゃいました。ひどい事故で、死体は酷ひどいことになってて……あの指輪は、お母さんの、お腹なかの中から見つかったんです」

　きゅ、と蛇じや口ぐちを締める音。

「だから────あの指輪は、私がもらいました」

　決意に凝こごって、強さを取り戻す声。

「あの指輪はお母さんの形かた見みで、それからお母さんのお腹なかから生まれた、私の妹です」

「……」

「私が守らないと、駄だ目めなんです」

　ざくっ、と足音。

「だってお父さんが、守ってくれないから」

　そして翔しよう花かが言いながら、水道のある陰から、ようやく手を洗うのを終えて、タオルを下げて歩み出てきた。

「……もういいの？」

　風かぜ乃のは振り返り、静かに翔花を見る。

　心労と睡すい眠みん不足のためこの三日間で明らかに顔色が悪くなった、しかし反比例するように目に暗い力のある、家族という名の理り不ふ尽じんにあがいている少女の姿を。

「じゃあ、行きましょうか」

「……はい」

　風乃の問いに、翔花は答えた。

　それを聞くと、風乃は一つ頷うなずいて、この住宅地の中に建つ稲荷いなり神社から誰にも見られずに引き上げるために、裏手の出口へと向けて歩き出した。

　彼女の決意について、風乃は何も言わない。

　彼女の行為についても、風乃は何も問わない。

　彼女が金きんのためにめんどりを殺すように、指輪のために猫ねこを殺している類似の皮肉も。

　そして彼女の認識と行動に含まれている妄もう執しつじみた錯さく誤ごについても────つまり彼女の継まま母ははが猫に指輪を食べさせた確証がないという事実についても────風乃は最初から気づいていたが、やはりそれにも、何も言わなかった。
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「しょーか、またおにぎり？」

「ん」

「まだお手伝い忙しいのか。大変だねえ」

「んー……う、うん。まあね……」




　………………
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　……さすがにそろそろ、何とかしなきゃいけない。

　そう思って包ほう丁ちようを握った。さく、とピーマンに刃はを入れた瞬しゆん間かん、さーっ、と頭から、血の気が引いた。




「…………………………っ！」




　口を押さえて、キッチンに縋すがりつくように翔しよう花かはへたり込む。

　心臓が跳はね上がる。胃から吐はき気がこみ上げる。包丁を持つ手がカタカタと震ふるえた。力の入った手が、異様に冷たくなっていた。

「……な…………!?」

　何が起こったのか、分からなかった。

　食材に包丁を入れたその瞬間、途と端たんに猫ねこを切り開く血みどろの光景とぬめる感かん触しよくと、そしてその臭においまでもがありありと蘇よみがえって、吐き気に襲われて気絶しそうになったのだ。

　真っ白になる、頭の中。

　床ゆかに手をつき、がたがたと震えながら、握りっぱなしで指が離れない包丁の切っ先がカチカチと床を叩たたいて音を出すのを、翔花は目を見開いて呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　塗ぬりつぶされて、思考が止まる。

　その中で翔花は、何となく、理解した。

　自分の中に、何かの臨界が来たことに。ゆっくりと水を注ぎ入れて、限界まで表面張力で膨ふくれ上がったコップの水の水面が、とうとう破れて溢あふれ出したのにも似た変化が、耐えに耐えて慣れたつもりだった自分の心の中に起こったことを、翔花は感じたのだ。




　────ま……待って……違う、そんなはずない！




　声も出せずに、翔花は心の中で叫んだ。

　まだ早い！　まだ戦わないといけないのに！　まだ指輪を取り返してない！　まだ折れるわけにはいかない！

　しかし意思に反して、身体からだは全く動かない。まるで料理をしようとした自分の行為に、怯おびえきったかのように、胃が絞しぼり上げられ、手足の先に力が入らない。

　そんな……そんなはずはない。

　翔しよう花かは料理が好きだ。それは料理好きで上じよう手ずだったお母さんに影響されて、己の中に受け継ついで来た、魂たましいの絆きずなのようなものだった。

　それに翔花が拒否反応を起こすなど、あるはずがない。

　今までも少し苦手意識や吐はき気を感じることはあったが、それはあのおぞましい作業を連想してしまったせいで、料理そのものを嫌きらったわけではない。

　料理は好きだ。料理をしなきゃ。

　しかし心の中に料理をする自分をイメージしただけで────




　肉を切ろうとすれば、柔らかい内臓の感かん触しよくを、

　魚を切ろうとすれば、肉から皮を引き剝はがす感覚を、

　野菜を切ろうとすれば、まっさらな猫ねこの腹に刃やいばを入れる光景をありありと思い出して、




　そして料理の完成品をイメージした途と端たんにそれらを食べる連想が口と胃の中に広がって逆流しそうなほどの、重い吐き気を催もよおしたのだ。

　料理と解かい剖ぼうされた猫のイメージが、心の奥底で混同されていた。

　料理と猫を解剖する作業が変わらないことに、不意に心の奥底で気がついた。いや、ひょっとしたらとっくに気がついていた。

「ち、違……」

　その思い付きを、必死で拒否する。

　自分は料理をするのも、食べるのも好きだ。

　どんな風に材料を切り、どんな風に味付けし、どんな風に調理するかを考えるのが好きだ。

　そしてそれが出来上がった時に、どんな舌した触ざわりと味になるのか予想し、想像するのも、自分は大好きなはずだ。

　考えよう。楽しく、大好きな料理を。

　切り刻まれて色とりどりに混ざり、油でぬらぬらと表面を光らせた、料理。

　そして〝それ〟は切り刻まれ血と粘ねん液えきと混じり、ぬめぬめと脂で輝く猫の内臓を、そっくりそのまま連想させた。そして湯ゆ気げが立つ〝それ〟を口の中に入れると、〝それ〟の感触が舌に触り、嚙かみ締めると〝それ〟から滲にじみ出す汁の味が口いっぱいに広がって、〝それ〟の脂が舌にまとわりついて──────




「………………っ!!」




　そのプロセスを想像した瞬しゆん間かんに、胃が、全身が、感情が、それを反射的に拒絶した。

　嚙かみ砕くだかれた食べ物が食道をゆっくりと降りて、胃の空くう洞どうに収まった感覚の想像が、そのまま指輪を探すために切り開いた猫ねこの内臓と、その内容物から立ち昇る酸すっぱく生なま臭ぐさい異い臭しゆうの記き憶おくと重なって嘔おう吐と感かんに襲われた。

　猫ねこのハラワタも、人のタベモノも、同じ。

　何も変わらない。頭で、常識で必死でそれを否定しようとしても、感覚がそう思い込んで、胃い袋ぶくろが悲鳴を上げた。

　違う！　違う！

　ごとん！　と包ほう丁ちようを取り落とす。

　それを放置して、流し台に縋すがりついて無理矢理立ち上がった。

　無理矢理自分を奮ふるい立たせ、無理矢理調理台に向き合った。何か一つでもやってしまえば、そんな錯さつ覚かくなどすぐに消えてなくなるのだと自分を叱しつ咤たして、勢いのままに卵を摑つかんでボウルの中に割り────




　真っ赤な血管が浮いた黄身が、ぬらりとボウルの中に広がった。




「────────────────っ!!」

　声にもならなかった。口を押さえ、立ち上がったばかりの調理台の前で、再び腰こしが抜けるように座り込んだ。

　胃がひっくり返る。頭の中も。

　これじゃ、戦えない。こんなんじゃ指輪が取り戻せない。

　お母さんを、守れない。

　必死で自分を落ち着ける。荒く浅い息を何度も吐はいて、自分の内側に意識を向け、猛もう烈れつな吐き気を必死になって宥なだめる。

「……はあっ……はあっ」

　こんなことじゃ、駄だ目めだ。

　これから夜中になったら、また猫を殺しに出かけなければいけないのに。




　私と────お母さんの大好きだった、猫を。




「……………………！」

　震ふるえが来た。涙なみだが出た。

　何か決定的なものが、臨りん界かい点てんを迎えていた。

　キッチンにへたり込んだまま、翔しよう花かは床ゆかに敷かれたキッチンマットの花はな柄がらの模様と、その上に落ちている包丁の切っ先を、がたがたと震ふるえながら縋すがりつくように見つめていた。




　　　　†




　風かぜ乃のの右手首に巻かれた包ほう帯たいに真新しい血が滲にじんでいるのを目め敏ざとく見つけて、雪ゆき乃のが怒りとも悲しみともつかない沈んだ表情をして、ぽつりと咎とがめる。




「お姉ちゃん、それ、また……」

「……」




　言われて風乃は、まるでたったいまそれに気づいたかのように、自分の手首の包帯をじっと無表情に見つめ、そして雪乃を一度ちらりと見た後、そのまま何事もなかったかのようにリビングを通り過ぎた。

　そう、また切った。不安にかられて。

　血と痛みで自分を確かめるため。そうしなければ生きられない自分は、思うに罰ばつを受け続けなければ生きている資格さえない人間なのだ。

　風乃は死を思い続けた。思わざるを得なかった。

　このままでは地じ獄ごくに落ちるからと風乃を棒ぼうで叩たたき続けた祖そ父ふは、生き地獄のような有様で死んだ。果たして極ごく楽らくに行けたのか、知る方法はないだろうかと風乃はいつも思っている。

　生は痛みだ。マゾヒストはその痛みを受け入れてうずくまり、サディストはその痛みに怒って他人を痛めつける。

　生は醜みにくく、死はさらに醜い。そして生者でありながら死を考え続けるばかりの、最も愚おろかしくも真実に近い人間は、さらに醜い存在だ。

　風乃がゴスを好んで身に着けるのは、それが美しい屍し衣えのようだからだ。

　ゆえに魅みせられた。醜い死者を飾る服。着ていると死に包まれ、まるで冷たい死者になったような落ち着いた気分になる。

　そして最も醜い死を思う生者リビングデツドをも、それと分かる形で飾ってくれる。

　死者は死者の格好をすべきだ。すぐ隣となりにいる普通の格好をした生者が、実は死についてばかりを考えている死者同然の人間であると、突然気づかされれば、誰だっていい思いはしないに違いない。

　死者だと分かる格好をしていれば、生者は誰も近寄らない。

　誰も近寄らなければ、風乃は最初から誰にも傷つけられずに済み、誰も傷つけずに済む。

　雪乃のような家族と、翔しよう花かのような気まぐれを除いては。中身の死んだ卵にはそれと分かる印をつけて、他ほかの生きた卵や鶏にわとりと一緒にしない方がいいのは、明白なことだ。

　中身の死んだ卵、風乃。

　他人が中身の死に気づかないので、自ら殻からに傷をつけ、印をつけた。

　雪ゆき乃のは、まだ生きている卵。姉はもう死んでしまったのに、それを教訓に大切に育てられ、そして姉である卵の死を未いまだ信じていない、輝かしくて愚おろかしく、そして妬ねたましく────愛いとおしい、卵。

　風かぜ乃のは翔しよう花かが与えてくれた、めんどりと卵についての思し索さくに沈む。

　金きんを探してめんどりを切っても、そこには痛みしかない。

　それはまるで、風乃のようだ。風乃は自分を探して自分を切る。そしてやはり、そこには痛みしかない。

　彼女────翔花も、金を探して痛みしか見つけていないようだ。

　もうこの世には存在しない両親の愛の、その唯一の証あかしである金の指輪を探して、猫ねこを殺して何かを失い続けている。

　そこでふと思った。彼女の両親の愛の証は、子供である彼女も同じなのではないかと。

　そして彼女自身がそう言っていたことも思い出した。彼女が言ったのはそういう意味ではないだろうが、彼女も指輪も等しく両親の子で、これは生まれて孵かえった金の卵が、売られていった姉妹を探す道程なのではないかと。

　彼女は母親を殺され、自らも割られた卵だ。

　そして未熟なままでも孵かえらざるを得なくなり、戦わざるを得なくなった、強く気高く、弱く哀かなしい雛ひなだ。

　そう思った時、風乃は彼女を、少しだけ羨うらやましく思った。

　それがどんな形であれ、孵る方法が分からない自分よりも、遙はるかに強い彼女を、ほんの少しだけ、羨ましいと思ったのだ。







　　　　７




　みし、といつものように猫ねこの首を絞しめ、工作用カッターを抜き出した。

　片手でハンドルを操作して、刃やいばを出し、固定した。

　そして猫の腹に、切っ先を押し当てて────




「…………………………っ!!」




　翔花はその瞬しゆん間かんに手が震ふるえ始めて、それでもなお刃を押し込もうと無理矢理手に力を入れたが、それ以上はどうしても進めることができなくなってしまった。

「う……あ……」

　手から力が抜けて、力を入れたつもりが、逆にカッターを取り落とした。

　かしゃん、と音を立てて、静かな狭い路地裏のアスファルトにカッターナイフが落ちる。

「……今日はやめた方がよさそうね」

　どこからも見通せない工場裏の路地の、出口を見張っていた風かぜ乃のは言った。

　翔しよう花かは猫ねこを押さえたまま、広がったまま握れない自分の右手を見つめて、その震ふるえるばかりでいうことをきかない指先に、何とか力を入れて動かそうと必死になっていた。

「う、動いて……動いてよ…………動けっ！」

　必死になり、焦あせり、翔花は呟つぶやいた。

　頭の中もそれで一杯だった。普段は何も意識せずに使っている、指を動かすという脳の命令を、いま初めて思い切り意識して、力の限りに使おうとしていた。

　しかし手は意思に反して、全く言うことをきかない。

　頭の中は狂乱状態に近かったが、まるで筋か神経が切断されてでもいるかのように、手に不快な痛みと感覚があって震えるばかりで、全く思うように動いてはくれなかった。

「う……うぁ……！」

　涙なみだが出た。

　あのキッチンでの出来事の後、頑がん張ばってここまで出て来た。自分がまだ平気であることを証明しようとした。

　しかしやはり、同じだった。

　体が裏切る。本能が裏切る。心の中の何かが折れていた。もう前に、進めなかった。

　あの女から〝お母さん〟を守るための戦いが、できない。

　落としたカッターナイフを拾おうと、涙で滲にじんだ視界の中で手を伸ばし、しかし摑つかむこともできずに引っかいた。

「…………」

　そんな翔花の前に、風乃がやって来て、夜のように静かに見下ろした。

　そして夜のように冷めた声で、淡々と言葉を投げかけた。

「……今日は最初から様子がおかしかったわ。あなた、そろそろ限界なんじゃない？」

　風乃は認めたくないことを、何の躊躇ためらいもなく口にした。

「ち、違う！　違います。今日は、今日だけ、たまたま……！」

「いいえ、あなた、最初から無理してたわ」

　思わず顔を上げて抗弁した翔花の言葉を、風乃は真正面から否定する。

「でも……でも、今までは平気だった……！　だったらこれからも……！」

　翔花は言い募つのる。

　ここで退ひくわけにはいかなかった。ここで退けば、全すべての負けだった。

「そうね。今までは」

　しかし風かぜ乃のは、冷たく一いつ蹴しゆうする。

「今まではね。でも人って、どんな酷ひどいことでも慣れるものなのに、あなたは限界が来たわ。あなたの価値観は、最初から猫ねこを殺すこととは相容れなかったのよ」

「……っ！」

「受け入れて繰り返せば、どんな残ざん酷こくで陰いん惨さんな行為でも人は慣れるものよ。だから限界が来るってことは、あなたは最初から残酷に耐えられない心を持ってた。あなたは元々、こんなことをする子じゃなかったのよ」

　そして風乃は、言った。

「あなたが戦えないのは、多分、あなたのお母さんのせい」

　風乃の言葉に、翔しよう花かは絶句した。

「……!!」

「お母さんは優しい人だったんでしょう？　動物好きな、ね。だからあなたがお母さんとの絆きずなを大事にする限り、その根源的な価値観は消えないわ。あなたの中のお母さんが猫殺しを嫌けん悪おする。だって猫殺しはあなたが『あの女』と呼んでる人間に、あなたが真正面から向かっていくために選択した、『あの女』の価値観に基づくものだもの。




『怪物と戦うものは、自らも怪物とならぬよう心せよ。汝なんじが深しん淵えんを覗のぞく時、深淵もまた汝を覗いているのだ』




　ニーチェの有名な言葉だけど、あなたは怪物になりきれなかったのよ。あなたはお母さんの娘むすめではなく、『あの女』の娘になりかかってた。────まだ、続ける？」

「…………………………！」

　翔花はもはや、言葉が出なかった。

「……いずれにせよ、今日はもう終わり」

　風乃は言う。

「今夜はもう帰ることね。そしてゆっくりと寝て、この怪物への道程をもうやめるか、続けるか、よく考えなさい」

「…………」

「そして〝お母さん〟を守るために別の方法を探すか、『あの女』と戦うために『あの女』になるかを考えて、やめるなら、もう夜歩きはやめるのね」

　そして風乃は底冷えのする声でそう忠告すると、一拍置いて、言った。




「でも、それでもまだ続けることをあなたが選んだなら────私はいつでも、夜にいるわ」




　…………………………




　　　　†




　ひどく長い間、泣いていた気がする。

　風かぜ乃ののいなくなった路地で、堰せきが切れたように泣き続けていた翔しよう花かは、やがてのろのろと立ち上がると、呆ぼう然ぜんとした足取りで帰路につき、家へ帰った。

　ひどく疲れていた。ごっそりと胸の中に穴が開いた気分だった。

　とにかく眠ねむりたかった。翔花はもうとっくに家人の寝静まった家の門をこっそりと開けて、いつものように玄げん関かんに鍵を差し込んで、そっと音が立たないようにドアを開けた。




　……その瞬しゆん間かん見たのは、怒りを押し殺した父親の顔だった。




　ぎょっと立ち竦すくむ翔花。未明と言ってよい時間に帰宅した翔花の前にあったのは、完全に玄関で翔花のことを待ち構えていた、お父さんと『あの女』の姿だった。

「…………!!」

「翔花。そこに座りなさい」

　お父さんは激情を含んだ断固とした声で、玄関のタイルを指差した。

　今まで聞いたこともないような怖い父親の声に、翔花は完全に竦すくんで玄関に入ることもできず、ドアを摑つかんだまま身動きさえできなかった。

　途と端たんに表面だけで冷静さを保っていたお父さんは、感情を爆ばく発はつさせる。

「……早くしろ！」

　大声で怒鳴りつけ、お父さんは靴下のまま物もの凄すごい勢いで玄関へ歩み下りてくると、立ち竦んでいる翔花の腕うでを摑つかみ、力ずくで玄関に引きずり込んだ。

「っ!!」

「今までおまえの気持ちも考えて甘くしてきたが、こうなったらもう許さんぞ!!」

　痛みと恐怖に顔を歪ゆがめる翔花を冷たい玄関タイルの上に転がし、頭を摑んで押し付け、お父さんは怒ど声せいを上げる。

「おまえの素行がここまでとは思わなかった。今まで目を瞑つむってきたことも全部見直す！　母さんに対してやってきたことも、もう二度と許さんからな！」

　完全に激げつ昂こうしていた。お父さんは言う。

「さあ、まず今日の度を越した夜遊びのことを説明して、反省するんだ！」

「………………！」

「それからその後で母さんに謝ってもらう！　口答えは許さんからな!!」

　頭を床ゆかに押し付けられて痛みと苦しさで何も言えない翔しよう花かに、断固と言うお父さん。翔花は視線を上げた。

　その先には、夫の剣けん幕まくに手が出せず、おろおろとしている表情のあの女。

　しかしお父さんの目が翔花に向けられ、そして翔花の目が自分を見ていることに気づいたその途と端たん、あの女はふと一いつ瞬しゆんだけ、にや、と底意地の悪い笑みを浮かべて見せた。

「……っ!!」

　瞬しゆん間かん、翔花も怒りにかられる。

　押さえつけられたままもがき、視線を上げて、敵意に満ちた目を、呪のろわれよとばかりにあの女に向けた。

「翔花!!　いいかげんにしろ!!」

　途端、頭を叩たたかれた。ごん、床のタイルに額ひたいをぶつけ、頭の芯しんまで痛みが走った。

　涙なみだ目めになって悔くやしさに歯を食いしばった。とうとうあの女が、お母さんの指輪を取り戻すための翔花の行動を利用して、完全にお父さんを味方につけて、翔花を叩き潰つぶすため行動に出たのだった。

「さあ、まずは説明しなさい！　今日どこで何をしていたのか言いなさい！」

「…………！」

　お父さんは、翔花を押さえつけたまま詰きつ問もんした。

　翔花は黙り込む。黙るしかなかった。言えるはずがなかった。

「言うんだ!!」

　ばしっ！　と今度は横よこ面つらを張られた。

　タイルに頭を押さえつけられたまま。がん、とまた衝しよう撃げきが頭ず蓋がい骨こつを跳はね返る。

「あぐ……っ！」

　それでも黙秘する、翔花。

　お父さんは怒りに目を吊つり上げて、そしてすぐに翔花が背負っているバッグに注目して、それを摑んだ。

　慌あわてて抵抗する翔花。引き剝はがそうとするお父さんともみ合いになる。

　バッグは駄だ目めだ。中には猫ねこをおびき寄せて殺し、解体し、後始末をするための道具が、全すべてそのまま入っているのだ。

「それを見せるんだ!!」

「だ、駄だ目め……!!」

　力の限りに抵抗したが、無む駄だだった。

　バッグはすぐに翔花の背中から毟むしり取られて、玄げん関かんの廊ろう下かで見下ろしているあの女の手に、投げるようにして渡された。

「開けてくれ」

「駄だ目め！」

　押さえつけられながら見たあの女の目に、サディスティックな笑みが覗のぞいたのは錯さつ覚かくではないだろう。

「……は、はい」

　あの女は夫の頼みに従って、そしてその内心は憎にくみ合っている継まま娘むすめの秘密を暴くことを喜びながら、バッグのファスナーを開けて、その中身を上がり口に敷いたマットの上にひっくり返した。




　何本もの刃物と血塗れのタオルが、玄げん関かんに転がった。




　遊びの証しよう拠こが出るものだと思い込んでいたお父さんとあの女、二人の目が、それを見た。

　瞬しゆん間かん、興奮状態になっていた空気がそれと分かるほどに、すうっ、と冷めた。翔しよう花かも観念して暴れるのをやめる。玄関の中の空気がその数秒の間、完全に止まった。凍こおりついた。

　そして──────




「きゃあああああああああああああああああ!!」




　直後、あの女のけたたましい叫び声が、家の中に響き渡った。

　お父さんも動揺して翔花を放す。玄関マットの上にばら撒まかれたものと翔花を中心に、二人の大人おとなが、思い切り後ずさった。

「な……何だ、何だこれは!?」

　驚きよう愕がくと恐怖に目を見開いて、叫ぶ父。

　翔花はゆっくりと身を起こす。そして目の前の玄関の段差に垂れ下がっている、猫からの返り血を防ぐのに使った、最も血だらけのタオルに手を伸ばして、何重にも血が乾いてごわごわになった手て触ざわりのタオルをどこか愛いとおしげに手に取った。

「……ねえ」

　そして廊ろう下かに腰こしを抜かして座り込んでいるあの女に、翔花は目を向けた。

「つまんない演技はやめてよ。あんたがこれで驚くわけないでしょ？」

　吐はき捨てるように翔花は言った。騒さわぎのせいか、妙みように冷静になっていた。

「私がこうするしかないことは、分かってたんでしょ？　それとも私にはこんなことする度胸は、ないって思ってたの？」

「…………な……」

　あの女は怯おびえた表情で、翔花を見上げる。

「……な、何よ……何のことよ……！」

「やめてよ白しら々じらしい」

　どこまでもしらを切り通すつもりらしいあの女に、翔しよう花かはうんざりと応じる。

　お父さんは何が起こっているのか全く分からないといった様子の引きつった表情で、翔花とあの女のやりとりを見ている。

　そんな、最後まで事態を理解していないお父さんの前で、翔花は言い放った。




「お母さんの指輪を私から盗んで、猫に食べさせたんでしょう？　だったら私が指輪を取り返すために猫を殺すのは、当然のことでしょ？」

「…………………………!!」




　お父さんが息を吞のむ気配がした。そして、あの女もだ。

　血ち塗まみれのタオルを手にした翔花だけが毅き然ぜんと立つ玄げん関かんに、沈黙が降りた。

　何かが醒さめたように冷静な、しかし心の奥底が興奮状態になっている翔花の、深く荒い呼吸の音が、沈黙の中に響いた。

　やがてお父さんが口を開き、呆ぼう然ぜんと呟つぶやくようにあの女に、言った。

「盗ぬすんだ……？　本当か？」

「…………」

　問い。

　沈黙。

　やがてあの女は口を開くと、翔花を指差して、叫んだ。

「う、噓うそよ！　あなたこの子の……」

「本当かと聞いてるんだっ!!」

　あの女が言いかけた言葉はその瞬しゆん間かん、お父さんの凄すさまじい怒号に、叩たたき潰つぶされた。

　ひっ、と黙る、あの女。そしてあれだけの噓うそと策さく略りやくに身を固めていたあの女は、この騒さわぎとお父さんの怒鳴り声で心が折れたのか、小さな声で告白した。

「………………本当よ」

「……なんでそんなことをした」

「この子が……私に、懐なつかないから」

「……」

　お父さんは立ち上がる。そして信じられないといった表情で、あの女を見た。

「猫ねこに食べさせたというのも……そうなのか？」

「そ……それは……」

「本当かどうかだけ答えなさい!!」

「………………やったこと……あります」

　その答えに、翔しよう花かは初めてこの女に対して、胸がすくような気持ちになった。

　が、その後で発されたあの女の言葉を聞いて、翔花は目を剝むくことになった。あの女は苦い表情になったお父さんに、必死に言い訳して、こう言ったのだ。

「で、でも未み遂すいなのよ!?　本当にはやってないの！」

　と。

「前にやろうとして失敗しただけ！　また盗とったけど…………売ったのよ！」

「………………っ!?」

　目の前が真っ白になるような衝しよう撃げきを受けた。ショックと、悲しみと後悔と、そしてそれを遙はるかに上回る怒りが、翔花の頭の中で爆ばく発はつした。







「おまえ……おまえ私と〝お母さん〟に、そんなつまらないことしたのかっ!!」







　直後、翔花は肩かたを怒らせて、絶叫した。

「私はおまえから〝お母さん〟を守るために、必死になっておまえの悪意に追いつこうとしたんだよ!?　自分の心臓を抉えぐりたくなるほどの最悪を考えに考えに考えて、ご飯も食べられないほど悪意を練って、泣きながら猫ねこを殺したんだよ!?　なのに……おまえは、そんなつまらないことをしたのかっ!!　そんなレベルの低い悪意を私たちに向けたのかっ!!」

　涙なみだを流して叫んだ。魂たましいを吐はくような叫びだった。

　今まで自分がやってきたおぞましい行為が、全すべて無む駄だになったのだ。

　生前は祖そ父ふの凄すさまじい悪意を向けられ、死後もあの女の悪意を向けられたお母さんを守るため、翔花は無理矢理にでも悪意を研とぎ澄ますしかないと悟さとった。そして形かた見みの指輪を取り返すために初めてそれを実行に移し、魂を削けずって努力した、それをあの女はあの一言で、全てを無意味なものにしたのだ。

　後に残ったのは、猫を殺して切り裂さいた、翔花の罪ばかり。

　まるでありもしない金きんを手に入れるために、めんどりを殺して切り裂いた、あの物語の、愚おろかな男のように。

「私は……！」

　ぶるぶると震ふるえながら、あの女を翔花は睨にらみつけた。

　あの女は今まで見たこともない怯おびえた表情で廊ろう下かを後ずさり、翔花は自分の仇きゆう敵てきの情けない様子に、失望を通り越した、絶望的な怒りを感じた。

「お前は…………っ！」

　怒りに震える、翔花。

　その時、そんな翔しよう花かの肩かたに、ぐっ、と不意に、温かい手が置かれた。

「！」

　お父さんだった。

　お父さんは愕がく然ぜんとしていた表情から、ようやく立ち直ったようだった。

　そして翔花の肩に手を置くと、鎮ちん痛つうで真剣な表情をして、深い溜ため息いきとともに、翔花へと深く謝った。

「すまなかった…………翔花。まさかこんなことになってるとは思わなかった」

　そして重い声で、お父さんは語りかける。

「本当にすまん。父さんは再さい婚こんで家族になる母さんに気を使いすぎて、お前の言うことを信じなかった。それだけじゃなくてお前の母さんのことも蔑ないがしろにしてしまった」

「…………もう遅いよ……」

　涙なみだ声ごえで、翔花は答える。

　だが、嬉うれしかった。やっと報われた。

　お父さんを取り戻した。可哀かわい想そうなお母さんに、もう一度目を向けてくれたのだ。

　泣きそうになった。お母さんを殺そうとしたあの女から、何もかもを取り戻せる。

　もう何も思い残すことはない。今まで犯してきた罪に、どんな罰ばつを受けても悔いはない。それだけの甲か斐いはあった。

「お父さん……」

「ああ、父さんは馬鹿だった。おまえは本当にお母さんを守ってただけなんだな」

「そうだよ。ずっと言ってたのに、私……」

「ずっと暮らしてきた娘むすめを信じないで、つらい思いをさせてしまった。お前の母さんに怒られてしまう。今度お墓に謝りに行く。お前も行こう」

　お父さんは翔花の頭に手を乗せる。頭を撫なでられたのは久しぶりだった。

「うん……お父さん、ごめんね」

　目に、新しい涙が溢あふれた。

　この家の中でこんなに弱々しく泣いたのは、あの女が来て以来、初めてのことだった。

　閉じ込めていた感情が溢れた。お父さんはそんな翔花に優しい目を向けて、そして次に表情を厳しくして、廊ろう下かにへたり込んでいるあの女を見下ろした。

「さて…………君はやってはいけないことをした。それはわかってるね」

　厳しい声だった。

「まずは翔花に謝ってくれ」

「……」

　あの女は唇くちびるを嚙かみ、悔くやしそうに視線を横に向ける。しかしお父さんの態度が断固として変わらないのを悟さとると、小さな声で、ふてくされたように謝った。

「………………ごめんなさい」

　それは翔しよう花かが望んでいた、翔花をお母さんを追い詰める恐るべき悪の敗北とは違うものだった。しかしそれでも翔花はいいと思った。翔花とお母さんの元にお父さんを取り戻し、あの女がいなくなる。それだけでよかった。

「さあ、もういいだろう」

　お父さんは、言った。

「立ちなさい。奥に行って、話をしよう」

　そして今度は翔花を向いて、言う。

「翔花も許してやってくれ。母さんも再さい婚こんで、大きな娘むすめもいて、妊にん娠しんしたりもして、きっと不安だったんだろう」

「………………えっ？」

　翔花の心が、すっと冷えた。

「指輪のことも、納得できないだろうが許してやれ。お母さんには、二人で謝ろう」

　何を言われたか、分からなかった。

「さあ、仲直りだ。それから、これからのことについて話し合おう」

　そんな翔花をよそに、立ち上がったあの女の肩かたを、お父さんはぽんぽんと労いたわって叩たたく。

「おまえも、いいね？　これからは仲良くするんだ。私らは家族なんだ」

「……ええ、ごめんなさい。不安だったの……」

　お父さんの前でしおらしく、反省して見せるあの女。

　翔花の頭の中は真っ白になる。涙なみだが止まり、表情が失うせて目を見開いた。

　呆ぼう然ぜんとした。結局お父さんは────やはり何も分かっていなかったのだ。

「今までのことは忘れよう」

　お父さんは、笑顔で言った。

「新しいスタートだ。わかったね。母さん」

「ええ」

　あの女が頷うなずく。一いつ瞬しゆん翔花に意味ありげな視線を向けて。

「翔花も心配しなくていい。これは処分しておく。気の迷いだったんだ」

　お父さんは翔花の手から、血染めのタオルを抜き取った。

　そして、

「さ、握手だ」

「……」

　何もかもが元の鞘さやに納まったと、そう一人勘かん違ちがいしてあの女と翔花の手を握り合わせようと摑つかんだ〝この男〟に──────翔花は唯一ポケットに残っていた道具である工作用カッターを抜き出して、その脇わき腹ばらに思い切り突き刺さした。







　　　　８




　風かぜ乃のは夜空に、消防車のサイレンを遠く聞いた。




「……」




　つ、と風乃は空を見上げる。荒こう涼りようとした祖そ父ふの庭から見上げる空は灰色に明るく、半分に割られた卵のように欠けた月が、白く冴さえ冴ざえと、浮かんでいた。

　サイレンの音は、不吉を呼ぶ怪物の唸うなり声のように、遠く響いて夜空にたなびく。

　塀へいと家に塞ふさがれて見えない地平線に、赤い光が見えると錯さつ覚かくしそうなほど、サイレンは不吉なイメージを載せて、街へと空へと拡散してゆく。

　空に浮かぶ割れた卵への、弔ちよう声せいのように。

　風乃はそんな夜に包まれながら、割られた卵から生まれた、雛ひなのことを思う。

　先ほど別れた翔しよう花かという名の、悲劇の雛。彼女がこれからどうなってゆくのか、風乃は遠くサイレンに乗せて思いを馳はせる。

　彼女は、ちゃんと別の道を見つけられるだろうか？

　それとも何も見つけられずに、戻って来るだろうか？

　見つけられず斃たおれるくらいならば、戻ってくればいいと思う。しかしそんな風乃の示す愛情が正しいものかは、風乃にも分からない。

　愛とは一面において、自分の信じたい世界の触しよく媒ばいに過ぎない。

　地じ獄ごくに落ちないようにと孫まごを殴おう打だした祖父の愛は、それをしなければ自分の信じる宗教の世界が壊こわれるからだ。

　雪ゆき乃のが周りの人間に献けん身しんし風乃を庇かばうのは、愛情をもって育てられ教えられた彼女の信じる優しい世界が、そうしなければ壊れるからだ。

　風乃もきっと自分の世界のために、翔花へと手を差し伸べたに過ぎない。

　そんな死んだ卵の殻からの中からは、雛は飛び立った方がいいに決まっている。

「………………」

　風乃は無表情にお気に入りの庭石に座ると、背を丸め、豪ごう奢しやなスカートの布地ごと自分の膝ひざを胸に抱かかえた。

　そして雑草に覆おおわれた、狭く荒涼とした夜に目を落とした。

　頭上には広大で優しい夜が広がっているが、風乃は孵かえらない死んだ卵なので、芦あし原はらの巣から飛び立つ小鳥のようには、あの空には向かえないのだ。

　……その時だった。




　ぎ、




　と勝手口の門を開ける音が、微かすかに耳に入った。

　風かぜ乃のは振り返る。風乃は昔から、五感六感が鋭かった。

　立ち上がり見ていると、雑草を踏む、僅わずかに脚あしを引きずっているような足音をさせて、家の陰から人影が姿を現した。

「……」

　翔しよう花かだった。

　翔花は家の壁に片手をついて、捻ひねったと思しき片足を庇かばいながら、目を合わせたくないかのように俯うつむいて風乃の方へとやって来た。

　風乃は僅わずかに驚く。しかし表情は変わらない。

　見ると手は血で汚れていた。そして着ている上着のあちこちにも点々と、小さく血の痕あとがついていた。

　翔花は壁から手を離すと、ゆっくりと風乃の前まで、歩いてきた。

　そして無言の風乃に、俯うつむいたままぽつりと、消え入りそうな声で言った。

「…………お姉さん……ごめんなさい」

　ぽつり、と。

「私……やっぱり怪物だった。お母さんの娘むずめにも、なりきれなかった……」

　今にも泣きそうな声と、俯いた顔に垣かい間ま見みえる口元。しかしあれだけ泣き虫だった翔花は、この時は全く、涙なみだを流さなかった。

「……何かあったの？」

　風乃の問いに、翔花はポケットからカッターナイフを取り出した。

　少女の手には大きく、無ぶ骨こつな工作用カッターは、収められた刃やいばはほとんど根元から折れ、金属の隙すき間まには血が入り込んでこびりついていた。

「猫ねこ？」

「ううん……お父さんと、あの女」

「………………そう」

「お父さんとあの女を刺さして……家にガソリンを撒まいて、火をつけました」

　重く衝しよう撃げき的な告白だったが、風乃も翔花も、淡々としていた。

「お父さんは、何も分かってなかった」

　翔花は言った。

「私、そんなことはないってずっと考えないようにしてたのに、分かっちゃったんです。お父さんはやっぱりあの話の、〝めんどりの持ち主〟でした。生まれた卵を、別の人間に売り飛ばすことを何とも思ってなかった。当たり前のことだと思ってた。親鳥や卵の気持ちなんか、全然わかってなかった。

　それに気づいた時────私、卵でも雛ひなでもなくなりました。鳥でいる限り、売られて殺されるだけで〝あの男〟に仕返しなんてできないから。私は────卵から生まれた、怪物になりました。だからお母さんとの絆きずなが、とうとうなくなっちゃいました」

　淡々と、淡々と、泣きそうな声で、翔花は言う。

　そして、

「お姉さん……ありがとうございました。それから、ごめんなさい」

　翔しよう花かはそう言って、ようやく顔を上げた。

　消防車のサイレンの音の中、月明かりに白く照らされた翔花の顔は、つい数時間前に別れた少女の顔とは全く別の、この世の最果てを見て絶望した咎とが人びとの貌かおだった。

　風かぜ乃のは小さく、溜ため息いきをつく。

　全すべてを察した。止められなかった。

「……雪ゆき乃のが……悲しむわね」

「ごめんなさい」

　翔花は再び、俯うつむいた。

「でも悲しんでくれるなら嬉うれしいなって……酷ひどい考えだけど、思ってます」

「悲しむわ。それは請うけ負ってもいい。それが雪乃という子を取り巻いて、縛しばってる、世界だもの。あなたが自分の世界ゆえにそうならざるを得なかったように」

「……そうですか」

　俯いたまま、翔花は小さく寂しそうに、微笑ほほえんだ。

「じゃあ……私、そろそろ、行きますね」

「……そう」

「ありがとうございました。さようなら。お姉さん」

「さようなら。雪乃の友達」

　………………




　翌日、中学生の女の子が父親と再さい婚こん相手の女性にカッターナイフで切りつけ、家に火をつけて同じ市内のマンションの階段から飛び降り自殺をしたというニュースが流れた。

　父親は重傷だが命に別状なし。女性も軽い怪け我がで済み、家も一部を焼いただけで消し止められた。

　雛にも怪物にもなれなかった少女の反抗は、ただ雪乃の悲ひ嘆たんを残しただけだった。

　翔花の父と再婚相手がその後どうなったかは、燃えた家からは引っ越してしまい、近所の噂うわさを聞く趣味も人脈もない風乃には知ることはできなかった。

　後日、深夜に、風かぜ乃のは彼女の家を訪ねた。

　祖そ父ふの家のように今は無人になっている翔しよう花かの家は、外壁の一部が黒く焼け焦こげ、彼女の反抗の名残なごりの、爪つめ痕あととして残していた。

　風乃はその思いを、受け取る。

　そして思う。これでは足りなかったのだと。もっと強く大きな痛みでなければ、こんな家の中にある家族という世界すら焼き尽くすことはできないのだと。

「………………」

　風乃は自分の右手の、包ほう帯たいを見つめる。

　自分を探して切り開き、痛みという自分を得て安心している自分。

　そしていつか、それだけの痛みでは自分を感じて安心できなくなるのではないかと、密ひそかに予感し恐れていた。その時は何を、どんな大きさのものを切り開けば、安心できる痛みを得られるのだろう？

　風乃はその答えを、知っている。

　目の前にそれを実演して見せた、悲しい雛ひなの、名残がある。

　気づかない方がよかったかも知れない。

　死んだ卵が────もうすぐ、孵かえる。




　　　　†




　ヘルメスを熱心に崇すう拝はいする男に、神は褒ほう美びとして金きんの卵を産うむ鵞が鳥ちようを授けた。

　ところが男は利益が少しずつ現れるのが待ちきれず、中身が丸ごと金だと思い込んで鵞鳥を殺してしまった。

　中身は肉ばかりだった。男は期待を裏切られたばかりか、卵までも失ってしまった。





────アイソーポス（イソップ）寓話
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　　　　＊




　蒼あお衣いたちが、巡じゆん回かいから『神か狩がり屋や』に戻った頃。

　レジカウンターの奥に覗のぞく、住居へと続く扉から、神狩屋が顔を出した。

「やあ、ご苦労様」

　応こたえる蒼衣に、不ふ機き嫌げんそうに黙殺する雪ゆき乃の。

　対する神狩屋はその腕うでに、大きな人形と見み紛まごうような、ビスクドールじみたひらひらの服を着た、幼い少女を抱だきかかえていた。

　夏なつ木き夢ゆ見み子こ。

　過去の〈泡ほう禍か〉で全すべてを失い、心が壊こわれた少女。

　そして童話の形を取るほど大きな〈泡禍〉を予言する、〈グランギニョルの索さく引いんひき〉。

　彼女はほぼ全ての情動が死に、住居の奥にある書庫からほとんど出て来ることはなく、店にまで出てくることはまずない。珍しい光景だった。




「そろそろかと思って連れてきた。今日は機き嫌げんが良さそうだ」




　神狩屋は言った。

「そ、そうですか……？」

「うん。一緒にお茶にしようか」

　彼女の世話をしているのは神狩屋。あまり表情のない夢見子だが、神狩屋にかかれば蒼衣たちが見るよりも違って見えるらしい。

　神狩屋は蒼衣たちのいる丸テーブルまで夢見子を抱かかえて来ると、人形を座らせるように椅い子すに座らせた。そして人形にそうするように、見み栄ばえがするよう洋服の形を整えた。

　服を見み繕つくろうのも、髪かみを梳すいて結うのも、神狩屋の仕事だ。

　蒼衣はそれを聞いた時には驚いた。なにしろいつも寝ね癖ぐせ頭あたまでよれよれの服を着ている神狩屋が、そういうことができるとは思いもしなかったのだ。

　それくらい、夢見子の身繕いは堂に入いっている。

　当時、思わず「何で自分をやらないんですか？」と訊たずねたが、苦笑いされた。




「……実はね、僕が知ってるのは人形を整えるノウハウだけなんだよ。自分のことはさっぱり分からないんだ。面倒だし」

「…………」




　ともあれ、夢ゆ見み子こが久しぶりに、この場のお茶の席についた。

　颯さつ姫きが目の前のテーブルにカップを置き紅茶を注いだが、夢見子はいつものように表情の死んだ目をして、大きな『不思議の国のアリス』に出てくるウサギのぬいぐるみと厚い装そう丁ていの童話集を腕うでいっぱいに抱だき締めていた。

　神か狩がり屋やがお茶請うけのクッキーを差し出すと、夢見子は赤ん坊にも似たつたない手つきでそれを受け取る。そして小さな口でクッキーを齧かじると、ぽろぽろと服に破片がこぼれた。

　と、




　ばさっ、




　緩ゆるんだ夢見子の腕うでから、音を立てて童話集が滑すべり落ちた。

　夢見子の手が止まる、そして床ゆかに落ちた本を、じーっと見つめる。

　蒼あお衣いは立ち上がり、それを拾い上げ、夢見子の腕に抱かかえさせた。夢見子はなすがまま、無感動な瞳ひとみでじーっと蒼衣を眺ながめていたが、抱えさせて手を離そうとした時、きゅ、と一度蒼衣の指を体温の高い手で摑つかんだ。

「……」

　微笑ほほえんで頭を撫なで、指を離す蒼衣。

　そして元の席に戻ると、夢見子の持っていた童話集について、ふと神狩屋に訊たずねた。

「あの、夢見子ちゃんが持ってる『イソップ童話』ですけど」

　蒼衣の言葉に、神狩屋が応じた。

「うん？　何だい？」

「これまで『予言』に出てきたこと、ありませんよね？　もし必要なら、読んでおこうかと思ったんですけど……」

「ははあ、そう言われるとそうだね」

　神狩屋は腕うで組ぐみし、頷うなずいた。

「難しいところだけど、『元型アーキタイプ』となりうる可能性がない、とは言い切れないね。何しろアンデルセンが予言されたくらいだ。イソップの話はね、アンデルセンはもとより、グリムよりもずっと古い成立をしてるんだ」

「そうなんですか？」

　少し驚いた。何しろイソップといえば蒼衣にとって童話の種類の一つに過ぎないので、イメージ的にはグリムやアンデルセンと似たり寄ったりだった。年代的にもそんなものだと思い込んでいたのだ。

「うん、しかも桁けた違ちがいに古いよ」

　神狩屋は頷いて、言う。

「グリム童話の編へん纂さんが一八○○年代で、シャルル・ペローが一六○○年代だ。そこに収集されたメルヘンの成立が仮に数百年前だったとしても、イソップには遠く届かない。

　イソップの作ったものとされる話の集成は、その成立が紀元前だと言われてる。イソップはギリシャ読みでアイソーポスといって、紀元前五世紀にヘロドトスが書いたヨーロッパ最古の歴史書に僅わずかに記述がある。それによるとアイソーポスは紀元前六○○年代の人間で、元は奴ど隷れいの身分だったらしい。それが後に解放されて、寓ぐう話わ作家としてヨーロッパからエジプトまでも旅をして生きてたということだ」

「グリムの二千年以上前ですか……」

「そう。そしてデルフォイの人々に殺されて生しよう涯がいを閉じた後も、アイソーポスの寓話作家としての名声は非常に高かったらしい。なので寓話作家の代名詞として、イソップ以前の民話や後に作られたイソップ風寓話も全部イソップ作とされて、積もり積もって『イソップ集成』と呼ばれる寓話の数は七百篇以上にのぼる」

「七百……グリム童話が二百でしたっけ？」

「そう考えると、一篇一篇の短さもあって、驚くには値しないかもしれないね。ただ紀元前から続く人間への洞どう察さつの積み重ねだから、人間の意識の元型としての働きが全くないとは考えにくい。

　ただ……〈神の悪夢〉の元型としての働きは、どうだろうね。まずネックになるのはイソップは本来『童話』じゃなくて、『寓ぐう話わ』、つまり動物などを使って人間に道理や道徳を教えたり皮肉ったりする物語であることだ。神話や民話のモチーフも一部含まれてるみたいだけど、ほとんどは人間観察から生まれた創作だ。これに人間固有の悪夢を希き釈しやくして歪ゆがめるほどの力があるかというと────僕は懐かい疑ぎ的にならざるを得ない」

　神か狩がり屋やは眉まゆ根ねを寄せて、考え込んで言う。

「……イソップは童話の〈泡ほう禍か〉ほど大きくならない？」

　蒼衣も考え込みながら、訊きく。

「断言はできないけど、おそらくは」

　頷うなずく神狩屋。

「ただし、〈泡禍〉が、寓話には似ないということではないと思う」

「あ、そっか、つまり……」

「そう、神の悪夢ではなくて────




　人の悪夢としてなら、僕はあると思う」




　神狩屋は、言った。
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　あとがき




　クリック？

　クラック！




　まずはいつものように、この本を手に取ってくれた貴方あなたに御おん礼れいを。

　しばらくです、甲こう田だ学がく人とです。

　お手紙下さった皆様には、引き続きまして大きな感謝を申し上げます。

　個々にはお返事できませんが、ちゃんと残らず目を通しています。きっと一生涯保管して置くと思います。ありがとうございます。

　さて……




　今回お送りしますのはいつもの本編ではなく、『断章のグリム断章・断章のアイソーポス』と題しまして、昨年『電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ』に役目を譲ゆずって終刊した『電撃ｈｐ』に掲けい載さいしていた短編二編に、中編一つとその他を加えて一冊としたものです。

　この『断章のグリム』世界で多くの〈ロッジ〉が日常的に立ち向かう────あるいは見過ごしている────〝小さな〟ではなく、〝普通〟の泡ほう禍かについてのお話です。

　個人的には『断章のグリム断章・断章のアイソーポス』というくどいタイトルを気に入っていたのですが、外伝扱いしてもシリーズ的にも内容的にも大して得がないということで、いつもの『断章のグリム』の名前を冠かんしています。

　まだ半分以上グリムです。

　まだ大丈夫。

　まだ。

　多分。

　えーと……




　それではまた、最後に担たん当とう編集の和わ田ださん、イラストの三み日か月づきさん、そしてこの本の製作に関わってくれた全すべての方々に感謝を送りつつ────




　はつかねずみがやってきた。

　はなしは、おしまい。





二○○八年二月　甲田学人









甲こう田だ学がく人と

１９７７年、岡山生まれ。津山三十人殺しの舞台となった津山市出身。二松学舎大卒。新しく買ったパソコンに標準搭載されているペンタブレットに大苦戦。どうでもいい機能を解除するため、ヘルプを見つめること数時間。……最終的にはさじを投げた模様です！
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三日月みかづきかける

東京都出身、夏生まれのＯ型。『断章のグリム』シリーズで本格的に絵師デビュー。今回の口絵の構図はドーナツ屋さんに決定。なので、みんな幸せそうな顔をして……ますよね？
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/
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